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会計管理者 西 珠 生

午前９時００分開議

○議長（山路 有君） 皆さん、おはようございます。令和３年第２回定例会２日目を開会いた

します。

ただいまの出席議員は１０名です。定足数に達していますので、これから本日の会議を開きま

す。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

・ ・

日程第１ 一般質問

○議長（山路 有君） 日程第１、一般質問を行います。

ここで、通告者の紹介と開始予定時間をお知らせします。

通告１番、議席番号８番、松田悦郎議員、午前９時から。通告２番、議席番号２番、井藤稔議

員、午前９時４０分から。休憩を挟みまして、通告３番、議席番号４番、三島尋子議員、午前１

０時５５分から。昼食を挟みまして、通告４番、議席番号７番、前田昇議員、午後１時から。通

告５番、議席番号５番、松本二三子議員、午後２時から。休憩を挟みまして、通告６番、議席番

号６番、河中博子議員、午後３時５分から。通告７番、議席番号３番、橋井満義議員、午後４時

５分からで行います。

それでは、通告順に質問を許します。

通告１番、松田悦郎議員。

○議員（８番 松田 悦郎君） おはようございます。８番、松田です。

まず、コロナワクチン接種についてですが、日吉津村では一般向けのコロナワクチン接種は６

月下旬から始まると聞いております。全ての方が一日も早くコロナワクチン接種ができ、日本中

でコロナが終息することを心から祈っております。

では、一般質問に入ります。最初に、日野川右岸拡幅道路工事の進捗状況について質問いたし

ます。

現在、村内で一番危険道路である旧国道から日吉津村に入る道路は狭い幅員で、また急カーブ

であり、この交通対策を講じるよう平成３０年９月の一般質問で村に追及しましたが、住宅の密

集地帯であり、道路拡幅は非常に難しく、さらなる交通安全対策だけを考えていくという回答で

ありました。
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しかし、この道路を人が歩くには、車がいつ来るか予測できないし、いつ大きな人身事故が起

きてもおかしくない状態であります。以前に調べた交通量では、この狭い急カーブ道路で朝７時

から８時までの１時間の間に上り下りの車が約２４０台と多くの車が行き来していましたが、現

在はさらに多い交通量だと思っております。さらに、この道路は時速３０キロでありますが、ほ

とんどの車はそれ以上のスピードで通過してる状態です。村のほうではさらなる交通安全対策を

考えていきたいと言われておりますが、考えてみれば、これ以上の対策は不可能に近い状態であ

ると思っております。この状況を根本的に考え方を見直さないと、このままでは危険な状態が付

きまとうのではないかと常日頃より思っております。

そこで、日野川右岸拡幅道路整備事業を進め、交通事情を緩和し、通過交通として国道４３１

号につなぐ計画があると聞くが、できれば一刻も早く完成に向けていただきたい気持ちでいっぱ

いであります。日野川右岸拡幅道路整備によって、村民やこの地区の近隣の方に対して、この危

険な道路事情が少しでも安心でき、多くの人たちの気持ちが少しでも和らぐような交通事情にな

るためにも、この計画の概要と進捗状況を伺います。

次に、タクシー券助成拡充の検討についてであります。昨年９月に質問しましたタクシー券助

成の拡充については、村長の答弁の中で、タクシー券を利用されている世帯の中で７５歳以上の

高齢者のみの世帯は、それ以外の対象世帯と比較して約半分以下ということで、必ずしも多い状

況ではないのが実態であると。また、現在の仕組みを点検しながら、対象年齢や同居家族の有無

の検討に加え、免許返納者へのサービスの在り方、バス等への公共交通機関利用促進、住民主体

のサービスの仕組みづくりなど総合的に検討していく必要があるという回答でありました。さら

に、今後、移動外出支援については、生活支援体制整備事業対策を含め、社会福祉協議会が行う

有償サービスなど、柔軟な対応で輸送体系なども検討するとありました。

前回、一般質問の村長答弁につきましては一定の理解はするんですが、高齢者の病気というも

のは、いつ、どこで、どのようにして発病するのか分からないために、いざというときにタクシ

ー券が必要であり、利用者が少ないから検討するというのは、基本的に村長の考えは少し違うよ

うに思っております。さらに、今後、村内でも必ずやってくる少子高齢化時代を考えますと、高

齢者の日常生活の利便性を向上させ、７５歳以上の高齢者が若い方と同居している場合にも、タ

クシー券助成拡充施策は必ず必要となってくる時代が到来してくると思っております。

そこで、移動外出支援策の生活支援体制整備事業や社会福祉協議会が行う有償サービスなどの

検討結果や、タクシー券助成拡充の検討結果を伺います。以上です。

○議長（山路 有君） 中田村長。
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○村長（中田 達彦君） おはようございます。それでは、松田議員からの一般質問にお答えをし

てまいりたいと思います。

まず、１点目、日野川右岸道路の計画の概要と進捗状況についてお答えをしたいと思います。

議員のほうからも今お話がありましたように、日野川のほうから入ってきて村内に入ってくる旧

国道線、非常に交通量も多いということでございます。また、あわせまして、本村を南北に走っ

ております県道日吉津伯耆大山停車場線につきまして、こちら、大型商業施設の進出等により交

通量が非常にこちらも多くなってきている。また、通学路となっておりますために、道路改良の

要望を県に行ってきているところでございます。しかしながら、こちら、周囲に住宅等が多数あ

り、道路拡幅などの改良が難しい状況ということでございまして、このたび県の事業といたしま

して、日野川右岸の国道９号交差点から国道４３１号までの区間に新たな道路を整備し、そちら

を県道日吉津伯耆大山停車場線に振り替え、交通車両の分散を図るという計画でございます。昨

年の４月から県が用地測量や交通量調査等を行っておりまして、現在は関係団体に説明を行い、

設計を進めている段階というふうにお聞きをしています。

議員から御指摘がありましたカーブの箇所につきましては、非常に幅員も狭く、急カーブとな

っており、見通しもよくないということで、また、こちらも多くの高校生が自転車で通学をする

道路であるというふうに認識をしています。こういった面におきまして、この改善効果は非常に

大きいのではないかということで考えておりまして、村といたしましてもこの県の事業に協力を

してまいりたいということで考えています。

昨年の４月に調査区域内の住民の皆様への個別説明を行った際には、本村の職員も同席をして

課題や意見の共有に努めているところでございます。現在進められております設計に当たりまし

ては、地元である本村も加わりまして、課題の共有やどうすれば解決できるのかということを一

緒に努めていく予定としております。また、住民の方への説明ができる程度の設計が完成した際

には、いずれかの形で住民の皆様にもお示しし、御意見をいただく予定としているということで

ございます。

次に、タクシー券助成の拡充の検討状況について御質問でございます。こちらにつきましては

昨年の９月に同様の質問をいただいたということで、現在も検討中ということでございますので、

検討の状況について答弁をさせていただくことになろうかと思います。

心身に重度の障がいがある方や高齢者のみの世帯に日常生活の利便性と社会活動の参加促進等

を図り、障がい者等の福祉の増進に資することを目的として、タクシー利用券によるタクシー料

金の一部助成を行っているところでございます。対象となりますのは身体障害者手帳１級、２級、
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療育手帳のＡ、精神保健福祉手帳１級をお持ちの住民税非課税の方、それから、７５歳以上高齢

者のみの世帯、それと、６５歳以上７４歳以下の高齢者のみの世帯で、世帯全員が運転免許また

は自家用車を所有していない世帯ということが対象になっております。令和２年度の実績で、身

体障がい者の手帳等をお持ちの方につきましては、これが４２名です。そして、申請者というこ

とで申し上げますと、手帳をお持ちの方で１９名、それから、６５歳以上高齢者のみの世帯が６

３世帯、そして、６５歳以上７４歳以下の高齢者のみ世帯で、世帯全員が運転免許または自家用

車を所有してない世帯が６世帯ということでございます。

議員の御質問の中でも触れられましたけれども、７５歳以上高齢者のみ世帯では、対象世帯に

比べて、利用実績を見ますと、令和元年、令和２年度ともに４７％ということで、実際利用され

ている世帯は対象世帯の半数以下であり、必ずしもこの利用が多いとは言えない現状だろうなと

いうふうに見ているところでございます。

このタクシー助成について拡充を図るということを検討する一方で、バスの公共交通機関の利

用促進ということも考えていく必要があるということでございまして、現在、循環線、バスでご

ざいますけれども、これ、利用促進を図っておりまして、循環線が利用者により親しまれるよう

に愛称をまいにちループというふうに命名をしまして、この４月１日より運行をしているところ

でございます。また、公共交通機関の利用促進のために、県、市町村、公共交通事業者等で構成

する生活交通確保に係る地域協議会で、毎年９月を公共交通の利用促進強化月間として、ＰＲイ

ベントや広報紙によるＰＲ等を行っているところでございます。あわせて、生活支援体制整備事

業においての取組ですけれども、これ、令和元年度からこの協議体において移動外出支援につい

ての協議を開始をしたところでございます。この中でも現在検討を進めているところでございま

して、これとあわせまして、南部箕蚊屋広域連合、このたび介護保険の計画を見直しを行われた

ところでありますけれども、この際にアンケートを実施されたところであります。要介護認定を

受けていない６５歳以上の高齢者３３０名、そのうち有効回答が２１０名ということでございま

して、令和元年の１２月から１月にかけての調査でございます。このときに、外出する際の移動

手段について聞いた問いがございまして、この中で、自動車、人に乗せてもらうというのが５５

人、複数回答可になっておりますけども、そして、路線バスというのが２０人、タクシーを利用

するという人は１１人というような結果になったということでございまして、この自動車、人に

乗せてもらうという選択肢というのが、やはり一定有効ではないかというふうに受け止めている

ところでございます。そうしたことを考えますと、この社会福祉協議会であるとか、あるいはこ

の地域での移動確保の取組というのを、やはり一つは重要視をして取組を進めて検討を進めてい
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く必要があるのではないかなというふうに考えているところでございます。

それから、タクシーの運賃の関係で、自主返納に関する支援制度でございますけれども、鳥取

県のハイヤータクシー協会がタクシー運賃割引制度というのを行っています。運転免許証を自主

返納し、運転経歴証明書の交付を受けられた方がこの証明書を提示するとタクシー運賃が１割引

きをされるというような制度があるという現状でお伺いをしています。

今申し上げたような様々なことがあるわけでございまして、タクシー券助成の拡充につきまし

ては、今後、対象年齢、同居家族の有無の検討に加え、今申し上げましたようなことも踏まえま

して、やはり総合的に検討していく必要があるというふうに考えておりますので、ケース分類を

しながら引き続き検討してまいりたいというふうに考えております。

以上、松田議員からの御質問への答弁とさせていただきます。

○議長（山路 有君） 松田議員。

○議員（８番 松田 悦郎君） 日野川右岸についての質問をさせていただきますが、今聞くとこ

ろによりますと、近隣住民の方にはある程度説明がされてるということなんで、それも一つ安心

をしました。

そこで、いろいろとちょっと質問をしながら参考にしたいなと思ってますけども、今、近隣に

説明されたということなんですが、あそこはたしか１０軒か１１軒あると思いますけども、皆さ

ん方の反応のほうはどうだったんでしょうか。ちょっと分かればお聞きしたいと思いますが。

○議長（山路 有君） 益田建設産業課長。

○建設産業課長（益田 英則君） 松田議員の御質問にお答えします。まず、関係者の方に説明を

させていただくという中で、この調査に入らせていただく土地を所有されていらっしゃる方に、

当初は説明会ということを考えておったんですけれども、コロナの状況を加味しまして、文書の

ほうを出させていただきました。その方が約４５名程度いらっしゃいまして、そのほかに、隣接

するところにお住まいされていらっしゃる方、こちらの方、５軒程度だったと思いますけども、

そちらの方には、直接県の担当の方、村の担当職員、足運ばせていただきまして、この計画につ

いて御説明をさせていただきましたけれども、それぞれ皆様方、感触といたしましては、望んで

いらっしゃるという、新たな道路がつくことに対する期待というところを表現されていたかなと

思いますけれども、やはり個別の状況、それぞれあるかと思いますので、そういったようなとこ

ろを聞き取りを今後どう生かしていくかというところが課題かなというふうに感じました。以上

です。

○議長（山路 有君） 松田議員。
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○議員（８番 松田 悦郎君） いろいろとこの事案は、あの辺の近隣の地区の住民の方は本当に

待っておられると思うので、真摯に向き合っていただきたいなと思っております。

そこで、今回の、今聞くところによると、新しい道路名は日吉津伯耆大山停車場線というふう

に、何かそういう名前がついとるようですけども、これが４３１号に通過交通として結ぶという

ことは、非常に私は大変意義があるなと思っております。

そこで、一つ、疑問ではないですけども、これから将来、この工事が道路がついたとき頃には、

今現在の急カーブの道路があるんですけども、これのことも含めて、村の交通体系というのは、

例えば富吉線から日野川に上がる道もあるんですけども、そういうところも含めて、どういうふ

うに変わっていくのか、ひとつ、その辺は想定ではあると思うんですけども、ちょっと考え方を

お聞きしたいなと思っております。特に急カーブの道路はどうなんかなということをちょっとお

聞きしたいですが。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。現在計画設計中ということを前提に話させていただ

きたいと思いますけれども、９号線の日野橋東の交差点から４３１号のところまで、ずっと真っ

すぐ土手を通ってつないでいくような当初の計画ということでございまして、ここの今、カーブ

につきましては旧国道線のほうに非常に狭いカーブ下りていくということなんですけれども、こ

こを恐らく直角にタッチするように改善を図っていくということになろうかと思います。現在設

計中ということでございます。

あと、富吉線、富吉に入るほう等につきましても、やはりここは一定の交通の確保は図ってい

く必要があるというふうに認識をしていますので、そこは不便にならないように、安全を重視し

ながら設計、これから一緒に意見もお伝えしながら詰めていきたいと考えております。以上です。

○議長（山路 有君） 松田議員。

○議員（８番 松田 悦郎君） 特にあそこの急カーブはできるだけ外してもらって、何とかあの

急カーブの怖い道路はなくしてもらうように、私としては希望するところであります。

それから、この工事は相当長い期間がかかると思うんですけども、聞くところによると、令和

２年、３年度に調査をして、４年度に土地買収、５年度から工事着工というようなことを、若干、

少し聞いておりますけども、この工事に対して、村のほうの財政的なことについてはいかがなん

でしょうか。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。こちらにつきましても現在設計中ということで、詳
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細なスケジュールもまだ確定したものではないというふうにお聞きをしております。

今おっしゃいました村の財政負担という部分でございますけれども、これも今後設計を進めて

いかれる中で、やはり県が主体の工事になってきますけれども、村道との一部タッチが出てくる

ところで一定の村の負担というのも出てくる可能性があるというふうにお聞きをしています。以

上です。

○議長（山路 有君） 松田議員。

○議員（８番 松田 悦郎君） ということは、村道の関係でいきますと多少は財政負担も考えら

れるということとは思いますが、先ほど言いました、県道日吉津伯耆大山停車場線と聞いたんで

すけども、これは今現在、役場の前が、線がそういう名前ですけども、この辺の重複なんていう

のはどう、役場の前は県道、あっちも県道だと思うんですけども、これはどういうふうに理解す

ればいいでしょう。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。こちらの現在の日吉津伯耆大山停車場線を新たなこ

の道路に振り替えるということでございますので、重複ということにはならないということでご

ざいます。

○議長（山路 有君） 松田議員。

○議員（８番 松田 悦郎君） この道路については非常に近隣の方や村内の方が関心持っておら

れますんで、ちょっとしつこいようですけども、何件かお聞きをしたいと思います。

道路が、これもまだ完成、図面が出ただけなんで非常に答えにくいかもしれませんが、当然、

この道路ができたら車も多く通っていくわけですけども、そうすると、素人目には地盤が強化さ

れて、水害の関係についてはある程度防げるんではないかなと思っておりますが、この水害対策

についての考え方はどうでしょうか。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。水害対策ということで、今具体的にこうですという

方針があるというわけではありませんけれども、やはり一定の現在の日野川河川の管理道があり

ますので、あそこを活用していくということになろうかと思います。やはりそこ、一定の拡幅な

りということになっていくと思いますので、その水害対策という面でも、どのくらい効果がある

のかということになると、ちょっと今申し上げることはできないんですけれども、一定の効果は

いざというときには出てくるのではないかというふうに認識をしているところでございます。以

上です。
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○議長（山路 有君） 松田議員。

○議員（８番 松田 悦郎君） この水害対策については、当然、新しい道路ができたら、この辺

を含めていろいろ考えられるだろうなと思っておりますので、その辺を含めて、再度水害対策に

つきましては、工事を進めるに当たっては検討をしていただければなと思っております。

それから、まだまだできないのにあれですけども、この新しい右岸の道路の設計とか主体は西

部総合事務所の米子県土整備局でやられているのではないかなと思っておりますけども、これは

当然県に対してなんですが、村からの要望とか検討があったときには、これは当然言っていかな

ければならないと思うんですけども、この辺の要望なんていうのは聞いてもらえるもんなのか、

この大きな工事に対してですけども、ちょっとこの辺を疑問に思ってますが、いかがでしょうか。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 米子県土整備局とは毎年この道路行政等に関する意見交換会というのを

やっておりまして、こういった場で、やはり県の行う事業、それから村の行う事業等も情報交換

をしながら進めているところでございますので、こういった場も使いまして要望や御意見等あり

ましたらお伝えすることは可能だと思っております。以上です。

○議長（山路 有君） 松田議員。

○議員（８番 松田 悦郎君） 日野川右岸の反対の米子側のほうは県道米子環状線というふうに

地図には載っていましたが、当然、日吉津の日野川右岸もその程度の工事だろうと思っておりま

すが、道幅、道路幅とかそういう関係やら、４３１につなげる道路らについては非常に大きな工

事になるだろうなと、まだまだ先のことなんですが。ただ、道路幅については、これは要するに

米子側の米子環状線の道路幅と同じぐらいになるんでしょうか、そういうところの想定、いかが

でしょうか。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。これ、まだ設計計画中、設計中ということでござい

ますけれども、やはりこの４３１号と９号線をつなぐということで、非常に交通量は多くなるの

ではないかということで、それを今解消しようとしてこの工事が行われるわけでありますので、

一定のやはり安全と交通量を通れるようにしていくということは必要になろうかというふうに考

えております。以上です。

○議長（山路 有君） 松田議員。

○議員（８番 松田 悦郎君） 先ほど村長から、この工事がかかるときには当然住民の方々から、

村の方々からの説明会は行うというふうに言われましたんで、その辺も含めて、それとあわせて、
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本当にこの近隣の方、今まで長い間、交通事情の心配されて、生活もなかなかうまくできかねる

というような状態だったんですけども、ぜひともこの工事に関しましては最大限に日吉津村も協

力していただきまして、無事、何年後かまだ分からないと思うんですけども、極力協力して早く

道路ができることを願っておりますので、よろしくお願いいたします。

それから、タクシー券についての質問をさせていただきますが、先ほど村長はまだ検討の段階

だということでありますけども、いろいろとバスとか社協だとか有償サービスだとかいろんな方

法を含めて考えているということなのですが、先ほど私も言いましたように、このタクシーとい

うのはいざというときに必要となるもので、ふだんの何だないときにちょっと病院行くわという

ときには、確かにいろいろバスだとか社協の有償サービスだとかを使って構わんと思うんですけ

ども、本当にこれから高齢者というのは、いざというときの乗り物をということで、これは高齢

者だけでなく皆さん方、心身障がい者の方や、それから、同居された方でも、ふだんは仕事に行

っとってなかなか家族のことは見れないという中で、やっぱりいざというときに必要なのがタク

シー利用券ではないのかなと思うんですけども、今これから検討をされているとこだということ

をお聞きしたんですけども、その辺も含めて検討をお願いをしたいなと思っております。

それから、高齢者の方が対象者の中で非常に少ないということなんですが、それは、私はある

程度理由があるのではないかなと思っております。全員が全員に聞いたわけでないんですけども、

特に元気な方で７５歳以上でタクシー呼ぶときには、隣家の方に非常に気を遣われるというのが、

聞いたことがあるんですよ。あそこの奥さん、お父さんはいつもしょっちゅうタクシー使ってど

こだ行きなるなちゃな感覚で、本当は言われてはないと思うんですけども、そういうふうに自分

が思って、なかなかタクシーを呼ぼうと思っても、そういうところが非常に不安要素があるので

はないかなと私は思いますので、この辺をもうちょっと広報で、このタクシー利用について、７

５歳以上の方なんか、今聞くところでは半数ぐらいが利用がないということなんですが、もう少

し広報で説明をしていただきまして、それとあわせて、私が言ってるように、若い方と同居され

ている方にも、これ、私の願望なんですけども、もし配付ができたら、大いにそのタクシーを利

用される家庭が多くなるのではないのかなと思っておりますが、この辺の考え方は、村長、どう

思われますか。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。議員御提案いただいていますとおり、やはり若い方

と同居をしておられる場合、一定程度はやはり家族に都合をつけてもらって送ってもらってとい

うようなことだろうなというふうに思っています。そういった方たちについてどういうふうにし
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ていくのがいいのかということだと思っていますし、また、今議員のほうからもお話しいただき

ました、隣家の方に気を遣う部分もあるんじゃないかということでありますので、広報という面

では、やはり我々も広報をしっかりやっていかないといけないと思いますし、今議員御提案あっ

ている方への対応、それから、最初、冒頭私のほうから全般的な答弁をさせていただきましたけ

れども、この辺りの状況も含め、踏まえましたところで、もう少し検討をさせていただきたいと

思いますので、よろしくお願いを申し上げます。以上です。

○議長（山路 有君） 松田議員。

○議員（８番 松田 悦郎君） 先ほど、村長、補助対象の方、昨年だったですが、５３名という

ふうに聞いてたんで、その中で内訳は住民課税者が１１名、住民非課税者が４２名というふうな

回答あったんですが、これは今現在も変わらないのか、そして、この中で７５歳以上の世帯数は、

ちょっと答弁を、もし言われたら聞き漏らしたんですけども、何名ぐらいの方がおられますか、

分かれば教えていただきたいなと思いますが。

○議長（山路 有君） 橋田福祉保健課長。

○福祉保健課長（橋田 和久君） 松田議員の御質問にお答えをいたします。まず、令和３年度の

対象者の方ということになりますと、身障者手帳１級、２級を持っておられる方、こちらで４２

名の方、それから、７５歳以上、高齢者のみ世帯の方が１０１世帯、１４０名の方がおられます。

６５歳以上で７４歳以下の高齢者のみ世帯で対象ということで、前年度申請があった方に通知を

しておりますが、これは５名ということになっております。以上であります。

○議長（山路 有君） 松田議員。

○議員（８番 松田 悦郎君） ちょっとメモするのがあれで、また後から具体的に聞かせていた

だきたいなと思います。

最後になりますけども、前回も言いましたけども、このタクシー券のこれに対する規則名、長

い長い規則名なんですが、どうも改正ができないというような感じなんですけども、この長い文

章、あちこちの自治体ではもうちょっと分かりやすいような規則名なんですけども、これに日吉

津村は変えられないというのは、何か理由があって変えられないのかどうか、ちょっとそれを最

後にお聞かせください。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。日吉津村重度心身障がい者等社会参加促進事業に関

する規則というのに基づいてこの支援事業をやっているところでありまして、この規則名につい

て何か課題があるので変えれないということではないというふうに考えておりますので、今後検
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討をしていくに当たりまして、御指摘の規則名ということについても、タイミングがありました

ら一緒に検討できるようにというふうに考えたいと思います。以上でございます。

○議長（山路 有君） 松田議員。

○議員（８番 松田 悦郎君） 時間が来ました。終わります。

○議長（山路 有君） 以上で松田議員の一般質問を終了します。

○議長（山路 有君） ２番、井藤稔議員の一般質問を許します。

井藤議員。

○議員（２番 井藤 稔君） 改めまして、皆さん、おはようございます。２番、井藤でござい

ます。ただいま議長のほうから一般質問の許可をいただきましたので、これから一般質問をさせ

ていただきたいと思います。

実は、私、このたび一般質問させてもらいますのは中田村長になってから初めてでございまし

て、ちょうど村長が２年前に御就任になったときに、私も議長のほうにということで、このたび

解任になりまして、ようやく村長のほうに一般質問をさせていただくことができるようになりま

した。そういうことで、ちょっとの間離れておりましたので、なかなか慣れない部分もあろうか

と思いますが、一生懸命質問させていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いしたい

と思います。

それでは、質問をさせていただきます。質問させていただくのは、今回は３件ございます。通

告書のほうでも御案内申し上げておりますけども、１点が表彰関係条例等の整備についてであり

ます。２点目が村長の約束事項の推進についてであります。３点目がうなばら荘の今後計画につ

いてであります。以上、大まかに申し上げまして３点について順次質問をさせていただきたいと

思います。

まず、１点目の表彰関係条例等の整備については、実は、この件につきましては令和元年、正

確には平成３１年ということになろうかと思いますが、この平成３１年の３月議会で質問させて

いただいております。御案内のとおり、前村長のときでありましたけども、私、一般質問、今回

までに最後にさせていただいた質問でございます。その関係で質問させていただいております。

そのときは、いわゆる日吉津村の褒賞規程がございますけども、名誉村民に関する条例と日吉津

村褒賞規程の２つについて質問、このたびはさせていただきたいと思います。実は、名誉村民に

関する条例につきましては、先ほど申しましたように、平成３１年の３月議会で前村長に質問さ

せていただいております。当時の村長に対する名誉村民制度の運用と活用が必要ではという形で
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質問させていただいておりますけども、その際、村長のほうから、研究してみる、あるいは検討

してみるということの答弁をいただいてる案件であります。質問通告書と併せて、皆さんのお手

元には議会ひえづの１５８号の抜粋、コピーを配らせていただいております。２年前のことです

のでなかなか分かりづらい部分もあろうかと思いまして、一応添付資料ということで出させてい

ただいております。こういうことで、村長のほうからは検討するということで答弁をいただいて

るわけですけども、この件について、あるいは日吉津村の褒賞規程についての検討結果、これは

どうであったんだろうかということが第１点であります。

２点目は、検討された結果、例規の見直しは必要ないだろうか、どうだろうか、どういう判断

をされたんでしょうかということであります。要は、例規といいますけども、名誉村民条例と日

吉津村の褒賞規程の２つが基本的な例規だとは思いますけども、これについて、見直しの必要性

についてどのように判断されたんだろうかということであります。

３点目が、積極的運用を図るお考えはないかどうかということについてお聞きしたいと思いま

す。令和元年の３月のときにこの質問させていただきましたのは、当時、いわゆる漫画の関係で

す。境の例えば水木ロード、それから北栄町のコナン通りですね、それから、鳥取の谷口ジロー

さんだったでしょうか、この方のそれぞれ作品がいろいろと話題に上っていたときでありまして、

こういうのがいわゆる村づくりに生かせたらなということで質問させていただいた経緯がござい

ます。このように積極的運用を図るお考えはないかどうかということについて、３点目、お聞き

したいと思いますし、４点目は、現時点で運用を検討されているような状況はありますでしょう

か、どうでしょうかということ、以上４点についてお聞かせ願えたらと思います。

それから、２点目の村長の約束事項の推進についてであります。今日の定例議会も一緒ですけ

ども、一般質問の際に、村長等が答弁の中で、議会や議員に約束された事項に関する事後の説明

経過が、どうも聞いてないというケースが間々あるんじゃなかろうかというふうに考えます。事

後の経過説明は、やはり執行部、議会の双方にとって極めて重要な事項であると私は考えます。

経過説明が行われることにより執行部と議会の相互理解も格段に深まってくると思いますし、村

全体としての業務の効率化、あるいは信頼関係にもつながってくるものと考えます。

そこで、次の４点についてお尋ねしたいと思います。１点目が、経過説明の必要性について、

村長はどのようにお考えでしょうかということであります。２点目は約束事項、村長が一般質問

等の際に約束された事項の確認はなされておるんでしょうか、どうでしょうか。事後にというこ

とでございます。それから、その約束事項について執行部内での徹底状況はどうなんでしょうか。

村長だけが仕事をされるわけではありませんので、いろいろ、職員の方が実際には手となり足と
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なりやっていかれるわけであります。その辺りの徹底状況はどうでしょうかということでありま

す。４点目が具体的な推進要領、何か考えておられる、あるいは既にしとるんだということもあ

ろうかと思いますけど、この辺りがあればお聞かせ願えたらと思います。

３点目が、うなばら荘の今後の計画についてであります。村長は先月、５月１０日でございま

したけども、開催になりました全員協議会の中で、建物については西部広域行政管理組合におい

て事業者に売却する手続を進め、また、土地については日吉津村が返却を受けて、村有財産とし

て保有したまま事業者に賃貸することを基本的な方向として西部広域との協議を進めたいという

お話を伺っております。これは非常に村長にも大変だったと思いますけども、先の期限が限られ

ておりまして、２年の指定管理という間に結論を出すということで進んでおったものでございま

すから、時期になって、本当に思い切って決断していただいたんじゃなかろうかということを思

っております。

そこでなんですけども、本当にいろいろ、もろもろのやはり条件あるいは環境等がございます

ので、なかなか決断が、大変苦労されたんじゃなかろうかと思います。そういうことで、本当に

いい決断をしていただいたなと、私自身はそのように考えております。そういうことですけども、

その上で、４点ほどちょっとお聞かせ願えたらと思います。

１点が、土地の所有権を村に残すのがよいと判断された、判断をなされた理由が何でありまし

ょうかということであります。２点目が、依然として残る不安要因、いろいろ今後細かく詰めて

いけばあろうかと思いますけども、現時点で依然として残る不安要因がおありでしょうか、どう

でしょうかということであります。３点目が、今後の推進上、ぜひともこれは留意したいという

点がありましたらお聞かせ願いたいと思います。最後の４点目でございますが、次回の村民の皆

さんへの説明はいつ頃、どのタイミングになるでしょうか。以上４点について、うなばら荘の関

係は質問をさせていただきたいと思います。

多くの項目になりましたけども、お話を、説明を、答弁を伺って、必要があればその時点で再

質問をさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。

○議長（山路 有君） それでは、執行部の答弁を行います。

中田村長。

○村長（中田 達彦君） それでは、井藤議員からの御質問にお答えをしてまいりたいと思います。

大きく３点御質問いただきました。まず１点目でございますけれども、表彰関係条例等の整備

についてということで、大きく日吉津村名誉村民に関する条例に関することと、あとは日吉津村

褒賞規程に関することということで御質問をいただきました。
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まず、名誉村民に関してお答えをさせていただきますと、平成３１年の３月議会におきまして

議員のほうから御質問をいただきまして、その際、答弁、議員のほうからも御紹介いただきまし

たけれども、名誉村民の候補者については把握と選考が非常に難しいという現状があるというこ

とで、この条例を実際に機能させていくためには様々な情報網を広げて調査をする必要があると

いうこと、そのために研究、検討をさせていただきたいというような旨の答弁だったということ

でございます。その後、この具体的な表彰について、候補者、誰についてというような検討は行

っていないというのが現状でございます。これまで、この条例に関して改正ですけれども、平成

２７年にヴィレステひえづが開館したこと等に伴いまして、名誉村民はこの条例の中に肖像を掲

示するというようなことになっております。その掲示場所を中央公民館からヴィレステに改正を

したというようなこれまでの経過があるということでございます。

この条例の趣旨は、公共の福祉を増進し、または文化の進展に貢献し、その功績が卓絶で村民

の尊敬の的と仰がれる者に対してその功績を顕彰するということでございまして、これ、非常に

重みがある表彰、名誉村民ということであるというふうに認識をしております。この趣旨に鑑み

ますと、やはり、この趣旨にもありますとおりですけども、あとはそのふさわしいタイミングと

いうのも見定めていく必要があるのではないかなというふうに受け止めているところでございま

す。現時点でこの運用を検討している案件はございませんけれども、その機運が盛り上がってく

るというようなことがありましたら、そこは前の答弁にもありましたように、しっかり情報網を

広げていく必要があると思いますけれども、この名誉村民ということも検討してまいりたいとい

うことで考えております。

もう１点の褒賞規程に関するところですけれども、こちらにつきまして、定めた規程に基づい

て、該当の方にはその都度表彰を行ってきているところであります。こちらについて見直しの現

状を申し上げますと、平成６年に何点か、２項目追加ということで、２０年以上の日吉津村議会

議員として在職され功労があった方、２０年以上の日吉津村農業委員会委員として在職され功労

があった方という項目、２項目を追加をしたというような見直しをしているところでございます。

こちらにつきまして、褒賞規程につきましてですけれども、このたびの東京オリンピックに日吉

津村出身の中口遥さん、エアライフルでの出場が内定をしたということでございまして、この規

程に基づく表彰ができないだろうかということで、現在、検討をしているところでございます。

条例、規定、いずれもこの例規にある表彰の趣旨に沿った候補者がありましたら運用を図ってい

きたいと考えておりますし、また、例規の見直し等も含めまして検討をしてまいりたいというふ

うに考えています。
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次に、大きな２点目で、村長の約束事項の推進についてということで御質問でございます。定

例会で一般質問をいただいた案件に対してどういった取扱いを執行部のほうでしているかという

御質問であると受け止めております。一般質問で議員の皆様からいただきました御意見、御提言、

それから、それに対する執行部からの答弁内容については、議会終了後すぐに各課内で情報共有

をして、約束事項等の確認を行っているところでございます。その中で、その懸案事項等につい

ては課内で対応を協議したり、あるいは、内容によっては課をまたいだところで協議の場を持っ

て、その対応策を検討を行っているということでございます。この推進要領というようなものは

つくっていないのですけれども、一般質問でいただきました項目につきまして、一覧のような形

にしまして、課題解決に向けた対策を、これ、四半期ごとに進捗管理をしながら検討の取組を行

っているということでございます。

経過説明の必要性につきましては非常に重要なプロセスであると認識をしておりまして、説明

のさせていただき方につきましてはそれぞれ異なりますけれども、状況に応じてその都度逐次報

告をさせていただいているものと認識をしているところでございます。一般質問での御提言の内

容につきましては、その効果やあるいはコストなどにつきましてもよく検討して、新たな施策や

既存の事業の改善につなげていく必要があると認識をしております。また、内容によりましては

検討に時間がかかるというものも多々あるというふうに認識をしておりますけれども、この約束

事項への取組につきましては、現在やっているようなやり方で、一定の、やはり四半期等でその

状況を見ながら検討を進め、推進をしていきたいというふうに考えております。今後も必要な情

報提供に努めながら、相互理解、信頼関係の構築に努めてまいりたいと考えております。

次に、うなばら荘の今後の計画につきまして御質問でございます。うなばら荘の土地の扱いに

ついての御質問でございまして、このたび西部広域行政管理組合で、このうなばら荘の老人休養

ホームを廃止をしていくという方向性が出されました。そして、現在、今年度末をもちまして、

この日吉津村うなばら福祉事業団のほうで指定管理を受けているわけでございますけれども、今

年度末を一つの区切りとしまして、その後につきましては西部広域行政管理組合からこの建物に

ついては民間に売却をしていく方向性で、これと併せまして、土地についてどう扱っていくかと

いうことで検討をさせていただいたところでございます。この土地につきましては、うなばら荘

建設のために村が昭和４７年から買収をして、現在西部広域行政管理組合に無償譲与をしている

という状況でございます。そして、うなばら荘は、御案内のとおり、これまで老人休養ホームと

して多くの村民の皆様に宴会や温泉等、様々な利用をいただいているところでございます。この

土地を現在は西部広域行政管理組合に無償譲与しているわけでございますけれども、今後、どう
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していこうということで、様々なケースを想定して検討したわけでございまして、具体的に少し

申し上げますと、１点は土地について、もう現在の西部広域から直接建物と一緒に民間に売却を

するようなケース、それから、日吉津村が土地を西部広域から返還を受け、民間に村が売却をし

ていくというケース、それから、土地は日吉津村が広域から返還を受けて民間に賃貸をしていく

というケース、現在この方向性で進めようということで方向性を出させていただいているところ

でございます。それから、土地、建物とも西部広域から日吉津村が返還または建物については譲

渡という格好になるかもしれませんけれども、を受けて民間に賃貸借または指定管理というよう

なことをしていくというようなケース、大きくこの４つのケースについて検討をさせていただい

たところであります。

その中で、今３つ目に申し上げました、土地は日吉津村が広域から返還を受け民間に賃貸をす

る、建物は西部広域から民間のほうに売却をしていくというふうな方向性に今させていただいた

ということでございます。

この選択肢を選んだことにつきましては、大きく２点の理由がございます。１点目は、温泉と

いうのがあります。日吉津温泉ということで、昭和４２年からこの温泉の掘削を村のほうで始め

て出てきたということで、これ、非常に貴重な日吉津村の資源であるということで、これはぜひ

今後も何らかの形で活用を図っていくべきであるというふうに考えているところでございます。

今後、民間事業者のほうから何らかの提案があって何らかの事業を行っていかれるということに

なると思いますけれども、できればそうした中におきましても、村民の皆さんにこの温泉という

ものの恩恵が出てくるような方向性で考えていただきたいというふうに思っているところであり

ます。

もう１点は、次の御質問と関係してきますけれども、今後、権利関係が変更していくに当たっ

ての不安要素ということでございまして、こちらにつきましては、やはり最悪なケースというの

をどうしても想定をしないといけないわけでありまして、例えばこの建物、土地というのを事業

者のほうが第三者に転売をされることであったりとか、あるいは、その事業者が事業が継続が何

らかの理由でできなくなって、建物がそのまま残ってしまうというような状態というのを非常に

懸念をするところでございます。基本的にはこの建物、使わなくなった場合には撤去は事業者が

その責任において行うべきものであるというふうに認識をしておりますけれども、この事業者の

ほうで事業を継続できなくなり建物がそのまま残るような状況となった場合に、村のほうで土地

を所有をしている、賃貸で貸しているということによりまして、借地借家法を根拠に建物の撤去

であるとか明渡しの請求をすることが可能となってくるということでございます。これにもしも
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応じないというような場合がありましたら、裁判ということになろうかと思いますけれども、強

制撤去というような選択肢も考えていかないといけないということになろうかと思っています。

今後、民間事業者が決まりましたら、土地賃貸契約を交わすということになってくると思いま

すけれども、その際に、今申し上げたような危惧する点につきまして、なるべくフォローしてい

けるように、その条項等で、項目等で検討をしていきたいというふうに考えています。

村としましても、やはりうなばら荘、今後も村民の方に愛着を持っていただけるような施設で

あってほしいと思いますし、日吉津村にある貴重な施設でございますので、村といたしましても、

一定の協力というのも検討をしながら、新たな事業者の方には、引き続き、村民の皆様に喜んで

いただけるような事業を進めていただきたいというふうに考えております。

次に、今後のこれを進めていく上での留意点につきましてでございます。４点申し上げたいと

思います。

１点目につきましては、今申し上げました今後の手続の中で、公募で決定してまいります事業

者との土地等の扱いについて、建物等の扱いについて、なるべくいい条件ができるように検討を

してまいりたいというふうに考えています。

２点目としまして、現在うなばら荘でお勤めをしていただいております従業員の皆さんの処遇

ということで、これは当初から西部広域のほうには重ねて私のほうからもお願いをしているとこ

ろでございまして、ぜひこれは非常に重要なことだと思っていますので、西部広域とも協力をし

ながら、取り組んでまいりたいというふうに考えております。

３点目としましては、今後公募であるとか、様々な手続が発生してくるわけですけども、一定

のスピード感を持って取り組むことが必要であるというふうに考えています。昨年、このうなば

ら荘の在り方を西部広域で検討する中において、サウンディング型の調査というのを実施をした

ところでございまして、この中で何社かの民間事業からこういった活用が私たちならできるので

はないかというような提案もいただいたところでございまして、そういった皆さんの提案があっ

て、時期をあまり置かないうちに、これは次のステップに進めていくことがやはり必要だろうな

と思っているところございます。

そして、４点目は、先ほどのお答えと重複してきますが、やはり村民の皆様に引き続き喜んで

もらえるような施設になっていくことが非常に重要であろうというふうに考えております。

最後に、住民説明の時期はという問いでございまして、前回、昨年の１１月末にうなばら荘の

在り方検討について、西部広域と村とで一緒にこの説明会を開催をさせていただいたところであ

りまして、今後につきまして、ちょっと現在でいつこの説明のタイミングを持たせていただくか
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というのはまだ決定をしてないわけですけれども、西部広域とも協議をいたしまして、時期を見

て、必要な説明の場というのは設けたいというふうに考えているところでございます。

それでは、以上で井藤議員からの一般質問への答弁とさせていただきます。

○議長（山路 有君） それでは、再質問に入ります。

井藤議員。

○議員（２番 井藤 稔君） ２番、井藤です。再質問をさせていただきます。

まず、１点目の表彰関係条例等の整備の関係でございます。例規の見直しも検討したいという

ことであったと思いますし、具体的に先ほど村長から答弁ありましたように、中口さんという、

これはどちらの対応になるか分かりませんけども、いわゆる褒賞規程のほうになるんかなという

ふうに考えておるわけですけど、いずれを見ましても、私は西部の構成町村、西部広域連合のを

一応見せていただきました、ざっとですけども。やはりちょっと古い、内容がやっぱり古くなっ

とるんじゃないだろうかという気がいたしました。昭和５２年以降、全く検討も改定もない、あ

ったのは村長から答弁がありましたように、銅像の設置場所が、中央公民館がなくなりましたの

で、ヴィレステのほうに移った、その部分だけ、あれも整備条例でたしか手当てされたと思うん

ですけども、その程度ですので、一番心配してますのは、やっぱりおっしゃるようにタイミング

の関係もありますので、ぜひ、あってからっちゅうんじゃなくて、ひとつ検討していただいたほ

うがいいじゃなかろうかと思います。

何といいますか、褒賞規程なんかについても、たった２条しかありませんし、目的だ、何のた

めにするんだというのは全くない、２条でばっと箇条書にどういう場合にというのが記載してあ

るだけのような気がいたします。本当に活用して、村民の人を、頑張っていただいた人に対応し

てあげる内容になっていないじゃないかという、実は心配ちょっとしております。職員の方が対

象であったり、あるいは職員以外の、あるいは村長部局の委員会などの長期間の功労の方なんか

が一応列記されております。それとあわせて、善行賞的なものやら何やらいろいろありますけど

も、ごっちゃになって、追加されたっちゅう経緯はあるんだと思います。私は議員ですので、特

に思うんですけども、例えば村議会議員として２０年間というのがあります。これなんか、私は

なくてもいいんじゃないかと思います、なくてもいい。第一、村長の部局の執行機関、あるいは

職員の方、これは当然表彰してあげることは大事だとは思いますけども、やはり立ち位置が執行

部のほうと議会、けんかするわけじゃありませんけど、議会と立ち位置が違います。

それから、名誉村民条例でも、選考委員会の規定がありますよね。これに定員が８名だったと

思いますけども、そのうちの４名は議会議員になっております。このできた経緯が私、ちょっと
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分かりませんので、そういうふうに感じるんかもしれませんけども、多分、議会のほうは、でも、

７期目の方が２人いらっしゃいますから、２８年度、ちょうど７期の半期ですから２６年たって

おりますけども、これは表彰していただいてますんでしょうか、どうでしょうか。多分、叱られ

るかもしれませんけど、私になってから、平成２３年に議員にしてもらいましたけど、全く記憶

がないもんですから、ということは、さようにいろいろな点でやっぱり見直していく、使いやす

いように、やりやすいように、本当に見直していくのがいいんかなと思いますけど、この点、村

長どうでしょうか。先ほどは、例規の見直しは検討していくっちゅうことを伺ったんですけども、

対象があってからという規定にはなってますよね。表彰委員会なんか、委員会っちゅうか、あれ

は何だったですかいね、選考審議会ですか、選考審議会規則、これなんかもあるわけですので…

…。

○議長（山路 有君） 井藤議員、マイクをもうちょっと、入りにくいそうです、近づけて。

○議員（２番 井藤 稔君） 例えばそういうようなところででも、事前に検討していただくと

いう、あってからではなくて、検討していただくということはどうなんでしょうか、この点ちょ

っとお伺いしたいと思います。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。冒頭の答弁でも申し上げました。この名誉村民の条

例、名誉村民としての表彰というのは、非常にやはり重要な重たい表彰だというふうに認識をし

ています。議員も他の町村のものも見られたりということだったですけれども、やはり名誉村民

ということでいえば、他のところの状況等々ももう少し我々も勉強してみないけんなというふう

に考えておりますので、そういった情報収集もしながら、また、村民の方、表彰をする機会とい

うのは名誉村民ということでもなくて、検討してみてもいいのではないかなという思いは持って

いますので、この運用ということも含め、また制度の改正、検討ということも含めて、検討をし

てみたいというふうに考えております。以上です。

○議長（山路 有君） 井藤議員。

○議員（２番 井藤 稔君） 同じ関係ですけども、要は銅像を建てたり、名誉村民条例という、

いろいろ名前はあろうかと思いますけども、そういうような形で銅像を建てたりっちゅうのは、

あまり残ってないような気がします、ざっと周り見ましたら。それから、平成１７年、１８年頃

に、いわゆる褒賞規程も含めて、やはり例えば村長、以前いらした南部町なんかも平成１７年、

１８年頃に見直しがされて、しっかりしたものになっとりますんで、ぜひいい手本はあろうと思

いますので、ひとつ、ぜひ見直していただければなと、本当に生きるように見直していただけれ
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ばなと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。この点、再度伺って、次に移らせても

らいます。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。先ほど答弁申し上げましたとおり、検討してみたい

と思います。以上です。

○議長（山路 有君） 井藤議員。

○議員（２番 井藤 稔君） それでは、時間の関係もありますので、２つ目の村長の約束事項

の推進についての関係であります。

私の前の同僚議員からも質問ありましたように、こういう答弁があったけど、その後どうなっ

てるんかという質問が非常に多うございます。執行部の中で、課長会議なんかでしょうか、ある

いはプロジェクトなんかですか、そういう中で検討されて、一応チェックはかけられとる、どう

いうことをやらにゃいけんかという、かけられとるのは分かりましたけども、それが議会のほう

にははっきり言って分かりません、どういう状態。ですから、皆が同じような質問を、以前した

のを、その後どうなっとるかというケースの質問が結構あります。

だから、そこで私はもう一歩、執行部のほうに踏み込んでいただいたら、いい感じになるんじ

ゃなかろうかという気がいたしております。といいますのは、先ほど村長がおっしゃったように、

定例会でも終わった後に、どういうことが課題なり話題になったということで話をして、まとめ

られるという話を伺いましたけども、これは県議会でも、私もああして警察本部におらしていた

だいて、議会の先生方と話をさせていただく機会があったんですけども、定例会、例えば今回あ

って、知事とかあるいは部局長といいますか、外局のいろいろな人が指定答弁者になっとる方が

答弁されたら、どういうことを議会のほうで約束されたのかというのを、財政課と議会事務局の

両者がどういうことを約束されたか、それの長がどういうことを約束されたかを各部局でまとめ

て提出してくれと言われておりました。これは、村長もよく御存じだろうなと、県のほうにいら

したんで、僕なんかが言わなくても、村長のほうが一番よく分かっておられるんだろうなと思い

ます。

それから、例えば、次の定例会まで四半期ごとってさっきおっしゃったんでしょうか、次の定

例会、同じようなことになるかもしれませんけども、今回の定例会があれば、今度９月定例会ま

でに、その進捗状況はどうだったかということを、結果を書いて、やはり財政課やそれから議会

事務局のほうに報告しよったいうような経緯もございます。だけど、これは本当にいいことだな

と私は思いよりました。ですから、もし、といっても、とっても手間はかかるかもしれんけど、
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その代わり、簡単です。本当に一覧表になっとって、こういうことを約束されたと、項目並んで

ますよね。進捗状況ということで簡単に書いたものをつくって、こうだよということで、議会の

ほうまでは披露されとったかどうかは分かりませんけども、そういうようなことで対応しとった

ことがあります。当時、片山知事がおられて、あれが平成何年ぐらいだったでしょうか、平成十

六、七年頃だったと思いますけども、現在の平井知事に替わられた。これは当時の状況ですので、

前後、前半後半、私おりましたので、そういうようなことで、わあ、いいあれだなと思って、確

かに多少時間がかかりますけども、本当にそういうふうに運用してもらってよかったなという気

がいたしております。その大前提は何かっていったら、やはり議会の議員の皆さんは県民の代表

なんで、しっかり答えてあげたいって、私も知事から直には聞いたことはありませんけども、そ

ういうことで、そういうふうに理解しておりましたし、だから、丁寧に答えてあげたいと。村長

はとっても丁寧に答弁していただきますので。だから、もう一歩踏み込んで、その内容が議会の

ほうにも返るように検討していただければ一番いいなと思うんですけども、村長、この点どうで

しょうか、無理なんでしょうか、どうでしょうか。

片山知事が、前知事が、議会の答弁ですか、質問、答弁をいわゆる小学校、中学校の学芸会だ

ということでやゆされたことがあると。本人さんも自立塾ちゅう本にそのことも一応書いておら

れます。村長も見ておられるだろうなと思いますけども、そういうようなことで、本当に機能、

議会と行政が相互に機能していくということであれば、そういうような形で運用していただいた

ら、一歩踏み込んで、やっぱり村長が一歩踏み込んでもらうと随分変わってくるんじゃなかろう

かと思いますけども、その点どうでしょうか。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。冒頭の答弁で申し上げましたように、議員の皆様か

ら一般質問でいただきました御意見、御提案、それに対するこちらの答弁につきまして、今、総

務課のほうで取りまとめをしまして、検討を進めたり、あるいはその進捗を確認をしたりという

ことを行っているところでございます。県のほうでも、今、井藤議員が言われたような取組をさ

れていたということは承知してるところでございまして、やはりその状況を説明をしていくとい

うのは非常に大事なことだというふうに思っています。

一方で、県ぐらいの組織になってくると、できる部分はあるのかもしれませんし、また、ほか

の町村等について、どういった取扱いをしてるのだろうなというのは、これ調べてみる価値はあ

るのかなというふうに思っています。

現在やっているようなやり方で進めさせていただきながら、少しその辺り、ほかのところの状
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況とかも聞いてみたりということはしてみたいというふうに思っています。以上です。

○議長（山路 有君） 井藤議員。

○議員（２番 井藤 稔君） ありがとうございます。なかなか難しい部分はあるかもしれませ

んけども、無理をされるようなことはあまりようないとは思いますけど、ちょっとの工夫でもし

可能であれば、何らかの形で打ち返しをしていただける、内容が、打ち返しをしていただけるよ

うな検討状況などは、非常にその辺りがよくなってくるんじゃなかろうかという気がいたしてお

りますので、よろしくお願いしたいと思います。

最後に、うなばら荘の今後計画についてであります。依然として残る不安要因とか、今後の推

進状況について伺いました。いろいろ考えていただいとるんだなと、その上での決断だったんだ

ろうなということで、非常に敬意を表するところでありますけども、中でもおっしゃったように、

いわゆる今後はスピード感を持ってやっていくっちゅうことが非常に重要になってくる、今、重

要な時期だろうなと思っております。

先般、全員協議会の中でも説明していただいた中で、当初計画、当初いただいとった計画より

も約２か月ぐらい、公募やいわゆる入札時期がちょっと遅れとるんだと、当初計画よりもですね、

いうふうに説明いただいたわけですけども、今後はより一層、いわゆるスピード感と、それから

より一層西部広域との情報共有といいますか、どんどん思い切りやっていただいて、本当に遅れ

たために考えておったようにならんかったわという、あくまでもそういう後悔が出てきたりしな

いように、最後の本当に大事なときだと思いますんで、ひとつ迅速に推進していただくように、

よろしくお願いしたいと思います。

先般頂いた資料を見ますと、利用率が出ておりましたよね、うなばら荘の利用率なんかも詳し

く検討していただいとったと思います。その状況を見ると、本当に平成３１年頃と、ですから令

和元年と２年の比較だったんでしょうか。利用率も令和元年の約半分まで落ち込んでましたよね、

利用率が。だから、そういういわゆる時代情勢、社会情勢、あるいは経済情勢だということもや

はり考えていかにゃいけん時期になっとるんだろうかなというふうに、私、あれ見させていただ

いて、そのように感じました。

また、今後３０年から３５年の間に、いわゆる賃貸した場合と土地を売った場合の収支の差が、

今後のシミュレーションがつくられておって、それをいただいとったと思います。３０年から３

５年の間に両方が入れ替わると、土地を保有しとって賃貸したほうが有利になるということ。そ

の時期になって、どういうような経済情勢や社会情勢になっているっちゅうことは分かりません

けども、細かいところまで本当に資料をそろえていただいて、検討していただいとったんだなと
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いうことがよく分かりました。本当に大変だったなという思いがいたしております。

最後に一つ、この点でちょっとお聞きしてみたいんですけども、今、村長がおっしゃったよう

に、途中でパンクしてという表現はあんまようないかもしれませんけど、パンクして、業者のほ

うが成り立たなくなって、夜逃げちゅう言葉もようないかもしれん、よう分かりません、手頃な

あれが、要は撤退したという場合に、いわゆるおっしゃってたように、積立金やなんかで、いわ

ゆるそういうようになった場合にもカバーできるような契約状況をつくっておく。交渉の経過の

中で、つくっておくことも考えておるというふうに村長がおっしゃったように思いますけども、

その点は、法的にも大丈夫だったんでしょうか、どうでしょうか。私、先般の全協の中で村長に

お聞きしたら、ちょっと検討してみるということでしたよね。大山のソーラーシステムの関係な

どで、例えば外国の業者なんかが入ってきとる分というのが撤退したときには、手が届かんとこ

ろにという形になりますので。だから、契約の中で済ませておく。それに充てられるようなのを

と言ったら、検討してみますと村長言っていただいたように私記憶しとるんですけども、そうい

うようないろいろな手だてを考えながら、最後の詰めをしていただいたらと思います。本当に大

変な時期だとは思いますけども、ひとつよろしくお願いしたいと思います。

さっき言いました、契約の中でそういう点について、契約もあれですよね、プロポだというこ

とを聞いておりますんで、そういうような内容の中で業者を選定したり、あるいは業者に改善を

求めたり、あるいは最終的に契約した場合に、そういうような手当てもやはり可能なんかどうか

というあたりの見通しをひとつお聞かせ願えたらと思いますが、よろしくお願いしたいと思いま

す。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。今、まさに村と広域の事務局のほうで、条件等々に

ついて詰めの作業をしているところでございますので、ちょっと現在のところこうですというこ

とは申し上げれないんですけども、議員から御指摘いただいたようなことも含めまして、現在、

検討をさせていただいているということでございます。引き続き、検討を進めてまいりたいとい

うふうに考えております。以上です。

○議長（山路 有君） 井藤議員。

○議員（２番 井藤 稔君） 長時間ありがとうございました。

本当に大事な時期です。だけども、村民が、みんなが、ぜひともいいようにしていただきたい

という思いは一緒だと思いますし、また、執行部の方は、とりわけ実際の詰めの業務に当たられ

ておられるわけでして、大変とは思いますけども、ひとつ今後ともよろしくお願いしたいと思い
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ます。以上で終わります。

○議長（山路 有君） 以上で井藤議員の一般質問を終了します。

○議長（山路 有君） ここで暫時休憩を行います。再開は１０時５５分からといたしますので、

御参集お願いします。

では、休憩に入ります。

午前１０時４０分休憩

午前１０時５５分再開

○議長（山路 有君） 再開します。

通告３番、三島尋子議員の一般質問を許します。

三島議員。

○議員（４番 三島 尋子君） ４番、三島です。質問は、うなばら荘に係る検討状況と、西部圏

域ごみ処理施設の集約化の２問について質問いたします。

１つ目、うなばら荘の検討状況について伺います。うなばら荘は、老人の健康な保健、休養の

場に供し、老人の福祉を図るため、老人休養ホームとして、鳥取県西部広域行政管理組合営うな

ばら荘として設置されました。昭和４９年から営業を開始し、今年で４７年になります。半世紀

になろうともする間、老人福祉サービスをはじめ、施設改築費や債務償還と西部広域へ多額の貢

献をしてきました。しかし、今、時代の変化と利用者の減少で経営難が続き、損失額、赤字は２

億円を超え、この赤字解消に村からの補助金で対応をしております。

この状況により、今、うなばら荘は大きく変わろうとしています。他の事業者へ譲渡を検討し

ているという説明がございました。うなばら荘の在り方を検討する中で、今後の施設運営費、老

朽化による大規模改修費用などを試算すると、構成市町村に対する負担金や日吉津村への補助金

依存が大きくなるということでした。現在の施設形態では、うなばら荘の収益の回復は見込めな

いことから、サウンディング型市場調査を実施し、４事業者から有益な提案があったので、正副

管理者会議で検討した事業者への譲渡を最終決定するということでした。そして、今年２月、正

副管理者会議において、他事業者への譲渡が決定されました。村長は苦渋の決断であったと考え

ております。５月１０日、全員協議会に検討状況と、今後民間へ譲渡するスケジュールについて

日吉津村の方向を説明されました。

４点について伺います。土地譲与契約第８条による、更地返還についての検討はされたのでし
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ょうか。

２点目、土地及び建物の取扱いの方向性、説明では１、２、３と示されておりますが、 の場

合、売払い収入は構成市町村で負担金割合に応じて分配するとしています。村長は、３番の土地

は日吉津村が広域から返還を受け、民間に賃貸、建物は広域で民間に売却ということで進めると

説明されました。建物を広域で売却した場合、収入はどうなるのでしょうか。 と同様、構成市

町村で分配されるのか、もしその分配があるとすれば、何を基準として分配になるのかをお聞き

します。

３月議会で、村長は引き続き村民が活用できる施設を考えていると答えられました。また、土

地の用途変更は簡単ではないということもございました。今６月議会に事業者を公募、決定財産

の売却に関する議案を上程ということがありましたが。では、売却後の施設はどういう施設か決

まっているのではないでしょうか。

４点目ですが、村民の関心は大変大きくなっております。出会う人々が、住民への説明会があ

るのかとか、今後うなばら荘はどうなるのかという質問が返ってきます。住民説明会は開かれる

のでしょうか。

次、２問目です。西部圏域ごみ処理施設の集約化について伺います。国は平成９年、ごみ処理

に係るダイオキシン類発生防止等ガイドラインを策定し、都道府県に対し、ごみ処理の広域化計

画を通知しました。ダイオキシン類の削減と施設の集約化を目的にした、ごみ処理の広域化を推

進することを求めております。これにより、鳥取県は平成１０年、ごみ処理の広域化計画を策定

し、県内を３つの地域、東、中、西部に分け、ごみ処理の広域化を推進しております。

平成９年通知から現在２０年以上が経過しております。我が国のごみ処理を取り巻く状況は、

当時からは大きく変動しています。廃棄物処理システムの気候変動対策の推進や災害対策の強化

が示され、ごみ処理にとどまらない方向性が示されております。脱炭素社会の実現の取組が進ん

でおり、広域化実施においても十分に考慮した取組が求められております。今西部圏域、９市町

村の一般廃棄物処理施設整備の検討中でありますが、広域的に処理することにより、人口減少や

少子高齢化、地球温暖化などに対応した持続可能で安全・安心な一般廃棄物処理施設の整備を目

指すとしております。

そこで、２点伺います。

現在、一般廃棄物処理施設整備基本構想（案）への意見募集が行われております。村内では２

か所が設置されておりますけれども、その基本構想の案は１５０ページにも及びます。概要書版

もありますが、書面での理解は大変難しいというふうに見ております。ごみはごみを出す人が一
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番理解することだと思います。住民への説明会はされるのでしょうか。

２点目、昨年９月議会一般質問で、ごみの分別化や施設整備費の負担については、今後の整備

計画を進めるに当たって、改めて検討と認識しているという答弁でした。その検討結果について

お伺いをいたします。

質問は以上ですが、答弁によりまして再質問させていただきます。

○議長（山路 有君） 執行部の答弁に入ります。

中田村長。

○村長（中田 達彦君） それでは、三島議員からの一般質問にお答えをしてまいります。

まず１点目、うなばら荘に係る検討状況についての御質問でございます。西部広域との土地譲

与契約の第８条による更地返還について検討がされたかという、まず１点目、御質問でございま

す。こちらにつきまして、現在、日吉津村と西部広域行政管理組合で締結をしております土地譲

与契約書第８条には、乙、西部広域行政管理組合が目的以外の目的に使用した場合は、甲、日吉

津村はいつでもこの契約を解除し、譲与物件の返還を請求することができるというふうにうたっ

てございます。

西部広域でこの在り方を検討してくる中で、この建物の撤去、あるいは土地の返還を含めて検

討する中で、サウンディング調査というのを議員のほうからもありましたけれども、行いました。

この中で、民間のほうから活用ができるのではないかというような希望、提案もありましたこと

から、公募で事業者を募集し、建物、温泉を有効活用する方針が示されたところでございます。

今後は、西部広域行政管理組合が事業者を公募し、選定された事業者によるうなばら荘の建物

を利用した新しい施設運営になっていく予定で、現在進めているところでございます。

次に、２点目としまして、西部広域の管理しております建物の売却をした際の収入を構成市町

村で分配するのかどうかという問いでございます。こちらにつきましては、現在、まだ決まって

ない状況でございまして、今後協議をして詰めていく点ということでございます。

次に、この施設の売却後の在り方が今現状どうなっているのか、決まっているのではないかと

いう問いでございますけれども、こちらにつきまして、現在、今６月日吉津村の定例議会のほう

に西部広域行政管理組合の共同処理事務及び規約変更に関する協議についてということで上程を

いただいているところでございます。この議案につきましては、西部広域としまして、共同処理

する事務ということで扱っております、うなばら荘老人休養ホームを共同処理事務から外してい

くという改正をするための協議ということになっております。

この事業者の公募、決定につきましては、それから財産の売払いに関する議案につきましては、
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今後、広域において議論をされていくところでございまして、現在、まだどういった事業者が手

を挙げてこられるのかというのも分かりませんし、どういった用途になるのかというのは、今後

になってくるということでございます。また、建物の用途につきましては、県の開発審査会で審

査をされるという予定でございます。

それから、村民の皆様への状況の説明についてでございますけれども、これは先ほども答弁を

させていただきましたけれども、西部広域行政管理組合とも協議をして、時期を見て説明の場を

設けていきたいというふうに考えております。

次に、大きな２つ目で、西部圏域のごみ処理施設の集約化についての問いでございます。現在、

西部広域行政管理組合では、一般廃棄物処理施設整備基本構想（案）への意見募集を行っている

ということでございまして、本村内における資料の閲覧場所は役場とヴィレステひえづの２か所

ということでございます。現在、意見募集、パブリックコメントを行っております基本構想案の

作成に当たりましては、西部広域行政管理組合において、構成市町村で設置するごみ処理の在り

方検討会や副市町村長会議、正副管理者会議での協議を踏まえ、構成市町村議会議員の代表で構

成する西部広域行政管理組合議会において審議され、作成をされたものでございます。これにつ

いて、今回皆様からの意見募集、パブリックコメントを経て策定という流れになってまいります。

内容につきましては、ごみ処理の現状と今後のごみ処理方針の大枠を定めたものでございまし

て、西部広域の各機関で協議、審議されておりますので、現段階で住民説明をすることは考えて

おりません。

次に、ごみの分別化や施設整備費の負担についての検討状況、検討結果についての御質問でご

ざいます。現在パブリックコメント中でございます一般廃棄物処理施設整備基本構想（案）にお

きまして、広域処理するごみの分別につきましては、可燃ごみ、不燃ごみ、それから粗大ごみ、

ペットボトル、瓶類、缶類、古紙類、小型家電、有害ごみ等が想定をされておりますけれども、

広域処理の対象品目について、今後、令和５年度に着手をしてまいります施設基本設計の策定に

向けまして、改めて構成市町村と西部広域で検討をすることとなっております。

また、不燃物処理施設及びごみ焼却施設の建設経費に係る負担割合につきましては、西部広域

行政管理組合の令和３年２月議会定例会において、組合の分賦金条例を改正し、均等割２０％、

人口割８０％ということで決定をされております。

以上、三島議員からの一般質問に対する答弁とさせていただきます。

○議長（山路 有君） それでは、再質問に入ります。

三島議員。
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○議員（４番 三島 尋子君） 先ほど同僚議員からも質問がありましたので、多々重なる部分が

あるかと思いますけれども、その点よろしくお願いしたいと思います。

うなばら荘について、最初に再質問させていただきます。ちょっともううなばら荘については、

ここにいらっしゃる皆様方はどういうふうにして起こったかっていうことは御存じと思いますけ

れども、テレビで御覧になってる方もあるかと思いますし、少しだけちょっとこれまでのことを

振り返ってみたいと思います。

昭和４８年、日吉津村は広域での福祉施設建設を検討に当たって、土地と温泉を無償で提供す

ることで日吉津村への設置を希望し、それが決まって現在に至っております。契約は、土地譲与

契約がありますので、それを見れば分かることでありますが、当時の村長は、赤字が出たときは

どうするかということを考えると、施設の管理運営は固辞したい、受けたくないということが言

われておりました。しかし、構成市町村の強い要請で受けざるを得なくなったということですね。

赤字が出たとしても日吉津村に責任を取らせることはないということがあったと当時の村長から

聞いてますし、そういうふうに回顧録っていうか、それもまとめられております。

施設を建設した当時は、時代背景、時代情勢、経済状況もあったと思いますけれども、職員、

関係者方々の取組によって運営は順調にいきました。そして、毎年黒字運営で、剰余金は全て広

域組合の収入となって、基金として積み立てられてきたのです。事業団には全然その剰余金って

いうのは残らない形式だったんですね。委託契約で事業を受けておったっていうこと。そして、

平成６年に現在の建物に改築、オープンがされましたけれども、そのときの改築総事業費は約１

５億円、改築費に対するこのときの構成市町村の負担金はありませんでした。起債償還も含め、

財源は、これまでに事業団が努力して積み立てた基金とこれ以後の剰余金で充ててきたのです。

旧施設の起債償還は全て構成市町村が全額負担をしてまいりました。３億９００万円という

数字をちょっと広域からお聞きをしましたけれども、全市町村で負担をしてきたということです。

改築に係る起債償還は、平成７年から平成２６年度まで２０年間で返済をするということでござ

いました。平成６年から平成１２年度までも構成市町村の負担はありません。１３年度に、基金

が減ってきたので、その基金の残を考慮して、構成市町村で０００万円を負担をしてまいりま

した。この起債償還終了が平成２６年で終わりまして、平成２７年度からは、またうなばら荘に

対する構成市町村の負担金はなくなりました。

以後、日吉津村が１８年から指定管理制度で指定管理者を受けましたので、それに対してうな

ばら荘、施設の使用料として、当時は０００万くらい、だんだん下がってきて、今は定額の年

間５００万っていうのを支払うようになったんですけれども、日吉津村が施設管理運営をして
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きたといっても過言ではないかなというふうに受けております。時代背景もありまして、大変厳

しい状況になってまいりましたので、そういうことで今検討されておる状況になったわけですけ

れども、このことを考えますと、大変に寂しい思い、それで、皆さんの今までになかった日吉津

村のうなばら荘という愛着といいますか、それがばっと今出てきてるんじゃないかなというふう

に思ってます。これまではあまり感じなかったなということも、正直に皆さんの意見を聞くと返

ってきます。ですが、なくなってしまうと寂しいということがありますので、そういうことをお

聞きいたします。

先ほど村長の答弁の中にありましたけれども、サウンディングで調査をしたということが基に

はなっておりますけれども、今回の。その中で、今後西部広域が事業所を公募されていくという

ふうにお答えになりましたけれども、私は、この中に日吉津村が重要な位置を占める部分として

入っていって、ぜひこういう施設を望むっていうか、そういうことをやっぱり強く推してほしい

っていうことを思ってます。村長もおっしゃっておりますけれども、住民が使いやすい、親しま

れる施設であってほしいっていうことがありますので、そういうことをするには、やはり日吉津

村の希望っていいますかね、そういうことを伝え、出していくっていうことが重要なことではな

いかと思っておりますが、その点についてはいかがお考えでしょうか。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。これまでの答弁で申し上げておりますように、やは

りうなばら荘、今後、運営の形態が変わってくることが予定されておるわけですけれども、やは

りこの日吉津村にあるうなばら荘ということで、先ほど温泉の活用も今後もぜひしていただきた

いというような気持ちも持っておるところでございまして、やはりその辺りは今後の、どういっ

た事業者がどういった事業をしていかれるのかということが公募で選定をされていくということ

になってくるということでございますけれども、やはり日吉津村としましても、ここに一定の何

ていうか、我々の希望というかというのはやはり持ちながら、一緒に事務を進めていきたいとい

うふうに考えております。以上でございます。

○議長（山路 有君） 三島議員。

○議員（４番 三島 尋子君） 広域組合がされるということですが、何においてもですけれども、

広域の職員さんは自分たちが決めることではないということをおっしゃいます。やっぱりこちら

のほうの意見として、きちんと出していくっていうことが重要なことだなっていうふうに思って

います。決められたことを自分たちは進めていくというふうに答弁をされます。聞き合わせに行

ってもそうですし、示されて、今までの記録とかそういうものはきちっと出してはいただけます
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けれども、今後決めていくことについては自分たちが決めることではないということがあります

ので、その点で、選定委員がどういうふうにして決められるかっていうことがあると思いますけ

れども、その選定、プロポーザルでするっていうことですので、私は、ある程度こういうふうな

施設っていうことが出していけるのかなっていうふうには捉えておるんですけれども、その点と、

そこの選定っていう中に入っていけるかどうかっていうことは、どうなんでしょうか。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。その公募の条件、要件とか、その審査のやり方、選

定委員会どうしていくのかっていうのは、これから広域と詰めていくということになってまいり

ます。そこでどれだけこちらの希望を言えるかという部分はやはりありまして。基本点には、民

間がその活用をされるということですので、その民間の経営の体力とか能力とかもあると思いま

すし、そこに、どげでも日吉津村はこれじゃないといけんということまでは言えないというふう

に思っています。一定の村民の皆さんに愛着を持たれる施設であってほしいという願いは持って

おりますけれども、やはりそこは今後担っていっていただくその民間がやっていけるやり方、そ

の希望っていうのは当然それは尊重しながら、そこに対して我々としての希望を幾つか言って、

それでも取り入れていただけるようであれば、検討いただきたいと思います。やはり、そこでは

行政も民間も一緒になって、うなばら荘を引き続きよい施設としていくというようなスタンスで

臨んでいきたいというふうに考えております。以上でございます。

○議長（山路 有君） 三島議員。

○議員（４番 三島 尋子君） 分かります。先般ちょっと３１日に広域の臨時会があって、その

ときに民生環境ですか、そこのところをちょっと傍聴させていただいたんですけれども、そこで

日程変更が出されました。それを先般の全員協議会で課長から説明はありましたけれども、これ

を見てみますと、そんなに悠長に構えていれるっていうことでもないなっていうふうに取ってま

す。少しずつ延びてきてますけれども、今の状況とか住民の考えっていうか、受け止め方とか、

村長の住民に対しての大変いいお考えとか、そういうことをふだんからやっぱり伝えていくって

いうことは大事なことかなっていうふうに思ってます。これが進められるのが、初めに課長会議

がありますね。課長会議をして、副市町村長会議をして、あと、正副管理者会議をして、あと、

広域議会に諮って決めるっていうことになっておるようですけれども、初めからの話がまだ要項

っていう、そういうものにもまだ入ってないっていうことでしょうか。ここを見ますと、５月１

９日に１回何かやられてるような記載がありますけれども、そういうところではどういうふうな

お話がされたんでしょうか。
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○議長（山路 有君） 小原総務課長。

○総務課長（小原 義人君） 三島議員の御質問にお答えします。事業者の募集要項につきまして

は、現在もちろん素案を作成した中で今、議論をしてるところでございまして、それはこれから

のスケジュール見ますと、そんなに悠長に構えていられるもんではないので、もうしばらくしま

すと、それについても出来上がるというふうに思っております。以上です。

○議長（山路 有君） 三島議員。

○議員（４番 三島 尋子君） 広域の会議っていうのは、課長会をして、副市町村長会議をして、

正副管理者会議っていうのがありますけれども、日吉津村は副村長さんがありませんので、副村

長を置いてませんので、この課長会と副市町村長会っていうのは、副のほうは総務課長が出席を

されるんでしょうか。日吉津村からは出席がありますでしょうか。

○議長（山路 有君） 小原総務課長。

○総務課長（小原 義人君） 三島議員の御質問にお答えいたします。副市町村長会議につきまし

ては、私のほうが出席をさせていただいております。以上です。

○議長（山路 有君） 三島議員。

○議員（４番 三島 尋子君） 私、ちょっと思いましたのに、総務課長さんが出席されていけな

いっていうことではありません。課長会での様子も分かるし、それはそれでいいのかなというふ

うには思いますけれども、ちょっとよその市、米子市とか、そういうところの副市長さんとかが

押してこられるんじゃないかっていうふうな懸念を持ったりしましたので、ちょっとそれをお聞

きしてみましたけれども。先ほどの公募でプロポーザルっていうことがありましたけれども、私

はやっぱり日吉津村の希望を、１００％ではないですけれども、入れていただく、そういうこと

をふだんからきちんと話していって、取り入れていくという方向づけを、多分募集のときに説明

をされると思いますので、そういう方向づけ。どういう希望をするかっていうことについての検

討は、役場の中で職員さんでされるのでしょうか。どこに相談をしてっていうか、そういうこと

については、どうされるんでしょう。

○議長（山路 有君） 小原総務課長。

○総務課長（小原 義人君） 三島議員の御質問にお答えいたします。役場の中でこういった事業

者がいいんじゃないのかなというような検討は、これまではしていないというところです。ただ、

これまでやってきたのは、今のうなばら荘をどう改善していくのかとか、そういったような、そ

ちらの議論を繰り返しさせていただいたというところでございます。以上です。

○議長（山路 有君） 三島議員。
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○議員（４番 三島 尋子君） それはそうだと思います。こういう事業者をっていうことまでは

ならないですね。こういうことを入れてほしいっていうことを検討はしてほしいと思ってます。

それが一番の住民の望みかなっていうふうに思ってまして、先ほどありましたけれども、こうい

う具合になりました、昨年１１月に住民説明会があってから、住民さんはどうなったかっていう

ことが分かりませんので、やはりもう一度こういうふうに動いてますっていうようなことの説明

会はしてほしいなっていうふうに思ってます。それは決まってから説明するというのではなくて、

決まる前に話してほしいっていうことを思ってますけども、そういうことではどうでしょう。

それと、広域組合は自分ところではしないっていうことをおっしゃってます。各自治体から出

ておられるので、議員さんはじめ、その人たちで説明をしてもらうのが筋ですっていう答弁が返

ってきますけれども、その点について、日吉津村でもそういう考えの下に、出席してもらっとっ

て助言してもらうとかっていうのはあるかもしれませんが、自分たちが決めることではないので、

その自治体でやっていただきたいっていうことが返りますが、その点についてはどうお考えにな

りますか。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。村民の方への説明をするのをタイミング非常に難し

いなというふうに私も思っています。決まってからじゃなくて、決まる前にということで御意見

いただいたところですけども、非常にそれも分かりますし、そういった中でどのタイミングでで

きるのかな、でき得るのかなというのは今後、広域とも一緒に相談をしていきたいと思っていま

す。広域のほうで、先ほど議員のほうから、こういった答弁があるというようなことをおっしゃ

いましたけど、一般的な話としてそう言われるのか、この件に関してどう言われているのかはち

ょっと私も確かではありませんけども、しっかり広域のほうとも我々協議をしながら、先ほどの

質問にも関連しますけども、日吉津村としてこうしていきたいということはお伝えをしながら、

広域としてのやっぱりそこにはお考えがあるわけですから、そこは一緒に協議をしながら進めて

いく必要があるなというふうに考えております。以上でございます。

○議長（山路 有君） 三島議員。

○議員（４番 三島 尋子君） 先ほど村長のほうから、共同処理事務の規約の変更、今回議案に

提案されておりますけれども、これについてですけれども、これを日吉津村っていうか、何か米

子市が全部取りまとめられるようになっておりますが、１か所でも仮にしないとかっていうこと

があった場合ですよね、そういうときにはどうなるんでしょう。全員一致なのか、それとも多数

でされるのかっていうことがあります。それはどうなんでしょうか。どういうふうにしてやられ
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るのでしょうか。

○議長（山路 有君） 小原総務課長。

○総務課長（小原 義人君） 三島議員の御質問にお答えします。これは自治法の施行令のほうで

決まっておりまして、構成市町村の議決が必要だということですので、１つでも欠けるところが

あればその規約の変更の協議はできないということになりますが、事前に、これについては内諾

を得てるというか、廃止の方向で向かってるということですので、推測ですけれども、恐らく全

市町村とも議決をされるというふうに見込んでおります。以上です。

○議長（山路 有君） 三島議員。

○議員（４番 三島 尋子君） 私もそう思わないでもないですけれども、一つ思いますのは、来

年の３月３１日で閉鎖して４月１日から譲渡していくわけですけれども、今、うなばら荘に対す

る負担金っていうのが各町村ないですね、市町は。日吉津村はいろいろ参加はしてますけれども、

そうする中で、この共同処理っていう規約も外してしまうと、もう全然うなばら荘についての関

心がなくなってしまうんじゃないだろうかということをちょっと懸念するっていうか、危惧する

というか、心配してます。早急にこれをしなければならないっていう、そういうことはどういう

とこにあるんでしょうか。

○議長（山路 有君） 小原総務課長。

○総務課長（小原 義人君） 三島議員の御質問にお答えします。６月議会でしなけりゃいけない

ということですね。それにつきましては、これから８月に公募をさせていただくということの前

提で、やはり事業者からしてみれば、本当に共同処理というのが外されるのかというところが逆

に心配になってくる。来年度以降も、もしかしたら西部広域が引き続き運営をされるんじゃない

かというような心配もありますので、そこは公募をする前に、きちっと来年度からはその運営に

関してはもうしませんということを前提にするがために、このたびに、公募の前に規約変更をさ

せていただくということによるものでございます。以上です。

○議長（山路 有君） 三島議員。

○議員（４番 三島 尋子君） これは、もう正副管理者会議で廃止しますっていうことが決めら

れてますね。議決はまだ議会のあれは通ってませんけれども、そういう方向で進んでる中で、私

はここのこのものについて、早急にしていくっていうことはどうなのかなっていうふうに思って

ます。さっきも言いましたように、よそはもう自分ところに関係がないっていうことでしか考え

てもらえんのでないだろうかっていうことを強く思いますので、本当、懸念してます。ですので、

この点については、もうちょっと検討が要るのかなっていうふうに思ったりはしております。こ
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れがないと公募ができないということではございませんね。県への申請っていうのがありますが、

それはまた別の問題ではないでしょうか。これがないとできないっていうことなのでしょうか。

○議長（山路 有君） 小原総務課長。

○総務課長（小原 義人君） 三島議員の御質問にお答えいたします。おっしゃるとおりに、県へ

の申請につきましては、この６月ではなくても、時期は後でも、構成市町村の議決さえ全部そろ

えば協議はできるということでございますが、この６月でやるということに関しては、先ほど説

明した理由によるものでございます。

○議長（山路 有君） 三島議員。

○議員（４番 三島 尋子君） うなばら荘につきましては、何といいますか、寂しいですけれど

も、来年でっていうことが正副管理者会議で決まってますので、その点について議会で今度諮っ

て議決をしていくわけですけれども、日吉津村が今まで経営してきたっていうことを重々に捉え

ていただいて、いい方向に進むようにしていただきたいっていうことを述べておきます。

次、２点目に入らせていただきます。廃棄物の処理についてですけれども、１５０ページもあ

る基本構想、ちょっとざあっとですけども目を通しましたけれども、難しいなっていうことを思

ってます。先般、６月４日に国会でもプラスチックの環境についての法律が通りましたね、成立

をしました。そういうことを考えてみますと、２０年間も前に立ててきたことを修正しながら今

後の何十年かに続く構想を立てていくっていうことは大変厳しいんではないかっていうふうに捉

えます。先般、南部町でこの説明会がありまして、急遽聞かせていただきました。大変厳しい質

問とかたくさん意見が出されました。私はその中で、何でもですけども、決めてから住民に説明

するのではなくて、少し前にちゃんとこういうふうに考えてますとかっていうことで、説明会を

持ってほしいっていうことが多く出されまして、ああ、本当だなっていうことを感じて帰りまし

た。そういうことについてですけれども、意見をパブリックで述べるにしても、なかなか難しい

です。書いていくっていうことは大変難しいですね。ですので、意見として聞いてほしいってい

うことを感じてまいりましたけれども、この点について、先ほど説明会は考えていないというこ

とでしたが、ぜひ実施してほしいと思いますけれども、やはりできないでしょうか。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。議員のほうから、この構想というのが非常に昔から

の決まっているというようなことでありましたけれども、決してそういうわけではないわけでご

ざいまして、このごみ処理を広域化しようという動きにつきましては、平成１３年度に決定をさ

れて、その枠組みの中で動いてきてるわけですけれども、その内容につきましては御覧いただい
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たら分かるかと思いますけれども、やはり今後の人口減少であるとか、あるいは、それに伴うご

み量も減少してくる、そういった今後を見込む中で、このごみ処理施設をどのようにしていくか、

やはり１か所に集中、集約をするほうが建設、運営に係るコストも減ってくるだろうということ、

それから、環境影響のこともおっしゃいましたけれども、いわゆる温暖化、二酸化炭素の排出と

かっていうことでもありますけれども、環境への負荷というのも、それぞれがこの施設を建てる

というよりは、やはり一括して広域をして建てるほうがその影響も少なくなるというようなこと

でこの概要、今の構想案がそういったことがうたってあるという状況でございまして。今、冒頭

に答弁いたしましたヴィレステと役場のほうでこの構想を御覧いただけますし、西部広域のホー

ムページのほうからもこの概要版というようなものとか、リーフレットになった見やすいものも

ございますので、そういったものも見ていただきまして、ぜひ御意見ありましたらパブリックコ

メントに御意見をいただければと思いますので、よろしくお願いをいたします。

○議長（山路 有君） 三島議員。

○議員（４番 三島 尋子君） 私もホームページも見ました。全部打ち出しました。傍聴に行く

と全部もらえるんですけれども、ちょうどそのときが議会があったかな、何かで行けなかったの

で、打ち出して見ましたけれども、今、各町村の分別がどうなってるかっていうことも全部載っ

てますね。どういうふうにどうしてきてるかっていうこともありました。それを見てみますと、

日吉津村が一番分別をしてます。１つだけがないっていうの、廃食油、天ぷら油とかそういうも

のがしてないっていうことだけで、あと全部、資源化がされてます。米子市がちょっとあまり進

んでないというのがありますが、米子市が一番大きいですね。いろいろなものも見てみますと、

大きいところにやってもらわないと、小さいところがしとってもなかなか追っつかないっていう

のがあるようです。ですので、この点について、ごみの分別についても今後検討しますっていう

こと、ほとんどなんかそこ見ると、今後検討しますっていうことでまとめてあります。そこの部

分が知りたいなっていうのがあるので、どうされるかっていうこと。

それで、各市町村の意向に沿うようにしていかんといけんっていうことも書かれておりますけ

れども、現在のそういうこと、それと法律で通ったこと、そういうことを考えますと、やはり先

ほど申しましたけれども、２０年前に本案っていうか、そういうのがつくられて、１３年度にこ

うされて出てきてますけども、それを修正するっていうことではなくて、多少そこのあれ入って

くるかもしれませんけれども、こういう社会情勢になったなら、みんなが、住民が中心となって

ごみはしていかないとできませんので、こういうふうに決めたいけん、これでどうですかじゃな

くて、意見を聞いた中から取り上げてほしいという希望もありましたので、ああ、そういうふう
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にしたらいいな、時間がかかります。ですけど、そういうふうにしていきたらいいと思うし、日

吉津村は米子市で焼いてるからっていうことがありますが、それはそれで、何ていいますかね、

負担は負担でしてますのでいいですけども、大きいところがしないことには進まないんじゃない

かと思います、環境とかそういうこと。それと、プラスチックを燃やすっていうことはなくすっ

ていうことが言われてますね、環境大臣もそういうふうに言ってますし、各町村の分別について

も、ここが一番重要なところではないか、そういうまとめ方もこの中にはしてあります。そこを

見たときに、こういうことはこの概要書には載ってません。ただ施設をして、施設はこういうふ

うにして電気をこうして配電してとかっていう、いい施設ですっていうことしかないんですけれ

ども、基のところがないなっていうことを思いますので、そういうところについての、やっぱり

皆さんに話を聞いてほしいっていうことがあります。小さいからこそ率先して、本当、分別にか

かるときも大変でした。毎週っていうか、ごみ置場を見に行ったりもしました。水がざぶざぶこ

うしとったりなんかもしましたけども、今、大変よくなってきてますので、その点について、や

はりもう少し広域の中、皆さんで話を進めていってほしいっていうふうに思います。説明会の中

からもそういうふうにありました。

それと、あと１つですが、今回改めて広域議会の条例とか規約とか、そういうのをちょっと見

た中で気がつきました。米子市は大きいですから、人口も多いから、そういう関係で議員の数も

多いし、７名出ておられますね。それと、境港市が２名、あとの町村は１名っていうことです。

広域議会の中には２つの委員会がありますけれども、１名のところは、どちらか１つしか出れな

いっていうことですね。委員を増やすのがどうかっていうこともあるかも分かりませんが、やは

り２つの委員会に１人ずつは出れる、そういう体制を取らないと、１人の議員が出ておられても

大変ではないかなというふうに思います。広域で事業をする、自分ところのこういう事業につい

て責任を持って出ていくっていうことは大変、何ていいますかね、苦労されるんではないかって

いうふうに捉えます。そういう面において、これはどこに言ったらいいか分かりませんので、ち

ょっと村長に対してですけれども、そういうことも検討してみてほしいなっていうことを思って

ます。そうしないと、小さいところの意見っていうのは通らないのではないか、入らないのでは

ないかっていうことを思ってます。その点について、何か御意見があればお伺いしたいなと思う

んですけれども、いかがでしょうか。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。広域行政管理組合の仕組みについての答弁はちょっ

と控えさせていただきたいと思いますけれども、それとあわせまして、やはり先ほど来あります
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正副管理者会議であるとか、あるいは課長会、副市町村長会議というのもありますので、そうい

ったところで、先ほどのうなばら荘の件にも係ってきますけれども、やはり日吉津村として、私

たちの言うべきことはしっかりと伝えてまいる必要があるというふうに認識をしています。

あと、リサイクルの関係でもありましたけれども、やはり広域全体で今、構想という案が示さ

れて、パブリックコメントをいただいている段階ではあります。この中で、冒頭の答弁でも申し

上げましたけれども、やはり人口減少していく中で、コストを全体として減らしていく必要があ

る、それから環境への影響を減らしていく必要があるということがございまして、やはりここに

対しては、今後この基本構想がまとまりましたら、今度は施設の設計等にも入っていくわけです

けれども、そういった中で、やはりそのとき最善の施設の設計を行っていかれるということだと

思っています。

一方で、御指摘のありましたリサイクルの取組というのは非常に、これ、大切なことでありま

して、日吉津村、進んでいるということでもありまして、これは本当に村民の皆様、住民の皆様

の協力がないとできないことでありまして、やはりごみを減らしていこうというのはこの基本構

想の中でも大切なところとしてうたってあるところでございますし、各市町村でのこれまでの取

組というのは尊重していくというふうにこの構想の中でもなっていますので、今後、施設をどう

していくか、その仕様等も検討されていくということ、あわせて、本村としてリサイクルをどう

していくということは住民の、村民の皆様の行動に直結してくる部分だと思っていますので、そ

ういった段階におきましては、やはり直接御説明をさせていただくような、御意見をいただくよ

うな機会は設けていく必要はあるんだろうなというふうに思っています。以上でございます。

○議長（山路 有君） 三島議員。

○議員（４番 三島 尋子君） ごみを処理するっていうのは、ごみを減らすっていうことが一番

だと思いますので、それがなかったらそんなに大きい施設も要らないしっていうことですし、人

口も減少してくればごみも減ってくるっていうふうには、一概にそういう部分もないかもしれま

せんけれども、そういうことにもなると思います。ですので、燃やして熱を出してきてっていう

のが本当にいいのかどうなのかということももう一度検討をする部分かなっていうふうに思って

ます。国の法律も通りましたので、その点も含めて、今後検討を重々にしていただきたいってい

うことを述べまして、質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。

○議長（山路 有君） 以上で三島議員の一般質問を終了します。

○議長（山路 有君） ここで昼休憩に入りたいと思います。
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再開は午後１時からとします。それでは休憩に入ります。

午前１１時５５分休憩

午後 １時００分再開

○議長（山路 有君） 再開いたします。

通告４番、前田昇議員の一般質問を許します。

前田議員。

○議員（７番 前田 昇君） ７番、前田であります。議長のお許しをいただきましたので、こ

れから６０分間の予定で一般質問をさせていただきます。今回の一般質問に大きな２点を通告を

しております。まず１点目が、村民との行政情報の共有ということであります。２点目は、ジェ

ンダー平等の推進についてということであります。

まず、１点目につきまして御説明します。参画と協働を基調として顔の見える行政を目指す日

吉津村政としましては、様々な行政情報をあらかじめ村民の方へ分かりやすく提供するというこ

とがまず求められていると思っております。この間、昨年来、コロナ禍という中でいろいろな集

会等の開催が差し控えられてきましたが、こういうときにこそ、顔の見える、小回りの利く日吉

津村政であれば、工夫を凝らして村民との情報の共有を図られたいと、そういった趣旨でありま

す。

小さな１点目は、長年、本村の恒例となっておりました行政懇談会がこの２年間、開催をされ

ておりません。これもコロナ禍ということではありますが、従来、懇談会の事前に、役場のほう

から各課の課題を集めた資料を全戸配布をしてきております。ここにありますのが、２年前の懇

談会の資料であります。これは、従来の懇談会を行うに当たって、住民投票によりまして日吉津

村が単独を選択した後に、やはりきちんと情報をまず提供しようということで作り出したもので、

それを長年、その年その年で改良を加えながら作ってきたものであります。ただ、この資料その

ものが完璧かといいますと、そうではない。ある程度同じ内容が毎年繰り返されることによって、

村民の皆さんからは新鮮味に欠けるような資料になってはいないかということは、以前から行政

内部でもそういう議論はしてきたところです。でありますが、言いたいのは、このコロナ禍で懇

談会が開催されない、できないという状況であれば、少なくともこういった資料の配布等はでき

ることでありますので、村としては内容を吟味して村民の方に届けるべきだというふうに思いま

すが、今後についてはどのような考えであるかということを、まず１点目、伺いたいと思います。

２点目、村の広報とか防災行政無線、ひえづ１１３チャンネル、またホームページなど、日吉
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津村においても、他の町村に負けないいろいろな形で情報提供に努めてきております。最近はＳ

ＮＳを使った情報発信がかなり主流になってきておりますが、ただし、ここで立ち止まって考え

たいのは、本当にそれらの媒体が村民のお一人お一人に浸透しているかということであります。

例えば、個人的な意見になるかと思いますが、村の広報紙が全面横書きになりまして、横書きで

は読みにくいという方もいらっしゃいますし、若い方にとっては横書きに慣れているという方も

あると。いずれにしても、少し高齢者にとっては読みづらい広報になっているんではないかとい

う声があって、議会でもその辺りの検討を求める指摘をこの間してきたところであります。かよ

うに、たくさんある広報媒体が本当に村民の方に分かりやすく届いているかっていうことは、こ

ういうコロナ禍の時期であるからこそ、何かの形で意見を聴取してはどうかということで、質問

票には例えば村民モニターを置くとか、あるいは広報についてのアンケートを取るとか、ほかに

もいろんな工夫はあると思いますが、そういうことを今やってみてはどうかというふうな趣旨で

質問をしております。

次に、大きな２点目のジェンダー平等の推進についてということでありますが、これまで本村

でも男女共同参画の推進ということで取り組んできましたが、その成果は十分とは言い難いと言

わざるを得ないというふうに思います。その一方で、社会的あるいは国際的にはより進化した総

合的な施策が求められておりまして、ジェンダー平等という表現が広がってきております。ジェ

ンダー平等についてごく簡単に補足しますと、いわゆる男女の問題が肉体的な生物的な性差とい

うことではなくて、男らしさ、女らしさとか、そういう社会的な見地からの性差、あるいは文化

的な性差、そういったものが社会の中にあって、特に男女の問題でいいますと、女性の平等さが

まだまだ損なわれているというふうな観点から、ジェンダーの平等という言葉が使われておりま

す。さらには、基本的に男女という性別ではない、性に関わりのない人権問題ということで、Ｓ

ＤＧｓなんかにも誰一人も取り残さないという観点でいろいろな事業が計画されておりまして、

既に鳥取県においても男女という言い方はあえてせず、性別に関わりなく誰もが参加できる社会

というふうな、そういう表現に改まっております。かように、私自身も非常に実践も勉強も不足

しておりますが、行政に求められる男女の問題あるいはジェンダーについては、どんどん日々広

がってきておりますので、そういった点について日吉津村政としても十分理解を深めて、村民の

方とともに進めていく必要があるんではないかというふうな観点で質問をするわけであります。

今回の具体的な質問としては、そのジェンダー平等を進めるために、各課の施策においてどの

ように取り組まれるかということを伺いたいということで、簡単なメモをもって提示いただきた

いということで求めております。その各課の項目において、６項目にわたって例示をしておりま
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す。まず１点目は、防災対策や避難所運営の際の対応はいかに。女性の視点を生かすという課題

があるかと思います。２点目は、家庭内の問題解決。ＤＶとか児童虐待など社会的な問題になっ

ておりますが、そういったものに対する解決策や、あるいは家計、生活支援の対応について伺っ

ております。３つ目が農業・農家における男女の格差、権利の問題とか、そういったものの対応

はいかにあるかと。それから、４つ目は、学校教育及び社会教育における学習機会の拡充をいか

に図っていくか。５つ目に、役場職員に対する研修機会の確保と今後の見直しについて、どのよ

うに捉えられているか。６点目に、その他、男女共同参画計画、村の計画に沿ってその各施策を

実施するに当たってどのように取り組まれるかというふうな、６項目を上げて質問をしておりま

す。

以上、大きな２点につきまして、答弁をいただいて議論を深めてまいりたいというふうに思い

ますので、よろしくお願いします。

○議長（山路 有君） それでは、執行部の答弁に入ります。

中田村長。

○村長（中田 達彦君） それでは、前田議員からの一般質問にお答えをしてまいりたいと思いま

す。大きく２点いただきました。１点目が村民の皆様との行政情報の共有ということ、大きな２

点目がジェンダー平等の推進についてということでいただいたところでございます。

まず１点目、村民の皆さんとの行政情報の共有ということでございまして、行政懇談会が行わ

れていない、その対応等についての御質問でございます。この行政懇談会でございますけれども、

令和元年度と令和２年度、昨年、一昨年は、従来行っておりました行政懇談会というのは開催が

していない、できていないという状況でございます。令和元年度におきましては、村長と語る会

というのを令和元年の８月から１０月にかけて、各自治会で意見交換をさせていただいたところ

でございます。令和２年度につきましては、そういったことも踏まえまして、事業説明会のよう

な形でできれば年度当初にしたいというふうに考えておったところですけれども、この新型コロ

ナが出てきたということで、これ開催ができなかったという状況でございます。この村民の皆様

との直接対話ができる機会がなくなっている、少なくなっているという状況につきましては、非

常に心配をしているところでございます。

この行政懇談会の持ち方といたしまして、これまでの行政懇談会のように多人数での開催とい

うことではなくて、例えば人数やテーマを絞った形での意見交換ができないかということで考え

ているところでございまして、４月に行いました自治連合会のほうで、自治会長さんにはその意

向をお伝えしたところでございます。そういった、特にこちらからこういったテーマという投げ
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かけではないんですけれども、各自治会のほうでこういったテーマでというような要望がありま

したら、あまり多人数にならないような形で開催ができないかということでお話をさせていただ

いたところでございます。

それから、資料の作成についてでございますけれども、昨年はコロナ関連の支援事業一覧とか

補助事業の一覧というような形で、村報に載せていただくようなことをやってまいったところで

ございまして、村の事業概要についても昨年、事業説明会のような形でやってはどうかというよ

うな思いもあったものですから、こういった事業の一覧というような形で簡単な概要も書いたと

ころで、冊子にしていくのか、あるいは広報の中でやっていくのかというところを検討していき

たいというふうに考えているところでございます。

次に、広報の在り方、村民モニターやアンケートなどの実施をこの機にしてはどうかという御

提案でございます。この広報に関しましては、現在、村報、広報ひえづ、それから防災行政無線、

ひえづ１１３チャンネル、ケーブルテレビ、ホームページ、あるいはＳＮＳというようなところ

で、様々な広報媒体で広報をさせていただいてるところでございます。一方で、村民の皆様から

御意見を聞くということに関しまして申し上げますと、広聴の実施要綱がありまして、これによ

ります意見募集の制度というのがございます。また、ホームページのほうでもお問合せをいただ

いて、それに御回答をさせていただいているところでございます。また、各種審議会や委員会で

あるとか、あるいはアンケートということで申しますと、令和元年度にむらづくりアンケートと

いうことで、総合計画の策定の前段としてアンケートを取らせていただいたというところでござ

います。今申し上げましたように、様々な情報提供の手段によりまして、行政からの情報提供を

行っているところでございます。

令和元年度に行いましたむらづくりアンケートの設問といたしまして、行政情報の提供方法等

につきましてアンケートを実施したところでございます。この中で、行政情報の入手方法につい

ては、広報紙、ケーブルテレビ、防災無線、それから知人、近所の人、ホームページの順で、皆

さんが情報を得ておられるというような回答がありました。並行しまして、この設問の中で、今

後どのような方法で情報の提供があればより多くの情報が得ることができるかという問いもござ

いまして、この中に、回答といたしましては、広報紙の充実、ひえづ１１３チャンネルの充実、

ホームページの充実、ＳＮＳの活用の順になっているところでございます。この行政情報の入手

の仕方につきましては、年代によっても異なってまいってくるということでございます。それぞ

れの情報提供手段の特徴を生かした情報発信を行い、今後も伝わる広報を目指して行政情報の発

信に努めてまいりたいと考えております。特に、３０代以下の若い世代では、このＳＮＳを使っ
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た広報というものが効果があるのではないかということで、現在、検討を行っているところでご

ざいます。それぞれのニーズに合った行政情報の入手方法、入手が必要となってまいることから、

そのＳＮＳを使われる方のニーズや働き方等の多様化によりまして、従来からの行政情報の発信

の手段の充実と併せまして、スマートフォンなんかで気軽にアクセスできるような情報の発信の

方法についても工夫をしていきたいと考えているところでございます。また、デジタルに不案内

な方もいらっしゃるということでございますので、現在、広報紙のほうを使いまして意見をいた

だくような仕組みができないかということで、これも考えて、検討をしているところでございま

す。広報紙の１面を使いまして、そこに提言なりを書いていただいて、送っていただけるような

ことができないかということで考えているところでございます。

次に、大きな２番目で、ジェンダー平等の推進についてということでお答えをしてまいりたい

と思います。まず、１点目ですけれども、防災対策や避難所運営の際の対応についての御質問で

ございます。この災害時、防災対策ということで、避難所運営など、災害対策の中に女性の視点

を入れていくことは非常に重要なことであると認識をしているところでございます。また、これ

はジェンダーというだけではなくて、いわゆる災害弱者と言われるような皆さんへの対応、様々

な配慮が必要になってくるということでございまして、この災害対策を考えていく中で、現在、

日吉津村の防災会議というのがあって、この中で防災計画を検討していくわけですけれども、こ

の中に今、現在は女性の方がいらっしゃらないということでございまして、今後は女性の方の視

点も生かしていくために、この防災会議への女性委員の参画も進めていきたいと。現在の任期が

ございますので、今度見直しの際には、ぜひそういった方向で進めていきたいと考えております。

また、具体的な話になってきますけれども、避難所のほうに参る職員については、男性職員だ

けにならないように配慮することであるとか、あるいは、昨年も避難所の訓練しましたけれども、

プライバシーの確保とか更衣、あるいは授乳スペースの設置など、このジェンダーということに

も配慮をした避難所の設営なり運営が必要になってくるということで認識をしているところでご

ざいます。

次に、家庭内の問題解決、ＤＶや児童虐待などや家計・生活支援の対応はいかにということで

ございまして、この家庭内の問題解決につきまして御相談や情報提供があった場合には、その情

報把握に努めるとともに、ケースに応じて適切に専門機関や相談窓口につなげていくことが必要

であると認識をしています。福祉事務所や要保護児童対策地域協議会、生活困窮者自立支援相談

員などを中心に、この相談や支援業務を行っているところでございまして、相談内容に応じて関

係者によるケース会議を開き、関係機関につなげたり、あるいは専門家の意見を伺うなど、相談
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者の人権にも配慮をしながら、寄り添った支援を心がけているところでございます。今後も引き

続きそういった対応、適切な対応ができるように、心がけて取り組んでまいりたいというふうに

考えております。

次に、農業・農家における男女の格差への対応はいかにということで御質問でございます。農

業経営の観点で答弁を申し上げますと、この農業ということの経営の主体は男性であることがほ

とんどで、農業関係の会議などへの参加者はほとんどが男性の方が非常に多いという状況でござ

います。一方で、農業経営や農作業などに女性の方が全く参画をしておられない農家は、逆に少

ないのではないかというふうに考えてるところでございます。この農業の担い手の課題につなが

っていく部分があろうかと思いますけれども、これはやはり多様な主体の参画というのが今後ま

すます重要になってこようかと考えております。その中で、男女かかわらず必要な支援であると

か、情報提供だとかというのは行っていく必要があると思っておりますし、その中で、例えば女

性に特に向けたアプローチが必要であるということがありましたら、そういった手法についても

検討をしていきたいというふうに考えております。

次に、学校教育、社会教育における学習機会の拡充についての御質問でございます。まず、学

校教育につきましては、ジェンダーのみならず、様々な多様性の理解に向けて、発達段階に応じ

て計画的に教育内容として提示しながら、その解決に向けて取り組んでいるところでございます。

教育課程におきましては、学級活動や保健体育で男女の身体的な違いなどを相互に理解しながら、

ジェンダーに敏感な視点を育むように取組を進めているところでございます。また、社会教育に

おきましては、人権の視点で社会にある課題について学び、解決に向けた取組につながるよう、

教育と啓発の両輪の活動を推進していくということが必要だろうということでございまして、令

和元年度には、社会教育のほうになりますけれども、チューリップセミナーにおきまして、犯罪

やＤＶ被害者の生活や権利保障の支援体制、支援制度や体制について学びました。令和２年度は、

このチューリップセミナーはコロナの関係で開催できなかったわけでありますけれども、この２

月に行いました村の人権同和研究集会におきましては、小・中学生の人権学習を基礎にした学び

の交流を実施をしたところで、その中で、性的マイノリティーに関するＤＶＤを視聴して、ジェ

ンダーについても考えていただくような機会になったのではないかというふうに考えております。

次に、役場職員に対する研修機会の確保と見直しについての御質問でございますけれども、役

場職員のほうに対しましては、毎年、人権問題の研修を実施しているところでございます。ジェ

ンダー平等ということをテーマにした職員研修はこれまでまだ実施をしておりませんけれども、

これまでも先ほど申し上げました人権研究集会等、チューリップセミナー等々、村民の皆様を対
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象としました研修会なんかに職員も参加をするようにしまして、一緒に学習をさせていただいて

いるというところでございます。今後につきましても、ジェンダー平等もテーマにいたしました

職員研修の機会というのも検討してまいりたいというふうに考えております。

最後に、その他、男女共同参画計画の実施について、いかに取り組むかという御質問でござい

ます。日吉津村男女共同参画計画は、平成２０年度に第１期計画が策定をされまして、５年ごと

に更新がされるものでございます。第２期の計画の期間が平成２９年度までとなっております。

現在は、これに沿って取組をしているところでございます。様々な取組によりまして、このジェ

ンダーに関する意識というのは非常に高まってきているものとは認識をしておりますけども、や

はり家庭や地域、職場、学校、様々社会の中で、我々も含めまして、本当に無意識の中での既成

概念であるとか固定観念というのがある、残っているだろうなというふうに認識をしているとこ

ろであります。こういったところにやはり注意を置きながら、今後も啓発を図っていくというこ

とが重要になろうかと思います。そして、この理念にもありますように、誰もが人権を尊重され

て、誰もが活躍できる社会というのをつくっていくことが必要であると思っております。村とい

たしまして、冒頭、防災会議の話も申し上げましたけれども、こういった審議会等に女性の参画

もいただく中で、皆さんの意見をいただいて、村づくりの施策等に反映をさせていきたいという

ふうに考えております。

以上で前田議員からの御質問に対する答弁とさせていただきます。

○議長（山路 有君） それでは、再質問に入ります。

前田議員。

○議員（７番 前田 昇君） ありがとうございました。

まず、１点目の行政情報の共有ということで追質問をさせていただきます。

この間、私も何度もいろんな場面でこれに関わる議論をしてきておりますので、繰り返しませ

んが、やはり現在、村から村民の方に行政情報を提供するという点では非常に、もう少し工夫が

必要なんではないかなっていうことは痛切に実は感じております。

そういうことなんですが、１点ほど伺いたいのは、自治連合会と今後の懇談会等のやり方を相

談をしたということでありますが、それについての自治会側の皆さんからの受け止めというのは

どういった形なのか、簡単にお答えいただいたらと思います。

○議長（山路 有君） 福井総合政策課長。

○総合政策課長（福井 真一君） 前田議員の御質問にお答えいたします。

４月に自治連合会を開催いたしまして、先ほど村長の答弁の中で申しましたように、大人数で
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あったり、従来型のようなことではちょっと開催は難しいということから、各自治会で何か課題

を抽出していただいて、その課題に対する深い議論、少人数で深い議論ができたらということで、

各自治会に問いかけておるところです。数自治会から、具体的にどういうことをすればいいかと

いうようなお問合せもいただいているところで、まだ決定したところはない状況でございます。

以上です。

○議長（山路 有君） 前田議員。

○議員（７番 前田 昇君） 実は、この行政懇談会もやる中で、総花的でなくて、自治会から

テーマを出していただいて、それに資料を用意していこうかっていう話も以前あったんですよね。

だけども、現実的には自治会のほうから、こういったテーマが必要だっていうことはなかなか出

てきづらいんですよね。それも本当は、村側のもう少し情報の提供の仕方に工夫が要るんだって

いうふうに、私自身も経験上は反省してるんですけども、それからもう１点、以前からやってお

りますコミュニティ計画づくりの支援スタッフが、最近各自治会に、役員会なんかに出かけてる

ということをたまたま伺ったんですね。私の地元の海川ではまだそういうことは聞いてなかった

もんですから、その辺についてのやり方、経過、現状を少し報告いただけませんか。

○議長（山路 有君） 福井総合政策課長。

○総合政策課長（福井 真一君） 前田議員の御質問にお答えいたします。

まず、コミュニティのほうなんですけども、各自治会長さんとコミュニティのリーダーってい

うのが役場の管理職でつくってるんですけども、各自治会と話をして、ここのある自治会は毎回

の役員会に来てください、ある自治会は、そんなにそんなに必要ないから、必要なときには呼ぶ

からというようなことで出かけている自治会もあれば、そうではない自治会もございます。コミ

ュニティスタッフ、リーダーの研修といいますか協議の中で、毎年自治会要望出ておりますので、

そこから各自治会の課題が読み取れるんじゃないかということで、最も今各自治会で重要視され

ておられる問題等に対して、コミュニティの立場から何か議論なり、解決策なり、話合いができ

ないかというようなことから働きかけている状況です。具体的にどんどん進んでいるっていうと

ころはいまだないんですけども、今後少しずつ進めていけたらと考えております。以上です。

○議員（７番 前田 昇君） どこどこに行ってる、今。どちらに今行ってるんですか。出かけ

てるところは。

○総合政策課長（福井 真一君） 出かけているところですか。具体名はちょっと控えさせていた

だきます。

○議長（山路 有君） 前田議員。
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○議員（７番 前田 昇君） 別に控えるような話じゃないと思うんですけども、まあいいです

けど、まだまだ緒に就いたっていうことだろうなというふうには伺っております。結構自治会の

役員さんも、こういうコロナ禍の中で、忙しい、あるいは短時間で切り上げようということなの

で、そこに村の職員が行くというのは、ある面でもう少し工夫が必要なんかなっていうふうに、

勝手ながら思っております。その辺は、また時間があったら議論してみたいと思います。

それから、村長のほうから、今後、情報提供を改めてまとめてやるのか、あるいは広報に掲載

するかっていうことであったんですが、私自身は、やはりこの広報に掲載をされても、なかなか

家庭でしっかり読んでいただけるかっていうと、そうなってないんじゃないかと思うんですね。

４月号を持ってきましたが、４月号には、今年の一番指針である施策方針がるる書かれているん

ですけど、率直に言って、これをしっかり読んでみるっていうのは、なかなか骨の要る、疲れる

作業だろうと思うんで、やはり少しピックアップしたものを別途作って配る。しかも、その別途

作るものは、各課から情報を集めて作るということに一つの意味があるんじゃないかと思うので、

その辺については、ぜひ何かしら早速取り組むべきだというふうに思いますが、村長、いかがで

しょうか。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 冒頭答弁をさせていただきましたとおり、やはり何らかのこの情報をお

伝えしていく方法が必要だと考えておりますので、御提案ありましたように、別個で作ったほう

がいいという考え方もあろうかと思いますし、また広報を、全戸配布ですので、これを使ってい

くというやり方もあるかと思いますので、ここはもう少し考えてみたいと思います。検討してい

きたいと思います。以上です。

○議長（山路 有君） 前田議員。

○議員（７番 前田 昇君） それから、この機会にひとつ提案しときたいんですが、この間、

いろんな審議会で協議された、あるいは役場の中で協議されたものが、かなり成案に近い形にな

って、さっきも廃棄物の話でもありましたけど、パブコメにかけるといったパターンが多いんで

すよね。私からいうと、間がないと。村民の方の、ある村民はこういう意見があるし、Ｂさんは

こういう意見だと、意見違うわけですから、意見の違うのをまた村民の人が見れるいうふうな形

がないと、なかなかパブコメに意見も出しづらいんじゃないかなというふうに思います。

そういった点でいうと、いわゆる今役場の中で３つのプロジェクトをしておられるということ

で伺ってますが、役場の中でつくったプロジェクトを、それを言わばプロセスを、今こういった

議論してますっちゅうことをいいタイミングで村民の方どなたにも分かるような発信をして、興
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味関心を持っていただかないといけないんじゃないかなというふうに思うので、ぜひその中間の

ところを、いろんな重要なことを決めていく場合にはつくっていただきたいと思います。

それと、もう一つは、パブコメですが、この間、私自身もパブコメの資料を見ようというふう

に役場とかヴィレステに行きますけども、そこには１冊だけなんですよね、資料がね。資料が１

冊で、そこで見てくださいっていう話ですが、ある程度それなりに情報持ってる私たちでさえ、

カウンターでこうやってぱっと見て、そこで理解するっていうのは、なかなか難しいです。そこ

で、やはり本当は、四、五冊ぐらいは資料を用意しといて、ゆっくりどこか席にでも着いて見て

もらうなり、あるいは場合によっては、村民の方であれば持ち帰っていただいて、１週間後返し

てもらうような、それぐらいの配慮はやっぱりあってしかるべきだなというふうに思います。

それと、もう一つ言うと、ヴィレステに置いてあるなら、例えばですけども、図書館の一席に

パブリックコメントの資料を置いといて、その図書館でゆっくり見ていただいて帰っていただく

というふうなことは、これはぜひそういった方向で考えるべきだというふうに思いますが、その

パブコメの方法について、村長自身どう思われますでしょうか。

○議長（山路 有君） 小原総務課長。

○総務課長（小原 義人君） 前田議員の御質問にお答えします。

まず、各種のプロジェクト３つ立ち上がりました。プロジェクト委員の中で検討して、それか

ら、庁内では電子会議室等を使いまして、皆さんに情報共有できるような環境を整えております。

それをまた村民の皆さんにということですので、それは折を見て情報提供していく必要があるな

というふうに感じております。

それから、パブコメですけれども、その中間の間の情報提供ということにつきましては、それ

ぞれの主要施策、計画物をつくる段階でパブコメをさせてもらうわけですけども、それぞれの審

議会なりがありまして、しっかりそこで議論していただいたものがパブコメということですので、

そこはそこの流れなのかなというふうには思っております。ただ、そのやり方として、役場に１

冊、ヴィレステに１冊というのでは、やはりそれで足らないということであれば、それは数冊置

くのは可能ですし、図書館を利用して、しっかり見ていただく、これももちろんいいと思います。

それから、そこにいる職員に、これどういうことかなということを尋ねてもらって説明をすると

いうのも、全然やらなきゃいけないことだと思ってますし、実際にやっておりますので、そこは

遠慮なくお声かけをいただければよろしいかなというふうに思っております。以上です。

○議長（山路 有君） 前田議員。

○議員（７番 前田 昇君） 前半の分はその都度努めるということだと思いますが、後半のパ
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ブコメのやり方については、これはもう幾らでも、今答弁いただいたように、できることなので、

ぜひそういう配慮をした上で発信をしていただきたい。そうしないと、多分今まで、パブコメで

出てくる意見というのは、よほど関心のある人か、事前に何か情報を得た人でないとできないと

いうのが実態なので、ぜひそういった、できることは配慮をいただきたいというふうに思います。

それから、くどいようですが、広報紙に、いわゆる村の広報と、それから防災無線とかいうも

のと、１１３チャンネルと、やっぱりアプローチの仕方が違うと思うんですよね。そこはやっぱ

りもう少し分けて、戦略を練ってやっていただきたい。その上で、村の広報紙はどの世代でも、

とりわけ少し高齢の方にも家にあって見れるものですから、やっぱりここにはもう少しターゲッ

トを想定をしながら考えていただきたいと思います。

それで、あえてついでで言いますと、この間、議会でうなばら荘の問題ですとか、あるいは子

育ての拠点施設の問題とか、あるいは今の廃棄物のことですとか、そういったことがあまりこの

広報には出てないんですね。とりわけうなばら荘とかっちゅうのについては、あまり、これだけ

村民の方もいろいろ関心がある中で、ここに出てないっていうのは、やっぱりこれは課題なんじ

ゃないかと。これは広報の担当者の責任じゃないと思いますね。役場全体の中で、今役場が村民

の方に何を伝えなきゃいけないかっちゅうことは、やっぱり管理職の皆さんのマネジメントの問

題だと思うんで、どこまでとは言いませんが、少なくとも村民に大きな課題のあるテーマについ

ては、例えば関係者の課の人の顔写真も載せるなりして、より深い深い記事を工夫されるべきだ

というふうに思うので、その点については、答弁というよりは、ぜひそういうふうに努めていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いします。

それから、さらには、今コロナ禍の中で、Ｚｏｏｍによります、オンラインによります研修会

とか会議をやってますので、日吉津村も若い世代の方いっぱいいらっしゃるわけですから、役場

もオンラインで発信するということは、ぜひやっていくべきだと思いますね。いわゆる従来の形

だけじゃなくて、オンラインで一つの、例えば子育てなら子育てのテーマについて説明をすると

か、そういう場面はぜひやって、その結果、収録されたものは、場合によっては１１３チャンネ

ルでもアーカイブスのように放映するとか、そういう取組をこのコロナ禍だからこそぜひやるべ

きだし、今後、そういうことが広がってくると思いますので、その点については工夫をいただき

たいということであります。そういった点を踏まえて、役場の中で検討いただいたらというふう

に思いますので、これは一応要望みたいにしておきたいと思います。

続きまして、２点目ですね、ジェンダー平等についての質問をしたいと思いますが、ここに６

項目ですね、回答といいますか、経過をメモで頂いておりますが、先ほど村長の話にあったよう
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に、防災会議には女性委員が１人もいないっていう話を今聞いてびっくりしたんですけども、そ

もそも村の審議会等には、いわゆるもう一方の性を何％以上という目標があったと思いますが、

それは今何％になってますかね。

○議長（山路 有君） 矢野住民課長。

○住民課長（矢野 孝志君） 前田議員の質問にお答えします。

割合としましては、各条例でも決まりがあったりするかもしれませんが、村の男女共同の参画

の中では４割ということが一つの基準で持っております。以上です。

○議長（山路 有君） 前田議員。

○議員（７番 前田 昇君） 以前は３０％で、それが最低限で、４割を目指すというふうな議

論が以前にあったように覚えておりますが、そういった点でいって、この防災会議に女性がゼロ

という状態を、先ほど答弁だと、任期まではそういう形でっていうことでしたが、ちょっとそれ

では問題があるんじゃないかと。仮に、規約上の任期とか規約上の委員構成はともかく、少なく

とも女性の視点、それからさらに言うと、例えば障がいを持った方の視点なんかを、防災計画を

見直す上ではぜひ反映する必要がある思いますが、その点については、村長はどのように考えら

れますか。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。防災会議の委員構成につきましては、条例のほうで

決まっておりまして、各災害対応に関係する機関の代表の方に出ていただくというのが基本的な

枠組みになっておりまして、例えば消防局であるとか警察であるとかインフラの関係であるとか

という中で、どうしてもそこの代表の方が出てくださるのが男性が多いとそっちに偏ってしまわ

ざるを得ないという現状がございます。その上で、やはり任期のことも申し上げましたけれども、

これ改正する際には、次回恐らく現在の見直しを図っていく必要があると思いますので、その際、

性別のことにも配慮をしながら委員を決めて、ぜひ御検討をしていただきたいというふうに考え

ております。以上です。

○議長（山路 有君） 前田議員。

○議員（７番 前田 昇君） 現在の防災計画をいつ見直されるかは分からないんですが、昨年

訓練があったように、コロナ禍での避難所経営っていうこともあるわけですから、防災計画全体

を見直すんでなくても、現状において中間的な見直しは、これはすべきだというふうに思うんで

すよね。ですから、このコロナ禍の中の防災対策っていうこと、とりわけ避難対策っていうこと

で考えると、そういった取組と、そこに女性なり障がいのある方の視点を生かして、お互いに勉
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強しながら補正をしていくっていうか、補っていくっていうことは、これは条例に直接関わりな

くできることですので、それはぜひやるべきだというふうに思いますので、その点は踏まえて検

討いただきたいというふうに思います。

それから、２点目の家庭内の問題解決というふうなことについては、毎日のように、特にこの

コロナ禍の中で、ＤＶとか児童虐待とか、毎日のように新聞をにぎわわせております。そういう

事態が日吉津村に起こるとも限らないし、役場からは、我々からは見えない問題が多分いっぱい

あるんじゃないかというふうに思うわけですよね。そういった点でいうと、ここに相談や情報提

供があった場合の状況把握っていうふうなことでは、ちょっと消極的過ぎるんじゃないかと思い

ます。私は、以前から言ってるように、保健師さんがヴィレステにいるわけなんで、その辺をあ

えて発信をして、ヴィレステに電話でもかけやすい環境をつくって対応すべきじゃないかと思う

んで、この回答にたがうものじゃないわけですが、もう少しそこは踏み込んだ対応をすべきだと

いうふうに思いますので、よろしくお願いします。

何か要望ばっかりになってますが、次、質問ですが、３点目の農業・農家における男女の格差

の対応っていうことで、男女を問わず担い手確保を図るということですが、この回答は、担い手

を図るっちゅう問題とはちょっと違うんですよね、これはね。これは経済活動、農業活動をやる

っていうことなんで、これはこれで当然なんですけど、その中で、いわゆる性による格差や権利

の侵害があってるわけなんで、そういった趣旨なんですが。村の計画にもありますですね、例え

ば農協の役員さんに女性を登用するとか、それから家族経営協定ですね、農家の家族経営協定を

結ばれた方を講師に講演会を行うというふうな、あるいは啓発するということがありますが、こ

の今言いました農業における２点の問題については、今現状どうなってますでしょうか。これを

質問させてください。

○議長（山路 有君） 益田建設産業課長。

○建設産業課長（益田 英則君） 前田議員の御質問にお答えします。

農協の関係については、ちょっとまだ把握ができてないところなんですけれども、家族経営協

定の関係につきましては、現在、村で１件、協定を結んでいらっしゃる農家がございます。こち

らにつきまして、農業といいますのは御家族で実施されるというところが多い中で、家族という

ことになるとやはり御夫婦で実施をされるという部分になるのかなというふうに思うわけなんで

すけれども、実際にある程度の規模がある中で、それぞれの家族の役割を文書化していて、協定

を結ばれるというようなところが目的なのかなというふうに思っておりまして、そういったよう

なところ、なかなか日吉津村の農業を実施されていらっしゃる農家の中で該当するような方が、
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現在は数が少ないんじゃないかなというふうに思っているところなんですけれども、ワーク・ラ

イフ・バランスでありますとかパートナーシップっていうような観点から見た場合、この家族経

営協定っていうのが一つの推進の策であるというようなことは国のほうの指導についても明示が

してあるところですけれども、日吉津村においては、先ほど申したような状況です。以上です。

○議長（山路 有君） 前田議員。

○議員（７番 前田 昇君） もう少し踏み込んで検討いただいたらと思います。

次に、学校教育・社会教育における学習機会ということでありますが、学校教育については私

が聞くまでもなく、要するに性に対する教育はどんどん進んでますので、そういったことであり

ますが、でも、常々言われるのは、やはり学校の中で、男女の名簿順ですとか、あるいは男の子

に対する期待の一方、女子は補助的にしてあったり、教員もそういう価値観を変えなきゃいけな

いということで県教委も指導しておりますが、その辺の日吉津の小学校での課題とか、あるいは

努めている点について、教育委員会から補足をいただきたいと思います。

○議長（山路 有君） 井田教育長。

○教育長（井田 博之君） 前田議員の質問にお答えしてまいります。

今御指摘のありました、学校における男女名簿順、日吉津小学校におきましては、以前から男

女混合名簿になっておりますし、整列するときに、並ぶときに、男子、女子って別々に並ぶので

はなく、男女混合整列をしております。それから、学用品、特にランドナップの色が青とピンク

とかいうことにならないように、おおよそ黄色のランドナップを背負って来ていると思います。

ということで、取り組める教育環境に関しましては、それなりに小学校は取り組んでくださって

ると思いますが、まだ不十分だなと思いますのは、前田議員御指摘のとおり、教員の意識として、

男の子には「君」、女の子には呼称として「さん」というのがまだちょっと残っているなと思っ

てまして、これは徹底していく必要があるなというふうに現状考えております。男女混合名簿を

採用しているからジェンダー平等を実施しているとは言えないと思っております。

国の第５次男女共同参画基本計画の中で、教育に関しては、やはり管理職をはじめとした教職

員の研修、意識改革、認識の転換ということが必要だというふうに一番最初に書いてございます。

それはそのとおりだと思っておりまして、御指摘のとおり、学校において職員が今まで以前から

ある固定的な感覚、概念を払拭できるような、認識を転換していけるような取組が教育委員会、

学校管理職と一緒になって取り組んでいく必要があるというふうには考えておるところでござい

ます。以上です。

○議長（山路 有君） 前田議員。
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○議員（７番 前田 昇君） 男女混合の名簿は、私の記憶だともう３０年前ぐらいから日吉津

の小学校はやっているというふうに。当時は、何でやるかっていうことを学校が啓発をして、保

護者にも伝えるし、いろんな催物のときの対応も、当時学校から発信をした覚えがありますので、

そういった点でいうと、学校教育から保護者に、あるいは家庭に対する発信は、何物にも代え難

いぐらい貴重な情報発信になると思いますので、ぜひそこは工夫をしていただきたいというふう

に思います。

そうしますと、最後になりますが、改めて日吉津村の男女共同参画計画については早急に見直

しする必要がありますし、啓発についても、これだけ各課にまたがるいろんなテーマがあるわけ

ですから、しっかり啓発をしていただきたいというふうに思います。

それで、えらい何か試すようでなんですが、以前、イクボス宣言、ファミボス宣言っていうの

を、３年ほど前だったと思います、役場の中でされておりますが、それについて、職員の間には

浸透がしてますでしょうか。この点を最後、お答えいただきたいと思います。

○議長（山路 有君） 矢野住民課長。

○住民課長（矢野 孝志君） 前田議員の質問にお答えします。

議員おっしゃるとおり、イクボス宣言がされたところではありますけども、その後の浸透とい

うことでは、皆さんの頭の中にはあるかなということではございますけども、なかなかこちらか

ら啓発はできてない現状でございます。以上です。

○議長（山路 有君） 前田議員。

○議員（７番 前田 昇君） いろんな点を申し上げました。私自身がそれを実践できてるって

いうことじゃないわけですけども、だからこそ、やっぱりまずは役場の中、行政職員そのものが

研修を深めて、自分たちの身の回りを点検してみる必要があるんではないかと思います。

もう一つ言いますと、最近、いわゆる同性婚は日本では認められてないわけですけども、パー

トナーシップ制度というのが東京の渋谷区なんかで始まったとはいうものの、今、１００ぐらい

の自治体、あるいは県全体でそれが制度化されるといいますか、そういう制度が設けられており

ますので、ある面では、日吉津村の住民の方がパートナーシップを結びたいんだっていうふうに

役場の窓口に来られたときにどう対応するかっちゅうことは、これはもう明日にでもある今課題

だというふうに思って、そういった諸課題を行政として対応を検討しておくっていう必要がある

なというふうに、私も含めて思いますので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。

以上で終わります。

○議長（山路 有君） 以上で前田議員の一般質問を終わります。
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○議長（山路 有君） 通告５番、松本二三子議員の一般質問を許します。

松本議員。

○議員（５番 松本二三子君） ５番、松本です。今回は、日吉津村のごみ収集の現状についてと、

コロナワクチン接種は順調に進んでいるかという２点について質問をさせていただきます。

まず、１点目です。令和１４年度を目標に、米子市、境港市、日吉津村、大山町、伯耆町、南

部町、江府町、日野町、日南町の西部圏域９市町村のごみ処理施設を１か所に集約する案が進め

られ、現在は住民の皆さんの意見募集がされている段階ですが、村内でのごみについてもまだま

だ問題点が多いという声が聞こえてきますので、今回は、村内のごみ収集の問題点、課題につい

て伺います。

①として、例年、村報の広報ひえづの５月号に、「みんなで考えようごみのこと」という内容

が掲載されています。その中で、昨年は、燃えるごみは５年連続増加とあり、今年も燃えるごみ

は６年連続増加と出ていました。住宅が次々と建ち、人口も増えている状況で、ごみの量が増え

るのも当然と思えますが、どうお考えかお聞きします。

②として、ごみ減量のために、プラスチック製の容器を水洗いをしてきれいにすれば資源ごみ

として出せるものもあると書いてありますが、いま一つ出せるものと出せないものの違いが分か

りにくいのでお聞きします。

③として、以前、燃えるごみの焼却処分に対して、日吉津村は米子市のクリーンセンターに１

トン当たり２万３００円を支払ってるとありましたが、今も同じなのか伺います。

④として、普通でしたら自治会、公民館の掃除の後などに、役場の担当職員さんにごみについ

て説明を受けたり、班ごとにでも困り事を話し合えたりしていましたが、コロナ禍の現状では難

しい点もあります。そこで、新しい住民さんへのごみなどの説明や村民からの問合せなどがある

かどうか、あればどういうものがあるのかお聞きします。

⑤として、自転車など大型ごみを出すときに、ごみ袋を結ぶのではなく、シールを貼るように

したらどうかという声がありました。そのときに、役場のほうからはなかなか難しいという答え

がありました。また、村指定のごみ袋を大型ショッピングセンターなどで販売してほしいという

声もあるようですが、村指定の店舗でのみ販売する理由をきちんと説明していただきたいと思い

ます。

次に、２点目として、日吉津村でのコロナワクチン接種は順調かということで、①として、コ

ロナワクチンを接種を受けたかどうかが挨拶代わりになっている最近ですけれども、ワクチン接
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種は最初の予定どおりに進んでいるのかお聞きします。

②として、村の防災無線でも、コロナワクチンを無駄にしない取組の協力者を募集しますとい

う放送がありました。どういうことなのか、また、その対象者は予約をしていない６５歳以上の

高齢者さんなのか、何割くらいが無駄になりそうなのか、今まで無駄は出ているのか、出ていな

いのかお聞きします。以上です。

○議長（山路 有君） それでは、執行部の答弁に入ります。

中田村長。

○村長（中田 達彦君） 松本議員からの一般質問にお答えをしてまいりたいと思います。

まず、大きく２点ありまして、１点目が日吉津村のごみ収集の現状についての御質問、２点目

がコロナワクチンの接種に関しての御質問でございます。

まず、日吉津村のごみ収集の現状はということで、その中の１つ目で、村報５月号のほうで、

「みんなで考えようごみのこと」という内容を掲載をさせていただきました。この中で、ごみの

量が増える、これは家が建って人口も増えるので、それに正比例するような形で増えていくんで

はないかというような御質問でございますけれども、この村報のほうに毎年掲載をしております、

村民の皆様にごみについて関心を持っていただくことを目的に、各年度の村内で発生するごみ量

をお知らせをしているところでございます。ごみの総量について、前年度と比較するようなグラ

フで表示をしておりまして、あわせて、年度末人口を用いて１人１日当たりのごみ量についても

記載をさせていただいております。

御質問ありました燃えるごみが６年連続増加ということにつきましては、これは各年度の燃え

るごみの１人１日当たりのごみ量を比較したものでございまして、御質問のとおり、総量の増加

ということもございますけれども、１人当たりの燃えるごみの量というのも増加傾向ということ

でありますので、それをこのたび御案内をさせていただいたものでございます。先ほどの広域の

ごみ処理計画のほうでもごみを削減をしていこうということがございまして、目標が案の段階で

示されているところでございまして、やはり市町村によって、いろいろ多いところや少ないとこ

ろも１人当たりあるわけでございまして、日吉津村も減らしていこうというような方向で取り組

んでまいらないといけないということかと認識をしておりますので、ぜひ村民の皆様にはリサイ

クルであるとか、ごみの減量化につきまして、引き続き御協力をお願いをしたいというふうに考

えております。

次に、プラスチック製の容器の資源ごみとして出せるかどうかという取扱いについての御質問

でございます。分別して出していただきまして、業者のほうで引き取ってもらったプラスチック

－５５－



類は、ボイラーなどのＲＰＦ燃料として再利用をされています。再利用をする際に不純物が混ざ

って、これをたくと炉を傷めてしまうことになるため、きれいに出していただくようにお願いを

しているところでございます。これを資源ごみとして出していただけるのは、汚れがあるかどう

かというのが一つの基準になってまいります。水洗いをしていただいてきれいになるもの、例え

ばシャンプーやリンスの容器であるとか化粧品の容器などがこれに該当してくるものでございま

して、油汚れなど水洗いをして落ちないものにつきましては、資源ごみとしては出せないという

ことでございます。油汚れ、洗剤で落としていただくと資源ごみで出せるということでございま

して、マヨネーズとかドレッシングの入れ物なんかもそのままでは油汚れになりますので出して

いただけないんですけども、これを洗剤で落としていただくと資源ごみで出していただけるとい

うことになります。一手間かかる部分ではありますけれども、ぜひ御協力をお願いをしたいと考

えております。

次に、３点目としまして、米子市クリーンセンターのごみの焼却処分に関する費用の関係で御

質問でございます。先ほど議員のほうからありました２万３００円という数字でございますけ

れども、これが平成２８年から平成３０年度までの３年間は、１トン当たり２万３００円とい

うのが金額でございました。これ、現在は２万１００円、トン当たりということになっている

ものでございます。この米子市クリーンセンターの負担金につきましては、今申し上げましたよ

うに、３年ごとに見直しがあっているものでございまして、現在は令和元年度から令和３年度ま

での期間、この期間はトン当たり２万１００円ということでございまして、これ、どのように

出しているかといいますと、前３年間の経費と処理量から単価が算出をされています。

中身について少し申し上げますと、単価の中には施設の建設費であるとか、あと工事費、維持

管理費なんかが含まれておりまして、ここからその建設にかかっております補助金ですとか、こ

ういったものは差し引いて、あと売電収入なんかもあるということですので、この辺りも差し引

いたところで、３年間の実績をならしてこの負担金等というのが算出をされているということで

ございます。

次に、今のコロナの現状で、ごみの収集に関しての新しい住民の皆さんへの説明や村民の皆さ

んからのお問合せの状況についてお答えをします。転入してこられました方につきましては、転

入届の際に、ごみの分別について御説明を申し上げ、分別のポスターと冊子、ごみの分け方詳細

版をお配りをしているところでございます。村民の皆様からお問合せですけれども、これがコロ

ナになって情報交換の機会が少なくなっているということではございますけど、これが明らかに

増減しているというような現状では、担当窓口としてはないということでございまして、以前同
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様、月一、二件が御相談いただくということでございます。出される前の確認のために問い合わ

せていただいたり、あるいは収集をされなかったごみの分別についての問合せというのが御相談

いただく内容の主なところでございます。この対応に対しまして、電話相談で完結する場合もご

ざいますし、もしかしたら現物を見ないとこちらも判断できないという場合がございますので、

そういった場合には、例えば持参いただくようなこともありますし、逆に、大きなもの等でござ

いましたら、こちらのほうから訪問させていただいて対応をしているというような現状もあると

いうことでございます。

ごみの出し方については、ごみ出し場の管理につきましては、自治会のほうにお願いをしてい

るところでございまして、なかなかルールを守っていただけないごみの対応も自治会のほうでや

っていただいてるということでございまして、非常にそういったケースが増えているということ

で、役場のほうからも防災無線等で放送させていただいているような現状もございます。この出

し方が分からないというようなことがありましたら、お気軽に役場のほうに問合せをいただけれ

ばというふうに考えておりますので、よろしくお願いを申し上げたいと思います。

次に、ごみの関係では最後になりますけれども、収集シールの作成についてと、あとは村指定

のごみ袋の販売の場所についての御質問でございます。まず、シールの関係ですけれども、指定

袋に入らない場合につきましては、規定の大きさがありまして、９０センチ掛ける４０センチと

いうことですけれども、これの大きさ以内に束ねていただいて、指定袋をつけて出していただく

ということでお願いをしています。ここにその指定袋をつける代わりにシールを作って、それに

貼ってはどうかということで、令和元年の７月にごみ問題を考える検討委員会のほうで御意見を

いただきまして、その後、ちょっとその作成について調査、研究をしたわけでございますけれど

も、業者のほうにシールの作成単価を確認をしましたところ、このごみ袋の４倍ぐらいのコスト

がかかってくるということでございまして、シールにすると現在のごみ袋よりもコストが高くな

ってくるということが分かりました。ということがございましたので、このことにつきまして、

昨年３月の同検討委員会でお示しをして御説明をさせていただいたところでございまして、そう

いったいきさつがありまして、シールの作成には至っていないという現状でございます。

それから、もう１点のごみ袋の販売店につきましては、販売店方式、現在の村内何か所かのお

店のほうでごみ袋を販売していただいているわけですけれども、この方式を導入をする際に、村

外の方が通りすがりの村内のごみ出し場にごみを出されているというような事例があったという

ことでございまして、こういったことが、例えば村外からもたくさんお客様が見えられるところ

で、大型のショッピングセンター等で販売をした際に、村外の方が日吉津のごみ袋を使って村内

－５７－



の集積場に出されるのではないかというような心配があったということから、現在の販売店のみ

の方式としているということでございます。現状としましては、そういった状況であるというこ

とでございます。その当初の流れで現在に至って、大型のショッピングセンター等では販売をし

ていないという状況でございます。

次に、コロナワクチンの接種が順調に進んでいるかという御質問でございます。こちらにつき

ましては、本村におきまして、コロナワクチンの接種、集団接種、ヴィレステひえづで行ってお

ります集団接種と、個別接種、しらいし医院様のほうに御協力をいただきまして、その体制で接

種を行っているところでございます。医療従事者、関係者の皆様、それから村民の接種を受けら

れる皆様にも本当に御協力をいただく中で、感謝を申し上げる次第でございますし、おかげをも

ちまして、大きなトラブルということもなく進んでいるかなというふうに考えているところでご

ざいます。集団接種のほうにつきましては、医師、看護師、保健師、事務職員の総勢１６名の体

制で実施をしております。また、個別接種につきましては、しらいし医院さんのほうで予約の枠

が、こちらも予約済みということでお伺いをしているところでございます。

当初、６５歳以上の方の接種率は８０％ということで見込んでいたところでありますけれども、

現在、１回接種の方、接種率が５３％、２回接種終了された方が３５７名ということで、接種率

が３ ４％ということでございます。未接種で予約済みの方もあるということで、これも含めま

すと、合計接種見込み率というのが、当初８０％の見込みのところが８８％ということになって

いるところでございます。そういった当初の見込みより接種の希望が増えている状況もあります

ことから、接種日を増やしたり、あと、今週末からになりますけれども、医師の先生２名来てい

ただく体制の中で、接種人数を増やすなどの対策を取りながら、ほぼ当初のスケジュールどおり

に進んでいるという状況でございます。

現在の６５歳以上の方の接種に関しましてですけれども、７月の中旬には６５歳以上の方の接

種がほぼ終了するという見込みでおります。そして、その次の接種順位であります基礎疾患があ

る方、それから高齢者施設等の従事者の予約も始めておりまして、６月の２０日から接種を開始

するという予定にしております。また、個別接種の医療機関に、しらいしさんに加えまして、ひ

がみ耳鼻いんこう科様のほうでも御協力をいただけるということで、７月以降はこちらでも接種

をいただけるというような体制になってこようかと、今調整をさせていただいているところでご

ざいます。６０歳から６４歳の方につきましては、６月末から予約受付を開始をし、７月の１８

日から接種を開始。それから、１６歳から５９歳の方につきましては、７月の中旬から受付を開

始をして、８月から接種が開始できるように、今調整を進めているところでございます。
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それともう１点が、ワクチンを無駄にしない取組の協力者募集についての問いでございます。

こちらにつきましては、これまでに予約をしておられる方、予約しておられない方、いずれも対

象に呼びかけをさせていただいてきているものでございます。報道等でもありますように、１回

の接種が５回とかっていうのが決まっておりますので、これが中途半端になると余ってしまうと

いう、急なキャンセルがあると余ってしまうという状況が出てまいりますので、そういったとき

にこの協力者の方、登録をさせていただきまして、その方に急遽連絡を取らせていただきまして、

来ていただいて、無駄にならないようにこの５回単位のものを使っていくということでございま

す。そういった急な連絡にも対応いただける方ということになりますけれども、現在、１０名程

度の申込みをいただいているということでございまして、これまでのところ、そういった取組も

ありまして、廃棄をすることはなく接種を行ってこれているという状況でございます。今後は、

接種の申込みを受ける時点で、そのキャンセル待ちをされるかどうかというような確認も行って

いきたいというふうに考えております。

それでは、以上をもちまして松本議員からの一般質問への答弁とさせていただきます。

○議長（山路 有君） それでは、再質問に入ります。

松本議員。

○議員（５番 松本二三子君） では、最初にごみのほうを聞かせていただきたいと思いますが、

実は、私はごみ減量何とか委員だったので、ずっと、ごみのことをここの場でしゃべるのがなか

なか難しかったんですが、今回、交代していただきましたので、今までちょっと出てきたけれど、

自治会を背負って出てましたので個人の意見が言いにくかったんですけれども、今回の、個人的

に、あれって思うことをちょっとここで聞かせていただきたいなと思って、今日この質問をさせ

ていただきます。

まず、一番最初ですけれども、１人当たりのごみの量っていうことですごく分かりやすく説明

していただきました。というのが、家族全員っていうこと、じゃあ、これまた赤ちゃんからお年

寄りまでっていうことになりますが、ごみに対してはもう赤ちゃんから、おむつから何から出て

きますので、この１人当たりの量を出すというのは確かだと思いますし、分かりやすかったです。

２番目のごみ減量のためのプラスチック容器のところです。これも説明をきちっとしていただ

きまして、あの青い袋に一生懸命洗って持っていってもらって何になるんだろうということがど

れくらい知っとられるかっていうのがすごく、私は見に行ったことがありますけれども、なかな

か難しいんじゃないかなということで、今回、きちっと説明していただきましたので、不純物が

一番いけない、汚れがいけないということがよく分かられたと思いますが、ここにごみの分け方、
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分ければ資源、混ぜればごみの保存版というのがあるんですけれども、これ、何年に改定された

か、先ほどもありましたけれど、古いやつかもしれませんが、ここに思いっ切り、先ほど村長言

われたように、シャンプー、リンスの絵が描いてあるんですね、マヨネーズ、ケチャップも。こ

こに布、プラスチック類ということで出ています。ここに、軟質プラスチック、軟質ビニール、

これ大きくしたらいけんかった、硬質プラスチック。まず、この軟質プラスチックと硬質プラス

チック、この２つです。皆さん、これを何でか軟プラ、軟プラと呼ばれるんです、青い袋に入れ

るものを。この軟質プラスチックと硬質プラスチックの違いっていうのを、早い話が、ケチャッ

プ、マヨネーズですね、マヨネーズのほう、一生懸命洗えば資源ごみで出せます。じゃあ、この

赤いキャップついてます。これもプラスチックに洗って出せるのかっていうのをちょっと教えて

いただけると。

○議長（山路 有君） 矢野住民課長。

○住民課長（矢野 孝志君） 松本議員の質問にお答えします。

マヨネーズやケチャップの蓋っていうことでございますけども、あれは内側にパッキンがつい

ておりますので、そのままでは駄目なんです。パッキンが取れればプラスチックでもいけますけ

ども、往々にして取りにくいものでございますので、その部分は燃えないごみということで、軟

質と硬質という言い方がありましたが、もともとの硬さで可燃と不燃を分けておりまして、そこ

の違いの部分でございまして、それを今はきれいなものは軟質でも硬質でも資源ごみで出せると

いう取組にしておりますので、基準としては、先ほどのポスターにありますが、よく言う、はさ

みで切れるか切れんかということで分けておりましたが、なかなか人の力によっても違うので、

分かりにくい部分でしたので、シャンプーとかリンスの容器、ちょっとぺこぺこするぐらいまで

は軟質かなということで判断いただければなと思っております。以上です。

○議長（山路 有君） 松本議員。

○議員（５番 松本二三子君） 今から言おうとしたことを言っていただきましたけれども、だっ

たら、ここに赤いキャップをつけてはいけないんじゃないかと私は思います。この、マヨネーズ

の上に赤いキャップがついていますね、分かりますか。すごい細かいところを突っ込みますけれ

ども、これは駄目なんじゃないかなと思います。あと、食用油、シャンプー、リンス等のポリ容

器、ここに思いっ切り描いてあったら、皆さん絶対一生懸命洗われます。洗剤使って、何回ゆす

ぐのっていうぐらい水を使われて、これ、前にも１回質問した記憶があるんですけれども、皆さ

んそうは思われるんですが、新しい方が来たときに、先ほどこれを見せてとおっしゃいましたの

で、これぱっと見たら、絶対に一生懸命洗われると思います。そこに来て、汚れている場合と、
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先ほど言いました、はさみで切れるものと切れないもの。これ、そうなんです。今一番燃えない

ごみで残っているのが、このシャンプーを燃えないごみで出しておられる方なんです。じゃあ、

なぜかなと思うと、多分、私が聞かれたのは６０代の方なんですが、多分はさみで切れなかった

んだと思います。はさみで切れない、汚れている、じゃあどこに出すか、燃えないごみに出すん

です。これ、燃えるごみですよね、実際、切れるので。これ、多分私は頑張れば切れると思うん

ですけれども、それは燃やすごみって言ってるんですけど、うちで、燃えるごみではなく、頑張

って出せば燃えるぞっていうのがあるんですけれども、その辺がすっごく本当にあやふやで、ど

う説明して、じゃあ、ここに描いてあるじゃないのって言われたら、それ以上言いようがないん

です。私は切れますよって言ってあげるわけにもいかないので、なかなか難しいなと思うんです。

そういう場合はどうしたらいいんでしょうか。

○議長（山路 有君） 矢野住民課長。

○住民課長（矢野 孝志君） 松本議員の質問にお答えします。

その辺では、役場のほうにも多々問合せをいただいておりまして、その都度説明しますが、今

と同じような回答しかできておりませんで、出された方は正しく出していただいたと思っていま

すが、収集員のほうがこれは駄目だという判断してるということで、その辺はいたちごっこの部

分でございまして、なかなか、じゃあどうしたらいいかと言われると、返答に困るところですけ

ども、曖昧な説明がしにくい部分、その部分を今後精査していく必要があるかなと思っておりま

すが、そこの一つ上がった段階では、はさみで切れる、切れないを、シャンプー、リンスの容器

までは可燃だという言い方に切り替えてきておりまして、その辺で何とか分かってきていただけ

てないかなと思ってるところでございます。以上です。

○議長（山路 有君） 松本議員。

○議員（５番 松本二三子君） では、これから聞かれたときには、はさみではなく、何だっけ、

シャンプー、リンスのときは燃やしてくださいということで。

あと、ペットボトルの汚れたやつも燃えるごみですので、そういうところもお伝えしたいと思

います。本当に難しくって、このＣＤケースも汚れていなかったら、布・プラスチックなんです。

これ汚れてたら、多分燃えるごみ、違うの。燃えないごみですか。難しい。というようなことが

本当に皆さん困っていまして、真面目にこれを見る人ほど困っておられるので、その辺をちょっ

とお伝えしたいと思います。

あとですね、本当に、あと、やっぱりプラスチックの汚れは、ほんのついこの間なんですが、

ちょっと汚れてたのが残ってて、今日村長が上手に言ってくださってよかったんですが、何でい
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けんかっていうことを本当によく聞かれるので、今日言われたことを説明してあげたいと思いま

す。

あとですね、ペットボトルも洗って乾かしてとは書いてないんです、乾かすっていうことです。

軟プラって言ったらいけないんですね。何だったっけ、布・プラスチック類のブルーの袋に入れ

る分ですけども、あの軟プラも１回洗ったりするとぬれます。これはやっぱり乾かして出すもん

なんでしょうか。

○議長（山路 有君） 矢野住民課長。

○住民課長（矢野 孝志君） 松本議員の質問にお答えします。

原則そうしていただいております。以上です。

○議長（山路 有君） 松本議員。

○議員（５番 松本二三子君） 本当にすごい細かいことを検討委員会ではなかなか聞けませんの

で、皆さん知ってて来られてますんで、なかなか難しかったんですけれども、なので、プラスチ

ックとペットボトルも洗って乾かすということで、分かりました。

あとですね、６月５日の新聞に、プラごみ削減を義務化とか、プラスチック資源循環促進法が

来春にも施行ということが先ほども出てましたけれども、これが海洋汚染の一因ともされるプラ

ごみを削減することと、石油由来で燃やすと多量の二酸化炭素、ＣＯ２ が出るプラごみの焼却を

減らし、地球温暖化対策を進めるのが狙いだそうです。これ、いつも日吉津は本当に事細かくし

てあるので、何でこんなに分別しなきゃいけないかっていうのを言われてたんですけども、国が

こういう動きに出ましたので、日吉津は先駆けてやっているということで、今回すごく言いやす

くなりましたのでよかったという点はありますけれども、やっぱり国を挙げてプラスチックごみ

に取り組むということで、これは今日吉津がやっていることと変わらず、同じような感じでやっ

ていくのかなっていうところが分かればお願いします。

○議長（山路 有君） 矢野住民課長。

○住民課長（矢野 孝志君） 松本議員の質問にお答えします。

広域での今後の取組の部分かなという認識をしましたけども、その部分で、今の計画、一般廃

棄物処理施設整備基本構想、その中での位置づけがありまして、今後の国の動向を見て、それを

分別していこうかということを判断していくという書き方になっておりまして、まさに、松本議

員が言われたとおり、この６月５日の部分の報道とか、そういった部分がそれに当たる部分かな

と思っております。以上です。

○議長（山路 有君） 松田、松本議員。
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○議員（５番 松本二三子君） いろんな名前で呼ばれますね。

○議長（山路 有君） はい、いろいろな名前で、申し訳ない。

○議員（５番 松本二三子君） 松本です。

○議長（山路 有君） 松本議員。

○議員（５番 松本二三子君） どこ言っとるのか分からなくなりましたが、本当にすみません。

今日は細かいことをちくちく言いますけれども、本当にごみは難しくって、幅広くって、皆様が

いろんなことを言われるので、あと、燃えないごみについて少しです。確認なんですけれども、

スプレー缶です。あと、ライター、これは、何年か前までは必ず穴を空けましょうということで、

我が家も穴空けのやつを買った記憶があるんですけども、これ、今は、下手したら空けないでく

ださいの方向になっていて、ライターもそれは金づちでたたかずにそのまま出していいっていう

ことでいいのか、お願いします。

○議長（山路 有君） 矢野住民課長。

○住民課長（矢野 孝志君） 松本議員の質問にお答えします。

スプレー缶とライターにつきましては、使い切って出していただくということにしております

ので、それは御承知の部分があると思いますが、以前は確かに穴空けてということで、それが火

災が起きたりやけどしたというようなことがありまして、そういったことから、今は使い切って

出すということで、もちろん穴空けて出していただいても構いませんけども、注意していただけ

ればそれでも構いませんが、中身なしにして出していただくということでございます。以上です。

○議長（山路 有君） 松本議員。

○議員（５番 松本二三子君） はい、ありがとうございます。

○議長（山路 有君） 間違わないやにせないけん。

○議員（５番 松本二三子君） 前は穴を空けなきゃいけなかった理由があったじゃないですか。

車の違い、今、私が知る限りでは、前は何か巻いて入れるやつのが不燃ごみのやつで、トラック

で、それのときに爆発したとかっていうのがあるんですけども、今は多分普通のトラックで来る

からいいのかなっていうのがあったんですけど、その辺は本当でしょうか。トラックの違い。

○議長（山路 有君） 矢野住民課長。

○住民課長（矢野 孝志君） 松本議員の質問にお答えします。

今も同じ、巻き込むパッカー車という車で収集しております。それで、巻き込むときに、潰れ

るときにちょっと火花が出たりして、それが引火するという原因で火災が起きたりしたことも村

内でありましたので、その部分で使い切って出すという取組でございます。以上です。
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○議長（山路 有君） 松本議員。

○議員（５番 松本二三子君） はい、分かりました。どなたかがトラックが変わったけんだとい

うのは、じゃあ、誤情報だということで、分かりました。

あと、本当にごめんなさい、細かいです。先ほどの分ですけども、燃えないごみのところに、

ここに物干しざおってあるんです。２つに折れてますよね。これで、ここ最近、ちょっとウオー

キングのついでに残っているごみを見ていたところ、アルミか鉄製だと思うんですけど、これく

らいの長い物干しざおがそのまま置いてあって、それで、持って帰れませんのシールのところに、

半分の長さにしてくださいって書いてあったんです。鉄かアルミかなっていうやつなんですけど、

これはどうしたらいいんでしょう。

○議長（山路 有君） 矢野住民課長。

○住民課長（矢野 孝志君） 松本議員の質問にお答えします。

出せる大きさというのがありまして、その部分で残ってるかなと思います。ただ、自転車なん

かも出せるもんですから、大きさ的には２メートルぐらいまでとか、１メートル以内とか大きさ

はありますが、要は、収集車に乗るか乗らんかということで、それで、そこよりも長くしたまま

あったんじゃないかと思われます。以上です。

○議長（山路 有君） 松本議員。

○議員（５番 松本二三子君） それは、多分見たら分かります。ただ、それを、じゃあ、どうや

って切るのか、切らなきゃ出せないっていうのを、ずっと置いてあると言ったらいけないですけ

ど、まだあります。そういった場合、どうやって切るのかなっていうのと、そういうときに何と

か、役場の裏にあるところ、あそこへ持ってきても駄目だっていうことでしょうか。

○議長（山路 有君） 矢野住民課長。

○住民課長（矢野 孝志君） 松本議員の質問にお答えします。

大きさが決まってる部分が収集できないもんですから、ここに持ってこられても対象にならな

いという形になりまして、物干しざおでしたら伸び縮みするので、２メートル以内には収まるん

じゃないかなと思いますので、その辺は……。

○議員（５番 松本二三子君） 真っすぐなやつ。

○住民課長（矢野 孝志君） その辺で、ちょっと現物見てみての判断になるかなと思いますが、

ルール上はそういったことでございます。以上です。

○議長（山路 有君） 松本議員。

○議員（５番 松本二三子君） 結構、ルールは分かるんですけども、この高齢化になる時代にな
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かなか、じゃあ、誰が出されたかは知りませんよ、アルミの物干しを切って出しなさいって言わ

れて、なかなか難しいものもありますし、最近すごく大きな、しつこいですけど、スーツケース

とかたんす系のものとかも、本当にどうにかしてくれっていう方もあるんですけども、これまた

やっぱり大きいんだと思います。切らなきゃいけないっていうのもあると思うんですけども、な

かなかすごく本当に難しくって、ルールは分かるんです。決まったことですんで、守らなきゃい

けないのもそうなんですけど、もうちょっと寄り添って何とかならないかっていうのがあるので、

反対に、じゃあ、これからごみに出せるようなものを買いなさいと言うしかなくなってくるのか

なとも思うんですけども、そこら辺を私はどう説明してあげればいいんでしょう。

○議長（山路 有君） 矢野住民課長。

○住民課長（矢野 孝志君） 松本議員の質問にお答えします。

一つの案ですが、役場のほうでも問合せがあったら言ってることですけども、まず、リサイク

ルショップなんかで引き取ってもらえんだろうかということを一つ提案しております。ごみを減

らすという観点からもそういったところがあります。あとは、今言われたバッグ、大きいキャリ

ーケースとか、そういったものは、可燃と不燃の素材でできてるので、そこを分別していただか

ないといけないと、キャリーバッグやゴルフバッグなんか、そういったことで分別がなかなか難

しいものがありますけども、分別していただけないと収集ができないもんですから、そういった

ことでは、手間を考えた中ではリサイクルに回されたほうがいいんじゃないかなという考えを一

つ持っております。以上です。

○議長（山路 有君） 松本議員。

○議員（５番 松本二三子君） これは堂々巡りになりそうなのでなかなか難しいんですが、おっ

しゃるとおりだと思います。

次回でもまたやりたいと思います。うそですけども、なかなか難しいんです、本当に。車をも

う返しましたって言われると、免許を。持っていってくださいとも言いにくいですし、私も決し

て自転車なので、持っていってあげようがないので、難しいなということが、ただ、そういうお

電話なりが来たら、ここまでっていうところまでは何とかお話をしてあげていただきたいと思い

ます。よろしくお願いします。

あとですね、１トン当たりということで、減量、減量というのが耳につくんですけれども、重

さっていうことなのかなと思うんです。生ごみが結構重たいのかなと思って、私もこの間草取り

をした後に、日に干してみたんですけども、ちょっとは軽くなったかなということで、以前歩い

てるときにこれも、スイカの皮を外に並べとる方がおられまして、夏でしたけども、言いにくい
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けど、漬物ですかと聞いてしまいましたら、違いますよ、これは乾かしてごみに出すんですって

言われて、すごく恥ずかしい思いをしたことがあるんですけども、それくらいの努力をされてい

る方もあるっていうことをちょっと耳に入れたいなと思って今日思いつきました、これは。本当

に失礼なことを言ってしまいました。

あと、本当に公民館とかに担当職員さんに来てもらったりとか、班の掃除の後とかにしたんで

すけれども、やっぱり、ちょこちょこ出会うときにお話をしてくださるので、たくさん、そこの

ところのまた入ってきたら情報を回したいなと思いますし、シールのことも、これ検討委員にい

たので知ってるんですけども、すごく聞かれるんですね、何でごみにごみを巻いて出さなきゃい

けないかって、そのビニールがごみになるんじゃないかって、あのときも検討委員会で出ていま

した。本当にそのとおりなんですけど、返しようがない言葉なんですけども、すごく難しい、皆

さんそれくらいに真剣に考えてくださっているので、ただ、シールは本当に高いということで、

どこかで見たら２６０円ぐらいで作ってる町も鳥取県内にあったような気がします。それがいい

のか悪いのか分かりませんけれども、なかなか難しい問題ですし、指定の店舗でしか売らないっ

ていうのも今回はっきり言っていただきましたのでよかったと思います。本当にごみは永遠の課

題のように思いますので、なかなか難しいと思いますけれども、丁寧に教えてあげていただきた

いと思いますし、私たちもすぐ忘れてしまいますので、どうだったかなと思いながら、こういう

ものを見ながらやっていきたいと思います。何だったっけ、最後は、そうですね、いいです。

もう一つの、珍しく時間がなくなってきましたけれども、ワクチンのほうです。これ本当にね、

ちょっと用事があって行くと、何もしゃべっていないのに、受けたよ、ワクチンって言われる方

がすごく多くって、あっ、そうなんですかっていう、自慢のように言う方がたくさんおられるん

ですけど、それくらい浸透してきているんだなと思います。さすが、日吉津村、ちっちゃいとこ

ろですんで、そうなんですが、今聞いたら本当に８０パーだったのが８８パーということで、順

調にいってるなと思います。

一つ言われるのが、村長さんはワクチン受けられましたかっていうのを、私は二、三人の方か

ら聞いたんですけれども、これは他町の町長さんがあった話なんですけども、これは村長さんの

優先順位ではいけませんね。体質のことだと思うんですけども、その辺はどういうことになって

るのか、ちょっと一つお願いします。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。他の自治体の事例等々も一時期、非常に報道等もさ

れましてですね、関心皆さん持っておられるところかなというふうに思っておりますけれども、

－６６－



私がどうこうというよりは、やはり村長という立場というか機能を考えると、これは一定の打た

れたという事例もありますけども、理解をするところで私自身はいるところでございます。そう

いった中でなんですけれども、今後、６５歳にならない方で基礎疾患がある方とか、あとは高齢

者施設の従事者の方へまず優先的に接種していくということがありまして、あわせまして、国の

ほうでも少しその順位につきまして、各自治体で検討をしてもいいというようなことも出てきて

おりまして、例えばエッセンシャルワーカーと言われます方とか、例えば保育士であるとか、社

会福祉施設の職員であるとか、様々な方があると思うんですけれども、そういった中におきまし

て、やはり一定の役場でワクチンの接種に関わる職員等につきましても、少し検討をする必要が

あるのではないかなというふうに考えているところであります。以上です。

○議長（山路 有君） 松本議員。

○議員（５番 松本二三子君） 本当に接種受けに行かれた方が、接種受けにというのか、行かれ

た方が、周りで働いておられる職員さんは受けられたのかなっていう心配をされてるほうなんで

す。万が一があったら、自分のことじゃないですよ、職員さんのことを心配して言っておられて

るんですけれども、そういう声が本当におとといあったので、そういう目で見られるんだなと思

ったので、やっぱり皆さんが、特にこの放送があって、無駄にしないようになんていうことがあ

ったので、そういうところで、これはどなたが対象ですかっていうのを聞かせてもらったんです

けれども、村民の皆さん、やっぱり順調にいってますので、次々と。周りの人の心配をする余裕

もあるぐらいのことなんだろうなと思います。

順調だということですけども、福祉保健課長が前に出てきてしまいましたので、何かこのコロ

ナワクチンのことで、少しでも問題点とか、どんな感じかなということがあれば、どうでしょう、

課長。

○議長（山路 有君） 橋田福祉保健課長。

○福祉保健課長（橋田 和久君） それでは、松本議員さんの御要望にお答えいたしたいと思いま

す。今、非常に順調に進んでいるということで、先ほど村長から答弁したような状況であります。

ただ、今、国のほうからも例えば職域接種を進めるような動きがあったりとか、あと、先ほども

村長が申し上げましたとおり、優先順位をある程度自治体のほうで、保育士さん、あるいは学校

の先生、あるいは、もっと若者から接種していくというようなこと、そのようないろいろな動き

が今出ておりますので、その辺を十分情報を精査しながら、日吉津としてどのような進め方をし

ていくのかっていうところをきっちり判断していきたいなというふうに思っております。順調に

進んではいるんですけども、これも安心安全にというところがやはり基本ですので、ただスピー
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ドアップしていくだけではなくて、きちんとその辺りを丁寧に対応していきながらというふうに

考えております。そのようなところでよろしいでしょうか。

○議長（山路 有君） 松本議員。

○議員（５番 松本二三子君） 村長と課長に心強いお言葉をいただきましたので、頑張って、私

はもうちょっと順番が回ってこないですけども、待っていたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。以上で終わります。

○議長（山路 有君） 松本議員の一般質問が終了いたしました。

○議長（山路 有君） ここで暫時休憩を入れたいと思います。再開は午後３時５分といたしま

す。それでは休憩に入ります。

午後２時４６分休憩

午後３時０５分再開

○議長（山路 有君） 再開します。

通告６番、河中博子議員の一般質問を許します。

河中議員。

○議員（６番 河中 博子君） ６番、河中博子です。一般質問、今日は３点伺います。

まず、村長の政治姿勢を問う。いかにも大仰で大上段に振りかぶったかのようですが、実は、

ほかの表現ではテレビに映る１４文字のタイトルに収まらないために、このようにしただけのこ

とです。村長もどうか、かみしもを脱いで、ふだん着でお答えください。

さて、中田新村長就任から２年経過しました。まず伺いたいのは、日吉津村の首長として、こ

の２年間をどう総括されているのか、また、今後どうかじ取りしようとしておられるのか、どの

ようなビジョンをお持ちなのか、その方針を実現するための具体案はどういうものなのかをお尋

ねします。

海岸エリアの活性化とその後、海浜運動公園につきましては、指定管理者制度導入という方向

性が示されていますが、それはそれとして、活性化について検討委員会を立ち上げるということ

でした。委員会は具体的にどのような活動をしていらっしゃるのか、お聞きします。

コロナ禍で全国的にキャンプ場が見直されています。これから夏に向けて、早急に大々的に宣

伝する必要があるのではないかと思いますが、検討委員会の方針を伺います。

同じく、河川敷運動公園につきましても、利用促進を図るということでした。どんな具体策が
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できたのかお聞きします。

最後に、良質な村づくりをどう進めるか、これは村づくりのツールとして、１１３チャンネル

をもっと有効に効果あるものとして使えないかという提案です。コロナ禍でイベントの縮小や中

止が相次ぎ、いつもなら自分の目で見られた光景が見られなくなっています。例えば保育所や小

学校の卒園、卒業、入園、入学、運動会、発表会などが人数制限によって見ることができなくな

っています。この様子を私たち村民は、１１３チャンネルの番組で知ることができます。日吉津

村内の出来事を村民に広く知らせる媒体として、ひえづ１１３チャンネルは重要な役割を果たし

ていると思います。これはホームページやＳＮＳにはまねのできないところが強みです。さらに

言えば、１１３チャンネルは、ただ単にあったことを放送するだけではなく、地域社会のルール

を尊重する公民をつくる、日吉津村への愛着を持って村づくりに参画してもらう、人への思いや

りあふれる村にすることなど、質の高いコミュニティづくりのための情報発信の手段として、こ

れまで間接的に役立ってきたと言えます。これを一層そのためのツールとして活用すべきだと思

いますが、行政のお考えをお聞きします。

また、ケーブルテレビ加入率は、直近で７０％と聞いています。これは、スタートした平成１

２年の頃と比べて低下しているのではないでしょうか。現状をお聞きしたいと思います。

なお、答弁によりましては、再質問させていただきます。よろしくお願いします。

○議長（山路 有君） それでは、執行部の答弁に入ります。

中田村長。

○村長（中田 達彦君） それでは、河中議員からの一般質問にお答えをしてまいりたいと思いま

す。

まず１点目、村長の政治姿勢を問うとの御質問でございます。村長就任２年間が経過し、この

２年間どのように総括をしたか、今後のかじ取りの方針等についての御質問でございます。

この４月の２６日をもちまして、任期の半分であります２年が村長就任後経過をしたところで

ございます。振り返りますと、昨年の１月に新型コロナの国内での初めての感染が確認されてか

ら、昨年１月末には村の警戒本部を立ち上げ、その後、４月には国の緊急事態宣言が初めて発出

をされ、あせて村の対策本部も設置をして、現在も対応に当たってきているという現状でありま

す。コロナはそういった状況で振り返るわけですけれども、私は就任にするに当たりまして、１

００年先も住みよい日吉津村を目指して村づくりをしていく、そのために、政策の３つの柱を立

てさせていただいておるところでございます。１つ目が、若者が根づく村づくりということで、

子育て支援、あるいは教育の充実ということ、２つ目が持続可能な村づくりということで、特に
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農業とか、村の活力に関すること、３点目が向こう三軒両隣ということで、防災や安全安心コミ

ュニティの振興ということ、こういったことを掲げて取組をスタートをさせていただいたところ

であります。冒頭申し上げました、新型コロナの対策を行いながらということで、非常に難しさ

はあったのかなというふうに思うところでありますけれども、子育ての関係におきましては、複

合型子育て拠点施設の整備計画を策定をし、現在、設計を実施しており、いよいよ整備工事にか

かってくるというところまで来ているというところでございます。また、教育の関係になります

けれども、小学校、ＧＩＧＡスクールということで１人１台のタブレット導入、これ、県内の団

体にも先駆けて、いち早く整備ができたというふうに思っておりますし、あわせて、ＩＣＴの支

援員というのも配置をし、子供たちに寄り添ったＩＣＴ教育の開始ができたというふうに思って

いるところでございます。

それから、持続可能な村づくり、農業の関係になりますけれども、昨年の１１月になります、

農業未来会議というのを立ち上げました。農業者の皆様と協働で取り組んでいくための検討を現

在進めていただいているというところでございまして、来年度には、この取組を事業化できるよ

うに引き続き検討を進めてまいりたいというふうに考えております。

また、３点目の向こう三軒両隣ということに関しまして、１つはコロナ対策ということが、大

きな対応すべき事項として出てきたというふうに思っています。感染拡大防止、それから経済対

策、それから、先ほどもありましたワクチンの接種、様々なことが出てきたわけでございますけ

れども、村民の皆様、そして医療関係者の皆様、協力の下にこれも進められてきているのかなと

いうふうに考えているところでございます。防災の観点では、昨年になりますけれども、感染症

対応を想定をした避難所の設置、運営訓練も実施をさせていただいたところでございます。そう

いったことなど、難しい状況の中ではありましたけれども、取り組むべき課題にはしっかり取り

組むことができたのではないかなというふうに振り返るところでございます。これもひとえに村

民の皆様の御協力があってのことだと思いますし、また、このコロナで対応すべき業務がたくさ

ん出てきた中、多忙な中、取組を進めてくれた職員にも感謝をしたいというふうに考えておりま

す。

一方で、先ほど申しましたコミュニティの関係で、コロナの感染拡大防止という観点から、人

と人とが顔を合わせる機会が減ってきているなというふうに、やはりこれは感じる部分でござい

まして、引き続き、この感染防止対策というのを行いながら、やり方を工夫しながら、自治会や

村民の皆様の御協力もいただきながら、取組を進めてまいりたいというふうに考えております。

昨年は、村民の皆様にも御協力をいただき、第７期の総合計画、第２期の総合戦略を策定する
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ことができました。この総合計画、あるいは総合戦略に掲げる構想、計画を基本に、村民の皆様

と一緒に村づくりを進めてまいりたいというふうに考えております。具体的には、２年間の総括

も踏まえ、今年度は特に重点的に取り組むべき、かつ各課横断して取り組むべき課題に対して、

村長をトップとする３つのプロジェクトチームを編成をして、検討や取組を進めていくというこ

とにしております。

議会の最初に諸般の報告でも申し上げましたけれども、１つ目は、建設工事を控えております

複合型子育て拠点施設の運営体制を検討していくプロジェクトチーム、２つ目は、議員からの御

質問にもございます海浜エリアの活性化に関するプロジェクトチーム、もう一つが自治体のデジ

タル化、デジタルトランスフォーメーションに関するプロジェクトチームということでございま

す。こういった３つのプロジェクトを立ち上げさせていただきながら、この総合計画の中では、

１０年後の村の姿、みんなでつくる元気な村、住み続けたい日吉津村という将来の姿、キャッチ

フレーズ的に決めさせていただきまして、大切にしたい基本理念として、健康、協働、挑戦と３

つ掲げさせていただいております。引き続き、ワクチンの接種を行うことなどにより、新型コロ

ナの早期の終息を図り、村民の皆様が健やかに過ごし、様々な主体が協働で取り組む村づくりを

進めてまいりたいと考えております。

このコロナの経験を経て、社会は大きく変わろうとしております。この変化にしっかり対応す

るためのチャレンジ精神も持ちながら、日吉津村の一番の強みである人と人のつながりを大切に

した村づくり、そして、みんなが住みよいと思える村づくりを進めてまいりたいというふうに考

えております。

次に、大きな２番目で、海岸エリアの活性化とその後についての御質問にお答えをします。１

点目が、海浜運動公園の検討委員会はどのように活動しているかということの御質問でございま

す。この海浜エリアのさらなる活性化を目的に、この活性化計画というのを策定をしていっては

どうだろうかということで、今年の４月から、総合政策課が主管課として、この策定を検討して

いくことにしております。この計画を策定をするために、村長、総務課、建設産業課、総合政策

課で構成するプロジェクトチームを４月に立ち上げて、活性化の検討を開始したところでござい

ます。５月には海浜エリアの利用者、子育て世代等の様々な分野の村民の皆さんで構成する海浜

エリアの活性化検討委員会を開催をして、まずは現地視察や意見交換を行ったところでございま

す。この検討の中では、現在利用者が減少をしている公園施設の活用策であるとか、施設の管理

運営、観光との連携、豊かな自然環境の保全など、海浜エリア一帯のさらなる活性化を図るため、

この検討を進めてまいりたいというふうに考えているところでございます。今後は、動きとしま
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して、他の自治体の施設等の視察に出たり、あるいは、意見交換等を行って情報収集を進めて、

村民の皆様にも参画いただいております検討委員会と、それから役場でのプロジェクトチームで

検討を進めてまいりたいと考えております。

それから、２点目でございまして、河川敷運動公園の活性化の具体策についての問いでござい

ますけれども、河川敷運動公園につきまして、特別にこちらの活性化策、具体策を策定をしてい

くというような計画ではございませんけれども、先ほど申し上げました海浜エリアの活性化の中

で、この河川敷運動公園も海浜エリアに隣接をした都市計画公園でございますので、この海浜エ

リアと一緒に、一体的に有効活用ができるように検討を進めてまいりたいと考えております。

次に、大きな３点目になります。良質な村づくりをどう進めるかということで、ケーブルテレ

ビによります情報発信等の取組についての御質問でございます。この１１３チャンネルケーブル

テレビは村づくりのための行政情報の発信、共有のツールの一つとして位置づけております。な

るべく分かりやすい情報提供ということで、毎週更新をして発信をさせていただいているところ

でございます。そのほかの情報発信の手段として、広報ひえづや防災無線、ホームページ、ＳＮ

Ｓ等々ございますけれども、それぞれの媒体のやはり特性であり特徴があるというふうに認識を

しておりますので、また、情報を受けられる側のニーズというのもありますので、どの手段も重

要でございます。それぞれの特徴を生かした情報発信をしていきたいというふうに考えていると

ころでございます。

議員のほうからもありましたように、小学校行事がなかなか保護者の皆さんに直接見ていただ

ける機会が少なくなったという中で、小学校、保育所もそうですけれども、この学校や保育所で

の行事というのをケーブルテレビを使って放送をさせていただいているところでございます。非

常に保護者の皆様からは好評をいただいているところでございます。また、村づくりという観点

で申し上げますと、やはり御自分や知り合いの方がこのテレビに出られるということで、地域の

話題、コミュニティの推進に役立っているものというふうに考えております。

それから、国勢調査の関係ですけども、本村のインターネットによる回答率というのが５８％

ということで、これ、県内のトップということでありました。インターネットによる回答方法を

このケーブルテレビを使って放映をさせていただいたことも要因の一つになっているのではない

かなというふうに考えているところでございまして、議員からもありましたように、この放送、

放映の内容につきましても、やはり行政の情報発信していく、それから村づくりにつながってい

くような内容についても、検討をしていきたいというふうに考えております。

最後に、このケーブルテレビの加入率についての問いでございますけれども、これが、議員か
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らもありましたように、平成１２年に放送開始がされたわけですけれども、当初は９０％を超え

ていたところですけれども、年々低下をしておりまして、この４月現在では６４％ということで

ございます。この加入率の向上というのも図っていく必要があるというふうに認識をしておりま

して、このＰＲのために、ヴィレステひえづ、それから役場で常時放映をしております。それか

ら、また、中海テレビさんと連携の取組になりますけれども、地上波と中海地域情報チャンネル、

ひえづ１１３チャンネルのみ視聴可能で、安価なプランというのも設定をしていただいたりとい

うことで、また、保育所や小学校の保護者説明会でＰＲビデオを流したり、チラシを配ったりと

いうことで努力をしているところでございます。やはり視聴率を上げていくことは一つの大切な

皆さんに情報を届けるためのキーになる部分だと思っておりますので、ここについても取組をし

ていかないといけないなというふうに考えているところでございます。

以上で河中議員からの一般質問に対する答弁とさせていただきます。

○議長（山路 有君） これより再質問に入ります。

河中議員。

○議員（６番 河中 博子君） 少し再質問させていただきます。

村長に質問というのは初めてでして、私も実は大変楽しみでもありながら緊張しておりました。

本当に先ほど申しましたけど、政治姿勢を問うなどと非常に硬いタイトルをつけましたけれども、

なかなかいい言葉が出てきませんで、単刀直入にさせていただきました。さっきおっしゃいまし

たけれども、去年からコロナで就任した後ですね、難しさはいろいろあったけれども、子育ての

施設に取り組むとか、そういうことも一応しっかり取り組んできたんではないかと、職員の協力

もあって感謝していると、そういうお言葉を聞きまして大変うれしく思っています。最初に３つ

おっしゃいました、マニフェストに村長が書いていらっしゃいましたけれども、若者が根づく村

づくり、それから持続可能な村づくり、向こう三軒両隣と、やはりこの３本の柱に沿って、それ

に付随するものを、総合政策とか総合戦略とか、そういうものに広げていきながら、具体的にこ

れからも取り組んでいくというふうにおっしゃったと思いますが、それでよろしかったでしょう

か。

ところで、ちょっと村長に伺います。村長として日頃から職員とのコミュニケーションはどの

ようにして取っておられますか。２年たちましたけれども、私は庁舎内で村長が役場職員の仕事

ぶりを見て回られるような姿を一度も見かけたことがないのです。昨年でしたか、一度失礼を承

知で、村長とお話ししたときに、庁舎内をもっと見て回られたらどうですかというふうに申し上

げたことがあります。そのときは歩いてますけどねって言われましたので、ああ、そうですかと
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言って終わったんですが、それ以降もやはり一度も姿を見かけたことがないのです。私も３６５

日役場に詰めているわけではございませんので、一概には申し上げられませんけれども、村長は

職員の人とどういうふうなコミュニケーションを取っておられるのかなと、課長から職場の様子

を間接的に聞けばそれで十分と思っておられるのかなというのが、とても実は気になっておりま

す。時には各職場に出かけていかれて、職員に親しく声をかけられたら、課長の報告では聞けな

かった業務の喜びとか苦しみがくみ取れ、人間味のある接触が可能になるのではないでしょうか。

また、役場に来られた村民の方たちとの触れ合いの場になるかもしれません。大きなお世話かも

しれません、それが杞憂であれば幸いですけれども、その点についてお考えがあれば、お聞かせ

ください。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。以前、河中議員さんから先ほどあったような御指摘

をいただいたことは記憶をしておりまして、職場にも出ていくようにというふうには心がけてい

るところではありますけれども、やはりそれぞれの職員の仕事をする様子などをもっと見ていく

必要もあるんではないかなというふうに考えておりますので、もう少し、やはり直にやり取りを

する機会というのを、コミュニケーションの機会というのを積極的に設けていったほうがいいん

のではないかなというふうに今改めて思ったところでございます。以上でございます。

○議長（山路 有君） 河中議員。

○議員（６番 河中 博子君） さっき言いました余計なお世話だったかもしれませんけれども、

ぜひとも私はそういう姿を見たいなと、お見かけしたいなと思ったものですから、お忙しいでし

ょうけれども、ちょっと心がけていただけたらなと思います。

もう一つ、村長に伺います。村長は政治家として日吉津村の将来についてビジョンをお持ちだ

と思います。日吉津村は村政単独で１３０年以上の歴史を持った村でございます。村民の多くは

日吉津村を愛し、単独の日吉津村が永続することを希望しているのではないでしょうか。小さい

自治体だからこそできる政策もありますし、今回のようなコロナワクチン接種、そういったもの

がスムーズにできたのもその一因ではないかなというふうに私は思っています。村長はこの気持

ちにどう寄り添っていかれるおつもりですか。お答えできれば、伺いたいと思います。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。議員御指摘のとおりだと思っておりまして、村民の

皆様からもいろいろな御意見とかを頂戴する場面がございます。やはりこれは皆様それぞれが村

長であり、行政、役場に対して期待をしてくださっているものと受け止めて感謝をしているとこ
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ろであります。こういった一つ一つの声にやはりしっかりと耳を傾けながら、どういったことが

できるのかというのを考えていくことがあると思っています。そのためには、やはり私もですし、

役場全体としても、力をもっともっとつけていく必要があるんだろうなというふうに認識をして

おります。以上でございます。

○議長（山路 有君） 河中議員。

○議員（６番 河中 博子君） いろいろお答えいただきました。村長のお気持ち、お考えはよく

分かりました。ありがとうございました。

次に、海浜エリアの活性化について伺います。検討委員会を役場のプロジェクトを含めてつく

って、利用者の方たちとの検討委員会を５月にやったと、これから検討していくということです

けれども、具体策としては、まだ１つもできていないということでしょうか。海浜運動公園の活

性化、河川敷運動公園もそのエリア内として考えるということですけれども、もう今６月ですよ

ね。活性化するんなら、本当に一人でも多くの方に利用していただくという、そういう指針がも

う出てもいい時期だと思うんですが、そういった具体策はまだ全然できていないんですか。いか

がですか。

○議長（山路 有君） 福井総合政策課長。

○総合政策課長（福井 真一君） 河中議員の御質問にお答えいたします。

まず、職員、役場内で構成しますプロジェクトチーム、これ４月に立ち上げまして、まず、机

上で今後どういうふうに進めていくのかというようなことを議論しまして、ただ、各担当者は、

担当セクションの場所は知ってると思うんですが、業務で携わったことのない場所っていうのは

日頃見たりしておりませんので、まず現状確認しないと事は進まないということで、４月に現地

視察、現場検証といいますか、こういったものをまずプロジェクトチームで行いました。課題も

いろいろ出てきて、すぐできるものとかはすぐ対応しておりますし、今後どうしていくかってい

うのは、当然これからのことになります。その場でどういった村民の方々に参画していただいて、

こういう計画をつくればいいのかと、まず、メンバーの選定を行いまして、その中でふだん海浜

運動公園とかを活用、活動されているグループとか、そういった方々、具体的に申し上げますと、

グラウンドゴルフ協会、それからターゲットバードゴルフ協会、それからキャンプ場、それから

松林、それと子育て世代とか商工観光、こういった方々で構成する検討委員会をつくりまして、

先般、５月の下旬なんですけども、まず、この方々にも現場を知っていただくということがまず

重要です。現在、施設はあるんだけども、どんな活動でどんな御利用状況、利用状況はどうなっ

てるかということを現地で確認して、その場で意見交換、少しさせていただいて、本日となって
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おりまして、次回は現場を見ていただいた感想を基に、今後どうあったらいいかというアイデア

を考えてきていただいて、皆さんで議論し合うという予定としております。以上です。

○議長（山路 有君） 河中議員。

○議員（６番 河中 博子君） 説明は分かりました。私は、短兵急に結果を求めているのでしょ

うか。つまり、コロナで去年の春、今年の春もですか、人数制限をしているとかいうような話を

聞きました。つまり、総合戦略とか総合計画にもこの活性化ということがうたってあります。総

合戦略は５年間の計画、総合政策は１０年間です。何か先ほどの話を伺っていますと、その間に

結果が出せればいいという、そういう方向性ですか。もしそうだとしましたら、村長の言われま

す、いろいろな施策にスピーディーに取り組むというその方針と、そういう方針と整合性をどう

いうふうに図られますでしょうか、伺います。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。先ほど総合政策課長のほうから答弁を申し上げたと

ころでございますけれども、この海浜エリアの活性化につきましての検討というのに関しては、

やはり何ていうか、議員がおっしゃってるのと考える検討のスパンが少し違いがあるのかなとい

うふうにお聞きをしたところでありまして、少し現状を踏まえたところで、どういった在り方が

いいのかなというところを整理をして検討していこうと、腰を据えた形で検討していこうという、

この現在の活性化のプロジェクト、検討委員会ということで考えておりまして、それはそれで行

いながら、やはり目前のこのシーズンをどうしていくのかというようなことは、それはそれで別

途考えていかないといけない課題なんだろうなというふうに考えております。以上です。

○議長（山路 有君） 河中議員。

○議員（６番 河中 博子君） 最後におっしゃいましたけど、本当にシーズンが目の前に来てお

りますので、やっぱり一人でも多くの方に利用していただくにはどうしたらいいかというのは、

もう考えていきませんといけないんじゃないかと思います。

特に今、全国ニュースなどでもよくやりますけども、コロナ禍で本当にキャンプ場が見直され

ています。最近ではグランピングというのが人気が出てるそうでして、グランピングの人気の秘

密っていうのは、手ぶらで、何にも持っていかなくてもゴージャスなアウトドアが体験できる、

それが人気の秘密なんだそうですけれども、私は、だから、このグランピングをやってらっしゃ

るところともちょっといろいろと話を聞いたんですが、海浜運動公園とかうなばら荘とか河川敷

とかあります。日野川でもすごく夏のいいスポーツやってるんですよというような話もしまして、

そういったような総合的に何かできないかというようなことを私は考えているんです。検討委員

－７６－



会でそういうような話が出たのかなと思ってお話を伺ったんですが、今はそういう段階ではない

とおっしゃいますので、そうなのかなというふうに理解します。

キャンプ場が人気というふうに申し上げましたけど、日野町の鵜の池キャンプ場も４月にリニ

ューアルいたしまして、実際に見てみないといけないなと思って、行ってまいりました。テント

を張る場所については指定された場所が１０か所。それ以外も自由にテントが張れる場所が確保

してありまして、まず、トイレが洋式になっておりました。シャワーも温水、それから、何より

も井戸を掘って飲料水が出るようになって、使用しやすくなったとおっしゃっていました。こち

らも今、日吉津村も海浜運動公園は指定管理という方向性が出されておりますけれども、この鵜

の池のほうも来年から指定管理のほうに出されるということで、現在は調査中でありますという

ことでした。ここの指定管理のほうは南部町の緑水湖オートキャンプ場とか、琴浦町の一向平な

ども指定管理をしているということでございまして、やっぱりやるところはもうきちんとそうい

うふうにやっていらっしゃるんですね。直さないといけないところは直す、修理しないといけな

いところは修理するというようなことがあります。

そういうふうにして見ますと、海浜運動公園っていうのは単なるキャンプ場だけではなくて、

芝生広場、多目的広場、野外ステージとか、それから目の前は日本海です。それから、遠くは白

砂青松の弓浜半島が望めますし、夕日がとってもきれいです。そういう自然条件を組み合わせて、

質の高いキャンプの提供ができると私は思うのです。そういうことを検討委員会で具体的にやっ

ていただきたい。

それから、キャンプだけではなくて、うなばら荘の温泉もぜひ一緒になって活用していただき

たいと思うんですね。うなばら荘の、何でしたか、魅力向上検討委員会でしたか、そういうのも

できていたと思いますが、そこと連携して検討されたりというようなことは今の話ではないです

ね、いかがですか。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。御提言をいただいておりますキャンプ場ですけれど

も、今、日吉津村は直営でやっているということで、管理人さんがおられまして、非常にいい対

応、いい整備をしていただいているというふうに認識をしておりまして、利用される方からも非

常に丁寧な対応だったということで喜ばれたという声をよく聞くところであります。

そういった一方で、議員のほうからもありましたように、新しくグランピングをやってみよう

とか、新たな取組をやってみようというのには、一定のどういったやり方でやっていくのがいい

のだろうかというのが、やはり準備が必要ということでございまして、今御紹介ありました鵜の
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池のキャンプ場であるとか一向平とか南部町の緑水湖あたりの、これ、指定管理に出されている

ということだと思いますけれども、こういったところの状況も今後勉強をさせていただきながら

進めてまいりたいなというふうに考えているところでございます。

また、温泉の関係の活用のお話もいただきました。現在、うなばら荘のほうで温泉に入れる時

間を、少しコロナの関係でちょっと時間を区切ったりしているところがあって、少しそこはどう

考えるかというのは検討が必要な部分ではあろうかと思っています。

それから、うなばら荘の魅力向上検討会につきましては、昨年度立ち上げをして検討を開始し

たところではありましたけれども、その後、西部広域によるうなばら荘の在り方検討の中で、大

きな見直しが図られるというような流れになってきました。また、コロナで非常に、休館になっ

たりとか、来客を少し県外から控えていただくような動きもある中で、この魅力向上を図って、

村民の方に協力、非常に貴重な意見もたくさんいただきかけたところではありますけれども、や

はりここは少し状況を踏まえて、そこの検討は一旦というか、この検討会による検討は去年の途

中で終わらせていただいたということでございます。以上でございます。

○議長（山路 有君） 河中議員。

○議員（６番 河中 博子君） キャンプに併せてうなばら荘もこうやって言いましたけど、私が

大体意識的にうなばら荘というのは、ちゃんと考えがあります。うなばら荘はもはや死に体のよ

うに考えて、もう応援する必要がないんではないかと、そういうふうに思っておられる方がいら

っしゃるかもしれませんけども、今年３月の村長の施政方針にもありますように、うなばら荘は

大きな転換期を迎えることになるが、今後も村民の皆さんに親しまれる施設であるよう、西部広

域とも協議しながら検討を進めると、そういうふうにされています。本当に、一時死に体のよう

にメディアに書かれたりいたしまして、うなばら荘自身もあたふたとされたというようなことが

あるそうですけれども、そういうこともあるものですから、私はいつも海岸エリアの活性化とい

うのを一般質問でも申し上げていますけども、うなばら荘周辺の海岸地域の活性化を提言してい

るには、子育て支援とか観光価値の向上という目的もありますけれども、これから先のうなばら

荘によい波及効果があるようにと考えているから、もう大体何か機会があればうなばら荘のこと

を取り上げて、中に入れるようにしています。そういうふうに意識的に私はやっております。今

後の成り行きの結果を見ることもなく、うなばら荘を見捨てるような感覚は持つべきではないと

私は考えておりますけれども、この点についていかがでしょうか、どなたか。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。議員のほうから、今、私の今年度の施政方針の部分
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も引用をしてお話をいただいたところでありますけども、やはり今現状として、うなばら荘は西

部広域の管理運営というところから大きく転換を迎えようとしているところであります。ありま

すが、この日吉津の海浜エリアに位置する施設として、やはり引き続き村民の皆様から親しまれ

るような施設であってほしいという願いでおります。このたび、この海浜エリアの活性化という

検討も始めたところでありまして、これもやはりこのエリア一帯のにぎわいといいますか、今、

検討メンバーの中に商工会の方も入っていただいているという、先ほど課長のほうから答弁いた

しましたけれども、こういった商工会のほうでサイクルの聖地化というような取組をしておられ

るところでありまして、こういった様々な関係機関とも連携をしながら、様々な取組の連携をさ

せながら、うなばら荘も含めたところでの海浜エリアのやはり活性化というのを図って考えてま

いりたいというふうに今進めかけているというところでございます。以上でございます。

○議長（山路 有君） 河中議員。

○議員（６番 河中 博子君） うなばら荘に関しては、今の形っていうのは本当にあと、来年の

３月までですので、さっきも言いましたけども、一人でも多くの方に利用していただくと。そう

いう方針を立って、やっぱりアピールをしていかないといけないなというふうに思っています。

このままだと本当に何か暗いし、沈んでしまうような感じもするものですから、ぜひとも元気に

やってるよという方向性、姿は見せる、そういうＰＲはするべきだと思っています。

ところで、ちょっと公園のことについてお尋ねします。家族で憩える公園がやはり必要ではな

いかと思います。公園というのは単に遊ぶだけではなく、子供たちが先輩を見習ったり、後輩の

面倒を見たり、教えたりなど、子供の成長過程にも必要な場だと私は思っています。海浜運動公

園や河川敷運動公園を村民の憩いの場というふうに行政では言われますけれども、子供から大人

まで健康的に楽しく憩える、そういう具体策っていうのは出ているでしょうか、お尋ねします。

○議長（山路 有君） 小原総務課長。

○総務課長（小原 義人君） 河中議員の御質問にお答えします。

具体策というような形ではないとは思いますけれども、まず、公園の利用についてなんですけ

れども、海浜エリアに芝生広場と多目的広場がございます。こちらにつきましては、占用してい

る、有料で借りられている時間帯以外はどなたでも御利用いただけますので、ぜひ村民の皆さん

も、家族で、それから友人同士、仲間同士、ぜひ御利用をいただきたいなというふうに思ってま

す。以上です。

○議長（山路 有君） 河中議員。

○議員（６番 河中 博子君） 質問しようと思ってましたけれども、占用してグラウンドゴルフ
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とか、そういうとき以外は料金を払わなくても自由に御家族で使っていただいていいということ

ですね。分かりました。

河川敷運動公園も普通、サッカーの練習、それから土日は試合とかいうのであそこは使ってお

られますが、そうではないときには自由に使ってよろしいもんなんでしょうか、どうですか。

○議長（山路 有君） 益田建設産業課長。

○建設産業課長（益田 英則君） 河中議員の御質問にお答えします。

河川敷運動公園につきましても同様で、占有が、予約が入ってない場合について御自由に使用

していただけるということですので、よろしくお願いいたします。

○議長（山路 有君） 河中議員。

○議員（６番 河中 博子君） 村民の方と、私も今回お子さんがいらっしゃる保護者の方と結構

話しましたけど、そういうことをやっぱり御存じないですから、入っちゃいけないとかって思っ

ていらっしゃいますので、何らかの形でそれは告知したほうがいいでしょうね、ちょっと私も考

えてみますけれども。海岸線から淀江のほうに向かって、新佐陀橋を渡ってすぐ左に大和公園と

いう公園があります。敷地面積１万７５０メートル、グラウンドのトラックとか芝もあって、サ

ッカーのゴールもあったり、それから奥のほうには滑り台とか遊具も置いてあります。これは旧

淀江町の時代に緑化公園整備という行政の計画の中でできたものだそうですけれども、いつもい

ろんな方がよく、車で通ると使っておられます。それから、少し遠くなりますけれども、大山町

の仁王堂公園、全長約１１メートルのカラスてんぐの像で知られていますが、ここは子供の身体

能力を高める遊具がとても豊富な公園です。ふるさと創生一億円事業で整備されたものだそうで

すけれども、こういう公園を目の当たりにしますと、なぜ日吉津村にはできないのかなと思うの

です。国道４３１号沿道の活性化のために企業誘致をして開発を推進すると言われますけれども、

子育てなら日吉津という看板を掲げている行政として、今後公園を造ろう、そういう考えはござ

いませんか、伺います。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。先ほどやり取りがありましたとおり、河川敷の運動

公園、それから海浜運動公園の多目的広場、芝生広場につきましても、どこかの団体が予約をし

て、使っていないときについては自由に使っていただいてもいいということですので、やはりそ

の辺はもう少しＰＲをしていけたらなというふうに考えるところでございます。そういった場所

も使っていただきながらということではございまして、新たにこの公園を現在整備をしてという

ことでは考えていないところでございますが、今、海浜エリアの活性化の検討を開始をして、今
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後していくわけですけども、海浜公園の中にも少し利用が少ないような施設、場所もあります。

テニスコートだとか、そういったところを有効にといいますか、活性化、活用を図っていくよう

なことができないだろうかというところは少し念頭に置きながら検討を進めてまいりたいと考え

ております。以上です。

○議長（山路 有君） 河中議員。

○議員（６番 河中 博子君） 分かりました。

次、最後の１１３チャンネルについて伺います。

情報発信ということで、広報、防災無線、ホームページ、１１３チャンネルという、全てがい

ろいろなツールであるということは、それは非常によく分かります。それから、加入率のほうも

下がってきているということですけれども、日吉津村は新しいおうちがたくさん、次々とできま

す。中海テレビさんのほうも建設業者さんとタイアップして、入ってほしいという、そういう協

力、呼びかけもしておられて、最近でも入っておられる方はあるそうですけども、やはりどうし

ても少ない。行政としてもやっぱり、さっきＰＲをしているとおっしゃいましたけれども、意識

的にもうちょっとバックアップしてあげたらいいんじゃないかなと。やっぱり増やしていかない

といけない、それぞれです。広報は読んで分かる。いつもありますから、いつでもすぐ出せます。

放送はそのときに流れただけで、１週間流れますけど、また忘れるというようなこともありまし

て、確かにツールとしてはいろいろな利用価値、いろいろな特色があると思ってますけれども、

今回、１１３だけに絞って言わせていただきますと、これから、今もやっていらっしゃるかもし

れませんが、ただイベントとか行事、そういうことを、あるだけを放送するだけではなくて、時

には村内の有識者による簡単な教育的コメントをつけたりとかして、公民としてのレベルを向上

させる、そういうような配慮を試みてはどうでしょうかと思います。もっとも、難しいこともあ

りまして、逆効果にならないように考えないといけないんですけども、例えば今盛んに言われて

いますＤＸですね、デジタルトランスフォーメーションとは何ぞやと。何でトランスフォーメー

ションがＸなのって、そういうところからやっぱりちょっと言っていただくと、すとんと胸に落

ちるんじゃないかなと思ったりもするんです。

それから、さっきから問題になっていますごみ処理ですね。ごみ処理のトラブルを解決する各

自治会役員の苦労についての特集とか、海岸の松林のごみ捨ての現状とか、海浜運動公園使用の

公人としてのマナーとか、それから、内容によりますけれども、講演会とか学習会などのそうい

う催しを、催しは１週間で終わるんではなく、またちょっと編集をして短くしてでもいいですか

ら、再放送をしていく。村民が見ていて勉強になるようなことを少しこれから入れていったらど
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うだろうかなと私は思うんです。そのためには、企画会議というのが必要です。そういうのをや

っておられますか、企画会議というのを、お尋ねします。

○議長（山路 有君） 福井総合政策課長。

○総合政策課長（福井 真一君） 企画会議につきまして、やっておりません。以上です。

○議長（山路 有君） 河中議員。

○議員（６番 河中 博子君） 現在は本当に一人で、１１３だけじゃなくても、広報紙のほうも

そうでしょうが、１１３でいえば、１人で取材から編集、ナレーションまで入れてやっておられ

ます。少し苛酷過ぎるんではないかなとは思うんですが、普通にはそこの課で企画会議やります。

来月は、７月は、じゃあ何をメインに書こうか。広報も一緒です、１１３もそうです。職員が集

まって企画会議をする、そういうような村の方針ができれば、担当者もやりやすいと思うんです

よ。やっぱり、そういう各課でそれぞれが担当はしてるんですけれども、村民に対しての情報提

供ということになりましたら、企画会議というのはぜひ私はやっていただきたいと思います。

それから、ちょっと１人でしゃべっちゃいますけども、放送っていうのはオンエアされてるの

を見るばかりで、そんなもんだって思われるでしょうけれども、取材したテープというのは非常

に貴重な記録なんです。私はいつもよく言いますけども、記憶は薄れても記録は残るんです。だ

から、いろいろな形、いろんな場所に行って取材しておられますけども、それは大変なデータで、

日吉津村にとっても大変なデータで情報ですので、ぜひともまず大事にしていただくと。現在も

アーカイブスは威力を発揮して番組をつくっておられるようですけれども、そういう意味でも１

１３チャンネルのツールというのは、コミュニティ、それから形成に必要で、むしろ必要不可欠

だというふうに私は思っています。

１人でしゃべっちゃいましたが、１１３チャンネルの重要性っていいますか、重要っていうの

は大げさですけれども、やっぱりコミュニティづくりに必要であると私は思いますが、どう思わ

れますか。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。議員おっしゃいますように、やはりこのコミュニテ

ィづくりということで、村の情報発信であったり、あるいはこういった行事やイベントがされま

したということも非常に大切なことだと思っていますし、提案をいただきました学習の機会にな

るようなこと、今でも講演会のことなんかは流させていただいているところではありますけれど

も、やはりどういった大きな方針でやっていくかという部分について、もう少し考えてみてもい

いのかなというふうに今お聞きをしたところです。以上です。
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○議長（山路 有君） 河中議員。

○議員（６番 河中 博子君） さっきから言ってる企画会議といいますが、ぜひともいろんな情

報発信、情報の共有とか日吉津村の魅力発信とか言われますけれども、それの基本となるところ

は、やっぱりそこの課といいますか、担当者も含めて会議をしてこういったものつくっていこう、

こういったものを発信しようという、そういうことは絶対必要だと思いますので、今後ちょっと

考えていただきたいと思います。

最初に、村長の政治姿勢を問うなどと申しましたけれども、村民の声に真摯に向き合うことを

目指したコミュニティや村づくりを、それこそ参画と協働で進めていただきたいと思います。ワ

ンマンとリーダーシップを取るということは違います。村長の政治姿勢を村民に分かるように見

せながら、これからもかじ取りをお願いしたいと思います。終わります。

○議長（山路 有君） 以上で河中博子議員の一般質問を終わります。

○議長（山路 有君） 続いて、通告７番、議席番号３番、橋井議員の一般質問を許します。

橋井議員。

○議員（３番 橋井 満義君） ただいま議長のお許しをいただきましたので、令和３年第２回定

例会の一般質問をさせていただきます。

通告７番、議席番号３番、橋井満義でございます。通告時間は６０分とさせていただいており

ますので、各自お手元に配付させていただいております一般質問通告書に基づき質問させていた

だきます。

それでは、よろしくお願いをいたします。本日は、皆様、テロップで出ておると思いますが、

道路インフラ整備は年次計画で、それから２点目が、村有地の適正な管理を、３点目、行政運営

の指標はということで、大きく今回は３点について質問をしていきたいと思います。

この、まず１点目、道路インフラ整備は年次計画でということでありますが、この点につきま

しては、去る前回の定例会において通告をしておった事項でございますが、時間が足りませんで

したもので、再度これはリバイバルとして質問させていただくものであります。重複するかもし

れませんが、本村は米子道や国道４３１号線と、交通の要衝となっており、大型店舗出店の重要

な立地条件となっております。しかし、これらの交通状況も変貌し、道路インフラの整備が必要

と考えておるところであります。ここ数年、これらに関わる予算投入はほとんどされておりませ

ん。よって、以下の点について回答を求めるものであります。

まず１点目、このたびの定例会において、村長からの報告事項でも若干ありましたが、境港か
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ら米子道への高規格道路整備計画について、この協議会の一員である村長として、進捗状況やル

ート等について報告を求めるものであります。次、２点、日野川右岸の県道整備調査が行われて

おります。これは今回、同僚の松田議員からも質問が出しておられました。その後の経緯はどう

なったのか説明を伺いたいと思います。それから３点目、村内道路整備についてであります。村

道役場線と２号線交差点の用地買収が終わり、解体をされて、更地となっております。今後、道

路改修はいつ行われるのか、また、その事業詳細を説明をいただきたいと思います。４点目、村

内道路側溝に関してでありますが、これも長年来のずっと住民からの提案といいましょうか、意

見が寄せられております。床版の取付けのがたがたや元来の構造物の出来形、要するに２５セン

チの側溝幅であったり、２３センチであったり、非常に構造物の出来形が悪く、苦情が寄せられ

ておるところであります。これは年次的に改善すべきと考えるものでありますが、執行部の考え

方はどうか、説明を求めるものであります。次、５点目、村内道路計画を土地利用計画や都市計

画マスタープランと照らし、どう方向づけしていくのか、方向を示していただきたいと思います。

それから次に、大きな２点目であります。村有地の適正な管理を。これは以前から質問をたび

重ねておるものでありますが、明確な回答を得ていないものであります。特にこの今吉８３番の

１、１６６平米の土地であるものであります。去る３月定例会において、年度末までには示すと

のことであったが、全くの無回答であり、残念の極みであります。再度、以下の点について回答

をされたいと思います。

１、キノコ廃菌床の試験データを御提示いただきたいと思います。２、当該土地の耕作者以外

に試験してもらっているとありますが、どこで何の品目を何名の方にどのようにして行っている

のか、その詳細のディテールを報告いただきたいと思います。

次、３点目、これは行政当局の考えでございますが、行政運営の指標は。行政の基本的運営事

項について、次の点について答弁いただきたいと思います。

行政書類の中で公印がありますが、要するに赤印、朱肉印と、公印省略の区別を条例等を含め

明記されて分別されていると思いますが、改めてこれらの確認をしたいと思い、説明をいただき

たいと思います。公印の管理及びそれらについてであります。また、割り印、要するに縦長版の

小判版について、割り印についても同様の説明をいただきたいと思います。それから２点目、こ

れは最後になりますが、この大きな３番とはちょっと離れるかも分かりませんが、村長の基本的

な姿勢でございますが、村長、任期の半分が経過したわけでありますが、先ほど来同僚議員から

も質問があったわけではありますが、率直な所感を伺いたいと思います。

以上、大きく３点について明確な回答を賜りたいと思います。
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○議長（山路 有君） それでは、執行部の答弁に入ります。

中田村長。

○村長（中田 達彦君） それでは、橋井議員からの一般質問にお答えをしてまいりたいと思いま

す。

大きく３点ございました。１点目でございますけれども、道路インフラ整備は年次計画でとい

うことの問いでございます。

この中の１点目としまして、境港市から米子、境－米子の高規格幹線道路の整備計画の進捗状

況、それからルート等についての現状の報告を求めるということでございます。この米子－境間

の高規格幹線道路の計画につきましては、これまで米子、境港地域と道路の在り方検討会という

ことで、国、それから県、米子、境と日吉津村の２市１村で検討をしてきたところでございます。

こうした中、国のほうから、地域の将来像を見据えて、広域的道路ネットワークの観点から高規

格幹線道路の必要性を整理する必要があるというような方針が示されて、国は新たに国と鳥取、

島根の両県、関係市村、それからＮＥＸＣＯ西日本をメンバーとする中海宍道湖圏域道路整備勉

強会というのを去年の１１月２０日に新たに設置をして開催をされたということでございます。

この勉強会の中では、各分野における中海宍道湖圏域の現状と課題について共有が図られ、そし

て、地域の持つポテンシャル、可能性の再確認、それからそのポテンシャルの活用のためのネッ

トワーク、連携を図っていくことが必要であるとの共通認識が図られたところでございます。３

月２６日にも会議がございまして、この中で災害対応、産業振興等について圏域の現状、課題等

が確認をされ、３つの基軸の中で中海宍道湖の８の字ルートを整備をしていくということで、中

海宍道湖の北側の境から出雲に向かうルートと、それから中海宍道湖の南側を通って境から出雲

のほうに向かうルート、それから米子－境のルートということで、こちらをそれぞれ検討を進め

ていこうということで確認をされたということでございます。

今後、この勉強会によりまして、個別路線であります米子－境港間の高規格幹線道路の調査、

検討につきまして、国主導で行って、現在凍結しておりますこの計画の凍結解除を経て、事業化

に進んでいくものと考えているところでございます。

具体のルートの案につきましては、今後、国が計画段階評価を行う中でルート案を示し、国、

地方自治体、住民等でこのルートが検討をされ、これを決定していく過程では、ルートを決定し

ていく過程では、地方公共団体への意見聞き取りや地域住民、企業、道路利用者等へのアンケー

ト調査、ワークショップ等により意見聴取が実施されることがほかのところの事例からは考えら

れるところでございます。
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この米子－境港間のルートの検討に当たりまして、圏域、それから日吉津村の発展に資するも

のとなるように努力をしてまいりたいと考えております。

次に、日野川右岸の県道調査が行われたが、その後どうなったかという御質問でございまして、

この道路につきましては、昨年の４月から県が用地測量や交通量調査等を行っておりまして、現

在は関係団体に説明を行い、設計を進めている段階ということでございます。県のほうで昨年４

月に調査区域内の住民の皆様等へ個別説明を行った際には、本村からも職員が同席をして課題や

意見の共有に努めているところでございます。今後の設計に当たりましては、地元であります本

村も加わって、課題の共有であったり検討に努めていく予定としております。

それから、次に、村道役場線と２号線の交差点改良はいつ頃行われるのか、またその詳細とい

うことの質問でございます。

この工事の時期につきましては、用水期が終わった秋頃から着工をしたいということで考えて

いるところでございます。この工事の内容についてでございますけれども、南北のほうの路線、

県道になってきますけども、ここに右折車線を設置をして、こちらの４３１のほうからずっと向

かって行くと２号線、右、イオンのほうに向かって右折車線、それから今吉のほうからこっちへ、

役場のほうに向かってきて２号線に入っていくような右折車線がそこにできるという、そして、

信号機の取付けを行っていくというような計画で今検討を進めているところでございます。改良

を図っていく工事は秋頃から着工してまいりたいと考えているところでございます。

それから、次に、村内道路側溝に関しての床版の取付け等に対しての考え方の御質問でござい

ます。年次的に改善すべきではないかということでございます。

この道路の維持、補修については、現在、ふだんの確認であるとか、あるいは自治会等からの

御意見を集約をして、緊急性のあるものについて順次補修、整備等を行っているというのが現状

でございます。この道路側溝ということに関して申し上げますと、補修材料の支給により、地元

自治会等での対応をお願いをしているところでございます。また、破損が激しく、交換が必要な

ものにつきましては、自治会から役場のほうに御連絡をいただくようにしているところでござい

ます。

この側溝の蓋については、これまでも自治会から様々な要望をいただいているところでござい

まして、現地の状況によりまして、蓋かけや蓋の交換、コンクリート製のものからグレーチング

の蓋への交換等の対策を講じてきているところでございます。危険箇所で事故防止の観点から設

置が必要である、あるいは劣化が進み、交換が必要であるなど、現場の状況を確認の上、対策が

必要な箇所から実施をしてまいっていきたいと考えているところでございます。また同時に、対
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策を講じたことで交通量や車道の速度等がどのように変化をするかということ等にも予測を立て

ながら、安全な交通対策も実施していく必要があると認識をしております。

今後も現場の確認や自治会、村民の皆様からの御意見を集約をして、安全安心な道路整備を進

めてまいりたいと考えております。

次に、村内道路計画を土地利用計画や都市計画マスタープランと照らし、どう方向づけしてい

くのか、方向を示されたいということの御質問でございます。

この土地利用計画や都市計画と道路、これは非常に密接な関係があり、それぞれの計画に沿っ

た道路整備を進めていく必要があるというふうに考えております。一方で、先ほど申し上げまし

た適切な維持管理というのも重要になってくるというふうに考えているところでございます。土

地利用計画や都市計画マスタープランに沿って、今後も必要な道路整備を検討していくというこ

とになろうかと思います。今後予測されます、これは国全体の話になりますけれども、人口減少

であるとか、この圏域の人や車の動き、それからそういった本村を取り巻く環境等に関しまして

検討をしていく必要があるというふうに考えております。

次に、村有地の適正管理についての御質問でございます。

今吉地内の土地につきまして、キノコ廃菌床の試験農場ということで試験を行っている、その

データについて提示をということでございます。それから、当該地以外の試験についての状況に

ついて報告をということでございます。お答えを申し上げます。

この、まず、ネギの試験内容につきましては４パターンを実施をしており、それの効果を比較

をしているということでございます。Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄというような言い方をして申し上げさせて

いただきますと、Ａは堆肥化した廃菌床をまくものです。１０アール当たり４トンということで

ございますけれども、まくもの。Ｂは堆肥化せずに粉砕した廃菌床をまくもの、これ、同じ量と

酵素液肥をまくものでございます。それからＣとして、ブロック状の廃菌床をまくもの。Ｄとし

まして、通常の牛ふん堆肥をまくもの、という４つの試験区を設定して、栽培試験を実施してい

るところでございます。

現状のデータということでございまして、口頭での説明にはなりますけれども、堆肥化をした

廃菌床と、Ａでございます、堆肥化した廃菌床とＤの牛ふん堆肥で、これ、ネギの太さと数が優

れる傾向であって、牛ふん堆肥とこの廃菌床を堆肥化したものが同程度の効果が期待できるので

はないかという、現在の認識、受け止めでございます。

あわせまして、ほかの品目についての試験状況でございますけれども、今のネギの栽培につき

ましては、該当地と南に隣接する畑の一部を利用して、隣接する畑の所有者の耕作者の方に実施
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をしていただいているところでございます。また、ブロッコリーの試験栽培につきましては、ブ

ロッコリー農家が使用しておられる圃場を使わせて、利用して、当該ブロッコリー農家に実施を

お願いを、協力していただいているところでございます。ネギとブロッコリーと、あと水稲とい

うことで行っておりまして、水稲の試験栽培につきましては、小学生の田植稲刈り体験圃場を利

用して昨年度実施をしたところでございます。こちらにつきましては、複数の村内農業者の方に

各種作業に御協力をいただいたところでございます。

この試験結果を農業者の方へ周知、広報することにつきましては、３月の議会の際に年度末ま

でに公表というようなスケジュール感で答弁をさせていただいたところではございますが、やは

りこの内容につきまして、村内の農業者の方に広く利用がされますように、また、分かりやすく

伝えるように整理をしていく必要があるというふうなことから、時間を少しいただいているとこ

ろでございます。ほかの品目、ブロッコリーとか米の試験結果等も踏まえまして、検証も行った

上で、村内農業者の方に利用いただけるような仕組みの検討というのも併せて行っていきたいと

いうふうに考えております。

次に、大きな３番目になります。行政運営の指標はということで、１つ目が公印の取扱い、押

印するのか省略するのかというような御質問でございます。

この公印の取扱いにつきましては、日吉津村文書事務規程というのがございまして、この第１

６条に、浄書済みの文書を発送しようとするときは、公印及び契印を押印するものとする。ただ

し、総務課長の承認を得た場合は、これを省略することができるというふうに規程がしてあると

いうことでございます。これまで本村におきまして、この文書事務規程に基づきまして、文書を

発送する際には公印と契印、割り印をセットで押印をしてきたところでございます。しかしなが

ら、時代の変遷の中で業務の効率化等を推進するために公印省略の取組が進んでおり、本村にお

きましても文書の内容によっては公印を省略して作成し、発送をさせていただいているところで

ございます。この公印省略について、具体的な省略の範囲を定めた施行要領まではございません

というのが現状でありますけれども、県等の例に倣い、慣例的に行っているところでございます。

具体的な文書の例になりますけれども、会議等の開催通知であるとか、資料等の送付の文書、

定期的な報告文書などの、軽易なといいますか、そういった文書につきましてとか、あるいは県

などから公印省略で送られてきた文書への回答文書などにつきましては公印省略と表示をして、

その際は公印は押さない、契印も押さないということで取扱いをしているところでございます。

この公印省略ということで、国、県でも行われているところでありまして、今後は公印という

か、押印を廃止をしていこうというような動きもあるところでございまして、今後、国や県の動
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き等も見ながら、また、近隣の市町村等の取扱い等も勘案をしながら、この押印を省略していく

ということに向けて検討して準備を進めてまいりたいというふうに考えております。

最後に、村長の任期の半分が経過をしたが、率直な所感をということの問いでございます。

先ほど河中議員からの御質問に対しまして、２年間の総括等について、今後の取組方針等につ

いてお答えをしたところでございまして、率直な所感ということでお答えをさせていただきたい

と思います。

率直な所感を申し上げますと、村民の皆様のこの日吉津村への思い、それから人と人とのつな

がりの中で皆さんの協力があって様々な事業や行事が実施できているなということでございまし

て、本当に村民の皆様には感謝の一言でございます。

そうした中、新型コロナが発生をして、様々なところに影響が出ているということでございま

して、チューリップマラソン、それから球技大会、村民運動会、盆踊り花火大会、芸能大会など、

様々な行事やイベントが中止となったことは非常に残念であるというふうに思いますとともに、

こうしたイベント等につきましても全て村民の皆様の主体的な取組であったり、御協力の上に成

り立っているものだと、改めてその大切さを感じているところでございます。この現在のコロナ

が早期に終息をしてほしいというのは、これは皆さんの思い、同じ思いだというふうに考えてお

ります。今後もこの終息に向けた取組、努力をしながら、コロナ後の村の運営、村づくりについ

て、これも皆様に御協力をいただきながら進めてまいりたいと考えているところでございます。

以上で橋井議員からの一般質問に対する答弁とさせていただきます。

○議長（山路 有君） これより再質問に入ります。

橋井議員。

○議員（３番 橋井 満義君） このたびはちょっと時間をうまく使っていきませんと終わらなく

なっちゃいますので、まず、それでは、順を追って再質問させていただきたいと思います。

まず、１－１ですね、境港から米子道ということで、先ほど村長のほうからも答弁がありまし

た。これ、中海宍道湖圏域の勉強会ということで、これは昨日、おとといのニュースでもやって

たと思いますが、要するに中海、宍道湖の北岸ですね、湖北岸のルート、それから南側のルート、

それから米子から境港ということで、それをつないで８の字という表現をしておられました。こ

こでみそなのは、北岸の部分、それから南側の部分。だけども、右側の米子と境の部分は、ちょ

っとこれは君たちで相談してくださいよというファジーな部分が残されています。要するに出雲

や松江の人たちはここの部分にはあまり触ってはいい部分と悪い部分があるよということが、こ

この大きな問題であります。私どもも一番ここに関心があるのは、要するに外浜線なり内浜線な
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りの、ルートがどういうふうに変わってくるかということで、これからの日吉津村の在り方にも

大きく変わってくる。それと、８の字なんて本当につまらない名前をつけたなと思って。見るか

ら、あれ、８の字なんだけど、８の字が横倒しになってるんだから、少し頭のいい人はあれを、

数学のときに習いましたよね、インフィニティー、無限大とか、メビウスの帯だとか。中海商業

圏は半永久的に未来永劫、拡大していくんだよぐらいのちょっとジョークがあってもよかったな

と思ったんですけども、これをどうこう言っても、村長、名前を変えろとか云々じゃない。だけ

ど、その一員ですから、これからは逐次、ここの部分はどげせよ云々ということはなかなかメン

バーおられてのことですから、ここの一番の部分については、できるだけ状況の変化点をつぶさ

に御報告を私どももいただきたいなということのお願いを申し添えて、ここはおきたいと思いま

す。まず、１－１はこれで終わります。

それから、日野川右岸ですね、右岸堤線、ここの部分は前からも指摘等あったのもありますし、

大きなやはり問題というか、日吉津村がやはりここで大きく関わっていかなくちゃいけないとこ

ろは、要するに村道を環状線とのリンクの仕方で、王子製紙との関係が一つはここにはあると思

ってるんです。今、王子製紙は境港からの物流のチップをぐるっと産業道路から９号線を通って

王子の南側のところから入って、それから今度は東門からぐるっと９号線に出て、４３１回って、

ぐるっと回ってます。あれが例えば、日野川の東詰めですか、皆生大橋の東詰めのあそこのルー

プの部分のアクセスさえできれば、大きくやっぱりここは貢献していけると。それは県道との関

係もありますし、やはり村としても協力できる、できることの云々を、やはり私はここが大きな

スタンスの分かれ目になってくるんじゃないかなというふうに思うところですので、そうなった

場合には、村長、その王子も含めて、そこを協議の場として、県とお話をされるようなお気持ち

なり考えというのはありますでしょうか、その点。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。今、議員のほうから御指摘ありましたように、この

右岸道路のこともですし、その前の質問にありました、この米子－境港の高規格幹線道路の件に

つきましても、やはり大きな物流といいますか、トラックも走りますし、非常に大きな利用をさ

れる方になってくるというふうに思っていますので、しっかりとそこは王子製紙さんとも意思疎

通を図りながら検討を進めてまいりたいというふうに考えております。以上です。

○議長（山路 有君） 橋井議員。

○議員（３番 橋井 満義君） 今、村長のほうから前向きに、この件については、今度、境港と

の道路の計画の進展状況、それから、県のほうも調査をしたということでありますから、そこの
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部分との兼ね合いを備えてた中で、日吉津村はやはり道路インフラな部分で投資をこの数年間し

ておりません。やはりそこは思い切った施策が、今度、都市計画の道路づくりとしてのスタンス

を村長として持たれるタイミングが必ずや来るなというふうに思いますので、そのときには思い

切った姿勢を私は取っていただきたいなというふうに思います。これについては、どうこうせい

ということがすぐにできるもんではありませんので、そのタイミングのときには時期をたがわな

いように取り組んでいただきたいと思います。

それから、３点目の道路整備について。これは村道役場線と２号線、ちょうどアスパルの角地

のところになります。長年来の計画でありました。今お聞きするところによりますと、これは用

買は完了しましたので、このたびもここの整備計画を行うのに補正があったわけでありますが、

一つは、ここで反省しなくてはならないのは、やはり見積りの適切な算出をしなくてはならない

ときにきちっとしておかなかったのが補助制度の見逃しに陥ったということもありましょうし、

それは反省してもらわなくてはなりませんが、用水路、あそこには田んぼの水路の云々の影響が、

２号線の北側の水路があるのかな、が、要するに出水期なので、これが終わった秋の頃に施工を

して、今年度中には完了をするということの確認でよろしいでしょうか。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。まず、補助金がつかなかったことに関しましては、

これは見落としがあったからということではなくて、全体での配分の中で配分にならなかったと

いうことですので、そこは確認をいただきたいと思っております。

用水期が終わった秋頃から着工予定ということで、一部、用地の買収がまだ残っている部分も

ございます。そういったところのお話も進めさせていただきながら、この秋頃から着工し、年度

内には完了できるように進めていきたいと考えております。以上です。

○議長（山路 有君） 橋井議員。

○議員（３番 橋井 満義君） 今、村長のほうから、今年度中には完了して、皆様方には広い道

路になるということを確認をいたしました。これで私も聞かれた場合には大手を振って、今年度

中に終わりますので御安心くださいということで皆様方にはお知らせをしたいと思っております。

それから、この次、４点目、村内道路の側溝に関してのことです。今の日吉津村も住宅地が少

ない云々ということであったり、要するに市街化区域では宅地の分譲開発をされたりと、これか

らも王子の東側に１０区画ぐらいの計画があるようにも聞いております。それらはもとより、そ

ういう分譲開発をされる場合については、道路法なり都市計画法に基づいた側溝なり道路勾配な

り道路計画できちっとされるんですが、しかしながら、既設の、都計の今の連檐区域の地域にお
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いては、旧来の住宅の中に本当に小さな側溝で、以前からも様々な旧住宅地の方々から指摘を受

けておる水路があります。これらに、事例と申しましょうか、おおむね出来形が２５５の側溝で

道路側溝がいけてあるところが多いんで、そこに今は、業界でいう２５０です。２５０の床版を

かけます、グレーチングを。そうしますと、出来形が２５センチだと思っても、既製品はきちっ

と作ってあります。でも、２６センチ、２７センチありますから、がちゃがちゃがちゃがちゃず

れるんですよね。それで、ずれ防止のところにくさびでクリップのようなものも売ってます。そ

れはいいです。それで、仕方ないから家を建てられて、新しく居住されまして、みんなきれいな

グレーチング敷かれてます。仮に、側溝の管理は村であります。その床版をかけないと家に入れ

ないのは銘々の方です。仮に、床版が、その上に通過した車が床版をがしゃぴんで巻き上げて、

タイヤの間とホイルの間に挟んで車が破損したという場合には、どういう状況になるんでしょう

かね。担当の課長、分かりますか、誰が責任持ちますか。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。これは基本的には道路管理者の責任となるというこ

とでございます。これまでそういった事例については、私のほうでは聞いていないという状況で

ございます。以上です。

○議長（山路 有君） 橋井議員。

○議員（３番 橋井 満義君） こればっかり長くあれして付き合ってもおれません。特に新しい

分譲されてるところは、出来形はきちっとよろしいわけです。既設の、例えば議長おられますか

ら悪いですけども、富吉の中道や、そこでも新しく建てられた富吉北線の北側ですね、あそこ新

しい住居を構えられたお方はたくさんおられます、何軒か。あそこの側溝なんかも同じようなこ

とが言われます。富吉のことばかり、今ちょっと例に取っただけですから、そういうのんの側溝

で云々としても、結局、自分は敷かざるを得ないと、困るから。それで、敷かないと建築確認の

許可もできません、受けれません。図面の中に既設床版敷というのんで、接道２メーター以上書

いて出さないと、建築確認、あれが取れたことになりません。

ということが将来的にあった場合には、そういうことも多々起こるよと。それで、その側溝の

出来形がもうがたぴしがたぴしの部分が多いですから、それを私は年次計画できちっとそれを見

て、改善の手法を立てていただきたいなということを私は申し上げておりまして、先ほどの村長、

最初の答弁では、自治会要望からあったところを緊急性等を順位をつけてそれを行っていくよと

いうことは誠に民意を取った順序かも分かりませんが、そういう私は今の連檐区域の場合の、あ

そこが一番、今、急々に問題が起きたときには、そういうことも出てくるんじゃないかなという
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ふうに思ってまして、順位制をつけるんだったら、そういうところをきちっとリサーチをしてや

るという方向性はどうかなというプレゼンを私、今してますので、その点の考えについて再度ち

ょっと返答を聞きたいと思います。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。お宅を建てられる方のほうで設置をされた床版につ

いて、これが村のほうに帰属をしてきたときに将来的にどうするかという御心配だというふうに

受け止めをしたところでございます。

問題、課題認識として持たせていただきまして、今後の検討材料ということでさせていただけ

ればというふうに思います。以上でございます。

○議長（山路 有君） 橋井議員。

○議員（３番 橋井 満義君） 村長としてもなかなかその辺の見解しか出せないというふうに私

も理解します。

それで、１つは、自治会のほうからの順序ということも最初に申されましたので、その辺りで

は、やはり新しく建てられるところのエリア区域、それらをやはりつぶさに見られた中で、それ

らが発生してないかどうか、そして、それプラス、自治会なりの意見を聞いていく。それとのや

はり合わせ技でもって未然にそれらのことは防いでいくということを、やはりダブルの視点で私

はしていただいたほうがいいのかなというふうに提案をしていきたいと思いますので、その旨を

担当の方は肝に銘じて、私は取り組んでいただけたらありがたいなというふうに思っております。

その点、どんなもんでしょう。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。議員のほうから今御指摘をいただきましたような視

点も踏まえたところで、やはり自治会のほうからの要望もある事項でございますので、総合的に

点検をしていきたいというふうに考えたところでございます。以上です。

○議長（山路 有君） 橋井議員。

○議員（３番 橋井 満義君） 村長の返答を聞きましたので、私も少し胸をなで下ろしたわけじ

ゃないですけども、同じ視点でもって取り組んでいけるんだというふうに思ったところでありま

す。

それから、そちらのほうにも配付させていただいております日吉津村の土地利用計画からの抜

粋の１８ページであります。これも古い資料ですので、平成１８年のこれの冊子のコピーをした

ものなんですけども、これらでいう今の道路の今後の計画の在り方についてなんですけども、こ
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れで御覧いただければ分かると思いますが、村道のこの環状線、７番、それから右岸堤線ですね、

この２番の。これらは１つの計画道路として、やはりこれは必要なんだということで、既にもう

この平成１８年以前の段階から、村の必要性というものについては、もうこれは明白な計画であ

ったんですよ。

それからもう一つは、この③番、仮称新日吉津伯耆大山停車場線、ここの道路が今はイオンか

らここの日吉津東交差点からここの直進道路、これを通られて、真っすぐ伯耆大山のほうに行か

れる方。それから、この仮称米子大山線、これ、今、箕海川線だったかな、二本木線だったかな、

の、この道路が大変通行量が多いわけです。もうこれは、年次計画をきちっと立てられて、私は

改良していかないと、南北のもう車は抜けません。それと、宮川北線、ここの道路は、今ふれあ

い道路は一部広くはなってますけども、ここから、役場線からこのイオンの橋通道行くまでは、

通る車は多いのに離合できません。あっちから来たら樽屋の公民館のへりのほうで待っとくとか。

それで、また子供さんの通られるのが多いです。というようなことが、ちぐはぐなことがいっぱ

い出てきて、このトレセンから今度はホレコのほうに向かっていく道路というのもあるので、私

は先ほど来から申しておりますとおり、道路インフラの部分にやはり年次的に投資をしていかな

いと、１年にぽこんとやっちゃうと、土木費って結構お金がかさんでいきますから、やはりそこ

の部分では見据えた道路計画を私、やっていかれないといけないなと思っているところで、この

リバイバルした計画図を見られて、村長、何か、私、今その３ルートを指摘したんですけども、

その辺についての所見はいかがでしょう。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。この土地利用計画の中で、この３番の仮称新日吉津

伯耆大山停車場線というふうに今、この図面上なっておりますけれども、こういった道路につき

ましてもこの土地利用計画のほうで示されているということで、これは大切に考えていかないと

いけない計画だというふうに認識をしているところでございます。このたび日野川右岸の道路、

県の事業ということで行われる計画になっておるところですけれども、この道路が整備をされる

ことによりまして、この宮川北線を通って抜けていく車というのは減少につながっていくような

効果はあるのではないかなというふうに考えているところでございます。いずれにしましても、

議員からもありましたように、非常に道路の整備というのは大きな費用を要することであります

ので、こうした土地利用計画等も念頭に置きながら、県等、または国等とも連携を図りながら道

路整備を考えていきたいというふうに考えております。以上でございます。

○議長（山路 有君） 橋井議員。
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○議員（３番 橋井 満義君） そのように今後は進めていただきたいと思います。以上で、この

道路インフラについての整備は年次計画だというのは終わりたいと思います。

次、村有地の適正な管理をということで、まず、お手元の資料の農作物試験費用今吉８３－１、

資料の５分の４、これは昨年の分の試験費用の内訳書であります。この費用の部分で１６６平米、

これは以前にＴ氏との取引交換で残った本当の僅かな猫の額のようなところの土地で、これは強

引にこの堆肥の試験だなどというふうにつくったような代物でありますから、元来ここで試験の

云々なんてできようもありません。それで、ネギの作っておられる方は、この１６６平米の南側

のところで作っておられます、大山町の業者です。ブロッコリーは村内の方です。それで、水稲

栽培はうなばら荘の前の小学校の農園で、これは村内の方が散布作業をやっております。それで、

実際これは、ここで９９万０００、約１００万ですけども、これらのお金については堆肥を利

用するということで云々はあるんですが、一番大きなのは、私、この村づくり基金を１００パー

充当して、これは頂いた、貴重なお金を１００万も使って、実際、蓋開けてみたら５０万ほどで

済みましたよという話じゃないんですよ。

それで、私ははっきり申し上げて、これ、やめたがいいですよ。これ、無駄遣いです。なぜか

と言うと、私、この業者さんが、悪者になると言ったらいけませんけど、菌床が悪いようなイメ

ージばっかりやってるんですよ。私、本人に会いに行きました。私、あなたのところの菌床がこ

うこうこうで、今、実際どういうふうになってるか。あそこで出された菌床は、ブロックでも欲

しい人は持って帰られます、積んで。それで、あそこにはクラッシュする機械があります。こん

なブロックの機械をがらがらがらがらっとやってクラッシュをして潰して、それをトン袋に入れ

て、今、境港や大山の人との取引があって、それを欲しい人は持って帰ってるんです。あと１０

分、もう時間。

そういうことを現実として、今までの云々を私、責めてるわけじゃないですよ。もう３月に出

せるものが出ないんだから。出ないんだったら、もうやめたがいいんで。それで、無駄なお金を

やめて、村内の方にでももっといっぱいいろんな方に拡大をして使ってもらったらいいじゃない

かと。農業委員会の人でもそんなこと知らなくて、何ぼでも使ってやってあげるよという人もお

られたんですよ。だから、それやめて、村内のいろんな畑にそれ持っていって使ってもらったら

いいんですよ。そういうのを、暴露話みたいなことを言いましたけど、そういうふうにしたほう

がいいですよ。予算は予算で組まれたんだから、あとは最終的にどういうふうにするかはあなた

の考え方もあるんだから。それ、確かにデータ取るいうたら大変なことなんだよ。それを、今ち

ょっと言葉乱暴でやめちゃえとか云々言いましたけど、ちょっと検討してそこは取り組まれたほ
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うが僕はいいと思いますわ。大事な、これ、基金使ってる原資なんで、そこが一番、何かいつま

でもこの話をいっつも何かして申し訳ないと思うんだけども、その辺で、私はそう思ってるだけ

かもしれませんけども、その点についてどうですか。別に過去の云々を言ってる、私は、わけじ

ゃないですから。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。議員のほうから今お話をいただきまして、事業者さ

んのほうで菌床につきまして用途があるということで、村外から非常に取りに来られて活用が図

られているというようなお話はお伺いをしているところでございます。そういったことも踏まえ

まして、これを村内でも循環が図っていけないかということで、現在、この試験の取組をやって

いるところでございまして、循環型農業の取組に資するということでこの基金を充当をさせてい

ただいて、財源として使わせていただいているということでございます。

今申し上げましたような目的でやっているということでございますので、村民の皆様にも、や

はりこの試験で行っているデータを基にしましたお知らせ、広報というのをやっていって、循環

ができるような姿を目指してまいりたいというふうに考えております。以上でございます。

○議長（山路 有君） 橋井議員。

○議員（３番 橋井 満義君） 今後は広く村内の方にも使っていただいて、農業委員会の席上で

も課長、言ってください、それ。皆さん使っていただいて、試験の云々は百姓さんは出来が悪か

ったら使われませんから、結局。それは逆に単純な構造で、日吉津の農家の方は逆にもう、自分

らが自ら試験をしてやるよという人がおられると思いますので、その部分で私は大いに広めてい

ただきたい。それこそ、やっぱり地元のベンチャー企業ですからね、彼は。もっと評価してあげ

て、協力はしてあげたい、私は。

それと、このデータの中で、ネギ栽培やブロッコリーや水稲栽培って、どこの、いつ、誰がこ

の農家の人とお話しして頼んでいく。こういうところが表に出ないところが私は好きじゃないん

です。こっそり益田さんと話しして、作ってやってごしないや、それが悪い。やはり公明正大で、

みんなにやっぱりしてもらって初めてこの村づくり基金は生かせるんですよ。特定の業者という

か、特定の農家の人にネギ作ってみてくださいとか云々、あんまりよくないですよ。今後はそう

いう方向で変えていただきたいと思います。これをずっとやっても、前回も失敗しましたので、

以上でまた終わりたいと思います。この廃菌床については今後も注視していきますので、よろし

くお願いします。

次、３番目です。もう時間があと５分ほどです。もう長いことしゃべってもいけません。私、
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久しぶりにこの間こういうありがたい朱肉の押していただいたお手紙頂きまして、恐縮いたして

おります。それで、改めて今回の管理者云々、これって赤判じゃなくてもよかったんじゃないか

なと思って、その点を改めて。これ、管理してるのは総務課長じゃないですか、一言。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。冒頭答弁を申し上げましたように、原則は押印とい

うことでございます。その中で、今、時代の流れ等々ありまして公印を省略をさせていただいて

いるということでございますので、そこの基準が、これには押してこれには押さないというのが

現在はっきりしない部分もあるという中ではありますけども、冒頭答弁しましたように、今後は

押印自体を廃止していこうという大きな流れがございますので、そちらの方向に向けた検討をし

てまいりたいというふうに考えているところでございます。以上です。

○議長（山路 有君） 橋井議員。

○議員（３番 橋井 満義君） 分かりました。

先ほど言い忘れてました。３月１６日のこの農業新聞つけてますよね、これ、廃菌床の。これ、

鳥大農学部が実験をしてるんですよ。キノコの廃菌床で病害抑制をした結果が出てました。逆に、

これらとタイアップをして、業者さんも交えて、キノコの。これらに逆に投資して、お金使った

ほうがいいんじゃないかなと思って、私思ったもんですから。これ、参考にしてください。これ、

いい研究だと思いますよ。

それから、もう３分、一番最後です。村長の任期の半分が経過したが、率直な所感を伺いたい

ということで、先ほど河中議員からも鋭い御指摘があったというふうに思ってます。私が今、今

日はちょっと辛口のあれで言ってしまったんですけども、ついでということで御勘弁いただきた

いなと思います。村長も半期終わられて、前任の方からの引継ぎの部分での継承ということでお

ありになると思います。私も、これは政治家というスタンスで見ておりますが、今の今まで、前

任のときの課題では、やはり様々な道路の未登記やらＴ氏の土地交換、これが大きな金のかかる

課題でした。そこが何とか片づき、そして最後には、任期の終わりには小学校の図書館、体育館、

そしてヴィレステをインフラとして最後終わられました。そして、今となっては、後任の中田村

長は課題として、うなばら、そして、これはお土産になるかどうかは私は口が悪いですから言い

ませんけども、保育所の複合施設ということで、１つのスタイルとしては政治家の不可部分と可

部分との相関バランスがこれである程度保護されてるというふうに私は見ております。でも、隠

れた部分では旧淀江町長田のごみの焼却場のあの部分がまだ残ってるかなと思いますけども、そ

れで、長々と言ってはいけませんけど、村長、日吉津長く云々と言っておられるので私もそのこ
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とについては賛成するわけであります。日吉津を選択されてるというのは、１つは生活上の与条

件ですね、交通であったり、通勤、通学、病院、それから買物であったり、その地域として、土

地としての付加価値性がある程度高いわけですから、おのずとしてそこに居住を持たれるという

のはおのずのことです。でも、考えてみますと、そこに本当に、村だからそこがいいのと思って

おられるのとは私はまた観点は違うのではないかなというふうに思ってます。ですので、今後は、

やはり村としてのカラーリング、それこそ中田村長の個性をやはりそこで発揮をして、村のブラ

ンドをもう少し前面にプッシュされて、それで住民の満足度と村としてのクオリティーをやっぱ

りアップさせるべきに努めていただければ、これからの、まだまだいけるというふうに私は見て

おりますが、その点で、最後に終わりたいと思います。

○議長（山路 有君） 中田村長。

○村長（中田 達彦君） 村長でございます。この日吉津村の暮らしやすさ、住みよさというのが

やはり一番のこの日吉津村の魅力だろうなというふうに認識をしております。総合計画をつくる

際に村づくりアンケートというのをやったわけですけど、この中でも実に９割の方が日吉津村住

みよいところだということで、これからもそうした村づくりをしてほしいということで、希望が

アンケートの中からも出ているわけでございまして、その辺りの住みよさというのをまず第一に

考えながら、議員おっしゃってくださいましたカラーというか、やはりこの顔が見える関係の中

で、日吉津村の特色を生かしながら、子育てであったりとか、冒頭申し上げました持続可能な村

づくりであったりとか、向こう三軒両隣の顔の見える関係であったりとか、この辺りをやはり大

切にしながら、カラーも出していきながら、取組を進めてまいりたいと思いますので、引き続き

まして御協力を賜りたいと思います。以上でございます。

議員（３番 橋井 満義君） 終わります。

○議長（山路 有君） 以上で橋井議員の一般質問を終わります。

・ ・

○議長（山路 有君） 以上で議事日程は全部終了いたしました。本日はこれをもって散会いた

します。御苦労さまでした。

午後５時０７分散会

－９８－


